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    はじめに


    



    「おかげんはいかがです？」


    　妖精さんの一匹……もといひとりが、卓上に飛びあがってそう問いかけてきました。わたしは作り笑いを向けます。


    「健康ですよ」


    「そーですかねー？」


    　妖精さんは首をかしげながら飛び下り、ネズミみたいにどこかに走り去っていきます。


    「……健康の心配をされてしまった」


    　自室だからといってうんうん唸うなっていたのがいけなかったのか。


    　あるいは、眉み間けんに皺しわが寄ったままになっていたせいかも……。


    　ここのところずっと、耳の奥の方、鼓こ膜まくやら三さん半はん規き管かんやらがあるあたりに、どうも違和感がありまして。


    　シャワシャワという、紙を丸めるような音が、ずっと止まらないのです。


    　天使の囁ささやき？


    　生活に支障が出るほどでもなく、忙しい時は忘れてしまう音ではありますが、一度気になると鬱うつ陶とうしくてたまらなくなります。


    　どうにも無視できなくなったわたしは、イシャに行きました。


    「どこも悪いところはないようですが、耳みみ垢あかがたまっているようです。耳手術をしなければ死にます」


    「えっ」


    　手術という単語は、自分には無縁の、遠い世界の言葉だという認識がありました。


    　気がつけば寝台に横向きに固定され、目の前にガラガラと押されてきた台車には、先せん端たんの尖とがった工具のようなものがずらりと並んでおり、手術という単語に恥はじぬ物々しさがそこには確かにあったのです。


    　麻酔なしです。イシャのその発言は施し術じゆつの直前でした。


    　やめます。わたしの発言は無視されました。


    　イシャは楽しそうに、それは楽しそうに器具を耳に突っ込みます。


    　するどく尖った金属棒が何本も差し込まれ、なんかあのステーキをナイフとフォークで切るみたいな手つきでガリガリゴリゴリ壮絶な音を聞かされる片面二十分計四十分。


    　ようやく解放された頃ころには、精神的にへろへろでした。


    　ただ耳はスッキリとしていて、ものがよく聞き取れるようにはなっていました。なるほどという感じ。


    　ただそれからも、天使の囁ささやきは聞こえ続けていたのです。


    　わたしが気にしなくなっただけで。


    



    



    　部屋に戻ると、妖精たちの隠れ里がなにやらせわしないことに気づきます。


    　妖精の隠れ里が最近、わたしの部屋にできました。


    　部屋に二箇所あるネズミ穴を結ぶ街道の途中、寝台の真下に位置する箇所に、それはあります。ベッドの下にできた小さな町。


    　寝ていると住人たちの話し声が耳に入るため、天使の囁きにもなかなか気づけなかったのでした。


    　いつも以上ににぎやかな理由はすぐに判明しました。


    「町内会旅行？」


    「はいさ」


    　幹事役の妖精さんが答えました。


    　立ち並ぶ妖精さんは全員、旅たび支じ度たくでした。
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    「優雅なことしてますねぇ」


    「……。のりものよいもあるが」


    「で、どちらまで？」


    「どっちとは？」


    「いや、だから場所……山なのか、海なのか」


    「いってみないとわからぬのでは？」


    「え、そうなの？」


    「どうなの？」


    　聞き返されても……。


    「まあ、楽しんでらっしゃい……」


    「おみやげごきたい」


    　このグループは、行ったっきり帰ることを忘れて、戻ってこない気がする。


    　その場合、ゴーストタウンとなった隠れ里、誰だれが処分するんだろう。


    「いってきまー」


    　そして妖精さんたちは旅だった……はずなのです。


    　が、そのあたりの記き憶おくが、わたしにはありません。


    　多忙な日々にまぎれて忘れてしまったのか、あるいは印象に残らない別れだったのか。


    　途と端たんに静かになった我わが部屋はどこかよそよそしく、静せい寂じやくの中でひとりお茶をしていると、柄がらにもなく昔のことを思い出してしまうのでした。


    　私には昔の記き憶おくというものは、二種類しかありません。


    　幼子の頃ころと、学生時代のことです。


    



    　学がく舎しや


    



    「ほう、そんなことがあったのかい。だがなんにも心配いらんよ。ここに入ってきた子どもは、皆きっちり仕上がって出て行くことになっとるんでな。もうずっとの昔から、本当に真っ白にそういうことになっとるんだよ。誰だれが決めたかって？　そりゃわしがここの校長になるずっと以前の、会ったこともないくらい昔の校長がそう決めなすったんだよ。どのくらい昔って、そりゃ記録も失われておって判然とせんがね、音楽室にかかっとる肖像のあの巻き毛の太っちょと同じくらい昔のことかもしれん。だからお嬢じようさんや、ここに来たからには何の心配もいらんってことさね。いろいろと事情があるのは皆一いつ緒しよだ。ここでは自分だけ違っているなどと落ち込む必要はありゃせん。存分に学び、力をつけ、のびのびと過ごせばいい」


    　この時代に生きる誰もがそうであるように、わたしも人並みに紆う余よ曲きよく折せつを経た人生を送ってきました。


    　すでに両親は亡なく、祖父がわたしにとっては唯一の家族でした。


    　しかし当時の祖父とわたしの間には、心の交流というものはありません。ただ冷たい冬の空気のような、白々しさだけが横たわっていました。


    　教育について、祖父は悩んでいたように思います。


    　自分で行おこなうか、専門の教育機関に委ゆだねるか。


    　専門の教育機関は、二箇所存在しました。


    　中部と南に、一箇所ずつ。


    　わたしが送られたのは、南の方でした。


    　ただ厳しいばかりの祖父との暮らしは、正直苦痛なこともありました。


    　でも見知らぬ場所に送られるよりかは、ずいぶんとマシだったはずです。


    　子どもが心を閉ざすには、じゅうぶんな理由というものでした。


    　はじめて通うことになる学校。


    　ですがわたしは、そこになんの期待も持ってはいませんでした。


    「年齢は……うむ、中途入学だからな。こういうこともあるだろうて。だが心配はいらん。ほんのちょっと人より遅れているだけだ。その年としで一級生というのは、最初は気恥ずかしいものかもしれんが、なに、頑張ればすぐに本来の学級に上がれる。うちはそうなんだよ。もうずっとの昔から、本当に真っ白にそういうことになっとるんだよ」


    　校長先生の言葉はまるで信しん憑ぴよう性せいがありません、


    　つらいことになるだろうな、と予感していました。


    　自分だけが年上の教室で、周囲の子どもたちは学級相応に小さいのですから、いやなものを感じない方がおかしい。


    　憂ゆう鬱うつでした。


    　生活も、学業も、将来も、すべてが灰色に見えてきます。


    　楽しげなことなど何ひとつありはしません。両親とともに、そうしたばら色をしたものは何ひとつなくなってしまったようです。


    　わたしはきっちり仕上がりたくありませんでした。


    　のびのびと暮らすなんて遠い夢でした。


    　それらのことをわたしはこの年としにして、なかば諦あきらめていたのです。


    　年齢が二桁けたに達していないにも拘かかわらず、当時のわたしはおそろしく厭えん世せい的てきな人間だったのです。


    



    



    〈めも〉


    　少子化にともない教育の統合が進んだこの時代、全ぜん寮りよう制せいの総合教育が一般的です。


    　下は五～六歳から、上は二十歳前後までの子どもたちを集め、初等・中等・高等教育をおのおののレベルにあわせて実施しています。


    　生徒は最下級生の一級生からはじまり、最上級生の六級生まで。


    　進級は年齢だけではなく、学力や諸事情を考こう慮りよして決められます。


    　農作業で生計を立てる家庭では子も立派な労働力。


    　早く実家の仕事を手伝わねばならない子は、熱心に学業に打ち込むことで、飛び級を重ねて修学期間を短縮することもできたのです。


    　このように学年制ではあるものの、教程の消化具合には個人差があり、それもまた生徒数が極きよく端たんに減少していたこの時代ならではの、牧歌的な教育風景でした。


    



    



    「現在、ここには八十七名の生徒が学んでおります」後ろを歩くわたしを見もせずに、若くやせ細った教員は説明します。「あなたが八十八人目。全員が寄宿生です」


    　その教員の歩みは異様に速く、わたしのために歩調をゆるめてくれるような気遣いは一切感じられませんでした。


    　教室、視し聴ちよう覚かく室、音楽室、勉強室、図書室。


    　校長に案内を命じられた教員の説明は、それぞれの場所に立ち寄るたびに、部屋の名称を短く告げるだけのものでした。


    　温厚そうな校長先生とは大違いの態度。わたしは内心、軽い失望を覚えていました。


    　教員の態度も、事務的な説明も、灰色の長い校舎も、乾いて冷えた空気も、すべてがよそよそしい感じでした。どう好意的にとらえても、この学校がわたしにとってよい思い出となるとは思えませんでした。


    　予想通り……。


    　言葉には出さず、わたしはこっそりとため息をつきます。


    　天あまの邪じや鬼くをこじらせていました。


    　祖父に家を追い出されたことで、その病気はさらにこじれることになりました。


    　ですから学校というものにも、わたしはまったく期待を寄せることができずにいました。


    　最初から楽しいことなどあるはずもないと決めつけていました。


    　この冷たい校舎で過ごすということは、岩肌の濡ぬれた洞どう窟くつで暮らすことと、大差ないように感じられました。


    「あなたは一級生から学ぶことになります。周囲には年下ばかりでやりにくいでしょうが、出遅れたのですからこれは当然のことなのです」


    　ことさら陰いん鬱うつな気分になるようなことを、教員は言います。


    　そう。


    　わたしはじきに十歳になろうとしていましたが、この時代の多くの子どもがそうであるように、就学したことはありません。だからまずは最初の学級からスタートしなければならないのです。


    　憂鬱な話です。


    「しかし飛び級というものがあります。勤勉に取り組めば、年齢と知力に見合った学年に、進級できることでしょう。あなた次第です」


    　たとえそれがわずか数か月後のことであっても、救いとはならなかったでしょう。子どもにとっては、一週間でさえ遠い未来です。


    「ここまでの説明で、何かありますか。ええミス……ミス……」


    　と、教員は名めい簿ぼを確かめます。その渇いた唇くちびるが名前を読み上げるより早く、わたしは短く口を開きます。


    「いいえ、何もありません、先生」


    　それはわたしが身につけた、人生最初の処世術でした。


    



    　リドル


    



    《学がく舎しや》は辺へん鄙ぴな土地にありました。


    　周囲の土地も昔は活気のある町だったそうですが、数十年前に最後の住人が亡なくなると、もはや完全に陸の孤こ島とう。


    　今や町は緑に覆おおわれつつあり、唯一、校舎とその関連施設だけが手入れされているというずさんな有あり様さまでありました。


    　とはいえ、その敷しき地ち内だけでも無む駄だにだだっ広いわけですが。


    「では校舎の外にある施設を案内します」


    　校舎を出ると広がる中庭には、立派なニレの木が植えてあり、さらにその向こうには運動場と、石造りの古めかしい礼拝堂がありました。


    　わたしたちは倉庫、温室、クリケット場、時計塔を順番に巡ります。


    　どの施設も、自分とは無関係に思えてなりませんでした。


    　そうして最後に、


    「さあ、寄宿舎です。誰だれもがここで、集団生活のルールを学ぶのです。それが、あなたが学がく舎しやで身につける最初の知恵になるでしょう」


    　年季の入った木造の建物が、眼前にそびえ立っていました。


    



    



    　割り当てられた部屋に向かうと、わたしはいきなり途方に暮れました。


    　部屋が、鎖くさりと錠じよう前まえで封ふう鎖さされていたからです。


    　教員の説明によると、寄宿舎に住む生徒は部屋に鍵かぎをかけてはいけない決まりになっています。しかしそのことと、錠前とは無関係のはずでした。


    　なぜなら鎖は、廊下側から室内への入室を阻はばむものでした。


    　不審な点。


    　錠前も鎖も錆さびにまみれた、やけに古くさいものでした。まるで、土中から掘り出したものをそのまま使っているような代しろ物ものです。


    　頑丈は頑丈。押しても引いても、扉が開くことはありません。


    　なんだろうこれは、手違いだろうか、と思いかけた時、鎖の間に挟まっていた小さなメモがはらりと落ちました。


    



    『鍵は永遠の裏側』


    



    　謎なぞかけ（リドル）。


    　メモを手に、わたしはしばし、その場に立ち尽くします。


    　つまりは洗礼です。


    　おそらくは、寮りよう生せいの誰かからの。


    　教員が最後に口にした、寮で学びははじまる、という意味の言葉が、途と端たんにシニカルな響ひびきをともなってくるようでした。


    　もちろん彼女が言っていたのはこういう意味ではないはずです。


    　引き返して、寒風吹きすさぶ中庭を横切り、校舎に行って、あの冷たい教員に詰め寄り、涙のひとつも流しながら窮きゆう状じようを訴えれば、もしかすると問題はたやすく解決したのでしょう。


    　顔もわからない挑戦者によってわたしは「退屈なヤツ」という烙らく印いんを押され、さぞや平和で静かな学校生活を送ることができそうでした。


    　悪くはありません。


    　楽しむ気なんて毛頭なかったのですから。


    　だというのになぜかそれは、とても気の進まない選せん択たく肢しでした。


    　鎖くさりを握り、引っ張ってみます。


    　錆さびついているとはいえ、とても千ち切ぎれそうにはありません。


    　さて、では、永遠の裏側とは何ど処こでしょう？


    　わたしの気持ちは、自然と謎なぞかけに引き寄せられていきました。


    



    　時計塔の小鬼


    



    　謎かけには特に苦労しませんでした。


    　もしかすると敷しき地ち内に、わたしの知らない《永遠の○○》なるいわくありげな場所があるのかもしれない……などとは微み塵じんも考えません。


    　ただまっすぐ、時計塔を目指しました。


    　永遠というのは止まった時のことですから、時計塔はきっと壊こわれているはずです。


    　果たして時計塔の高みにある文も字じ盤ばんの二本の針は、実際の時刻とはかけ離はなれた位置を指し示していました。


    　永遠の裏側。文字盤の裏側こそ、まず最初に調べるべき場所でした。


    　時計塔の鉄てつ扉ぴは、軋きしむこともなく開きました。油がさしてあって、誰だれかが日ひ頃ごろからここを利用していることは明白でした。


    　螺ら旋せん階段を登って、てっぺん近くまで行こうとして……わたしは引き返します。


    　建物を出て、物陰に隠れます。


    　すると時計塔の中から、男子の集団が現れました。


    　少し年下の──意地悪そうな顔つきをした──男の子たちが、計五人。


    　互いに脇わき腹ばらをつつきながら、鉄扉を足あし蹴げにして閉めると、満足げな顔でどこかに立ち去っていきます。


    　学校の制服……学がく舎しやの生徒たちなんでしょう。


    　正面から出くわして、難なん癖くせをつけられずに済むとは思いません。わたしはほっと胸を撫なで下ろしました。


    　用心深く彼らが見えなくなるのを待ち、あらためて塔に踏ふみ込みます。


    　螺ら旋せん階段を登って最上部へ。


    　整備をするために、そこには十分な板張りの足場が用意されていました。


    　なるほど、たまり場でした。


    　並べられた木箱は明らかに人数分の椅い子すと机の並びでしたし、毛布が押し込まれた一角には束ねられたカードやラケットなども突っ込まれています。


    　すぐ戻ってくるかもしれない。


    　わたしは急いで文も字じ盤ばんの裏側を調べました。


    　二枚目のメモを発見。


    



    『見事に小鬼たちの隙すきをつき、だけどもリドルはまだ続く。鍵かぎのありかは動物たちが知っている。ただしご注意！　病気が悪くなった日にしか見つからない』


    



    　わたしはしばらくメモを凝ぎよう視ししていました。


    　時計塔を出たわたしは、消化不良のカエルみたいな鈍重な足取りで、のそのそと校舎に向かいます。建物に入り、案内されたばかりのある部屋を目指し……足を止め、数秒悩み、踵きびすを返すことにしました。


    　寄宿舎の自室前に戻ると、板張りの床に座り込みます。


    　謎なぞなんていくら解いても意味はないのです。


    　ずっと相手を振り回すことが、仕掛け人にはできるのです。謎をといても鍵は与えられないかもしれない。いくつも謎を解かされて、挙げ句にネズミの死体でも摑つかまされるのかもしれない。その時の惨みじめな気持ちを、わたしは容易に想像できるのです。


    　からかわれているだけ。


    　一度も会ったことのない相手から。


    　どうしようもない気持ちが心に湧わき上がってきました。


    　立てた膝ひざに額をつけて、暗い気持ちをぐっと押し殺すことに集中しました。何をする気力もなかったのです。


    



    　寮りよう母ぼ


    



    　お腹なかが鳴っています。


    　もう何時間も、わたしは顔を伏せたままで微動だにせずにいました。


    　食事が終わった頃ころになると、学がく舎しやの生徒たちがわたしの前を横切って行きました。彼女たちは囁ささやきかわしながらわたしの前を通り過ぎていきました。


    　噂うわさにならないはずはないのです。


    　けど彼女たちの誰だれかに声をかけることさえ、わたしには億おつ劫くうでした。


    　誰がわたしを閉め出した張本人か知れない……。


    　何人かがおずおずと話しかけてきても、すべて無視でした。


    　彼女たち／わたし。敵対関係を意味する線引き。


    　だけどその憎にく々にくしげな白線を引いたのは、向こうなのだという認識でした。


    　わたしは屈したくなかった。拒絶したかった。


    　相手のルールに乗るのもイヤだし、泣いていいつけるのだって御免だった。けど、うずくまって拒絶するしかなかったのです。


    　子どもじみた抵抗であることはわかっていました。


    　でもアウェーでできることが、他ほかにあるでしょうか？


    　やがて外が暗くなり、廊下からは人ひと気けがなくなります。消灯時間が近いのです。


    　このままうずくまったまま消えてしまえたら。それは半ば本気の願いでした。人間が消えてなくなるなんてことは有り得ないことです。


    　だから意地を張り続ければ、きっと無様な結末が待っているのです。


    　情けなく、悲しく、痛々しい帰結が。


    　その苦痛にわたしが耐えられるとは思えません。


    　このまま……どこかに去ってしまえば。


    　窓から見える雑木林は、森に繫つながっていてくれるのでしょうか？


    　外に出て歩いていけば、人のものではない世界はいくらでもあるでしょう。お腹なかが減って死んでしまったとしても、屈くつ辱じよくを受けるよりかはましでしょう。


    　とても強い夜の誘ゆう惑わく。


    　わたしは……笑ってしまいました。


    　なんて、ばからしい。


    　同時に泣いてもいました。


    　惨みじめでした。


    「こんなもの」


    　ポケットからメモを取り出してビリビリに破き、紙クズを床に撒まきます。


    　少しも気分は晴れず。そう、いつだって虚むなしさは虚しさのまま。


    　屈辱は屈辱のまま、続いていくのでしょう。


    　夜よりも深く暗い絶望が、じっとりと水位を上げていきました。


    「……はあ」


    　この絶望とうまくつきあっていくことが、大人になればできるというのでしょうか。とても信じられない話でした。


    　ひとしきり落胆を済ませた頃ころ、闇やみのしたたる廊下の向こうから、鬼火のようなものが接近してきました。


    　あまりのことに腰を浮かせて、様子を見守ります。


    　緑色の光が明滅しながらわたしの前にやってきます。


    「……これって」


    　ひとかかえほどの円筒形。安定性を重視してか、背が低い。ボディは特殊な耐久合成樹脂。緑の鬼火は光学装置。紛まぎれもなく、人類の叡えい智ちの残ざん滓し。


    　ロボットです。


    「はじめてみた……」


    　状況も忘れて、わたしはロボットの表面をぺたぺた触りまくりました。


    「寮りよう則そく違反です」


    「ひぇっ」


    　ロボットは突然、警告音を鳴らしながら宣言します。


    「消灯時間に廊下を出歩くことは寮則により禁じられています。違反切符を取ってください。一週間以内に担当教員により罰ばつ則そくの適用を受けてください」


    　ロボットの口元（？）から厚紙がにゅっと出てきました。黄色い切符。


    　それは人間の世界とそうでない世界を繫つなぐ、唯一のアイテムだと思えました。


    「自室に戻ってください。警告に従わない場合、実力を行使します」


    　物ぶつ騒そうなことを言っています。


    「あの……入れない……」


    「自室に戻ってください。警告に従わない場合、実力を──」


    「だから、鎖くさりで入れないの！」


    　扉を封印している鎖を、ガチャガチャ鳴らして見せました。ロボットにそんな高度な判断ができるのか、わたしにはわかりませんでしたが。


    　するとロボットの目（？）が、チカチカと素早く明滅を始めました。


    　緑から赤い光に切り替わり、ドアノブ周辺を走査するのがわかりました。


    「私はRYOBO230r。人々の生活を支える文化助手機です。カラーはパールホワイト、ライトブルー、ミントグリーンからお選び頂けます。私はRYOBO230r。人々の生活を支える──解析終了。異物を回収します。手間取る場合はご協力ください」


    「へ……？」


    　RYOBOと名乗ったロボットの胴体から、マニピュレーターが出てきました。


    　先せん端たんの多目的ツールが鍵かぎ穴あなに挿入され、数秒後、錠じよう前まえはあっさり解錠されて、床に転がります。


    「す、すごい……けど……」


    　RYOBOは鎖くさりと錠じよう前まえを下部の吸い込み口から回収し、そのまま廊下の向こうに去って行きました。


    「……何なの、ここ？」


    　封ふう鎖さする価値もない、ありふれた殺風景な部屋でした。


    　置かれている家具は、二段ベッドと机のみ。


    　その机の上に『寄宿生活の手引き』という綴とじ本ほんが置かれていました。


    　パラパラとめくると、浴室や食堂の利用法などが、細かに記されていました。夕食に遅れた者は食事抜き＋反省文。嘆たん息そくし、わたしは本を投げ出します。


    　荷物を置いて、そのままベッドに転がると、安あん堵どと温ぬくもりは、たちまちわたしを深いところに引き込んでいったのです。


    



    　Ｙ


    



    　朝晩の食事は食堂でとります。


    　朝はバイキング形式で教員の姿もない気楽なものですが、夕食はとても厳格で、教員も全員同席しての一糸乱れぬ行動を義務づけられます。教育の一環として。


    　口の悪い生徒たちは、エサのマナーを学ぶ時間と噂うわさしています。


    　教員たちの食器は当番が片づけますが、生徒たちは食べ終わった食器を自分たちで片づけに行くのがルールです。


    　一糸乱れぬ行動を強しいられる食堂で、生徒たちの動きが秩ちつ序じよから外れて乱れるのは、食後の片づけの時だけでした。


    「失礼」


    「……」


    　銀髪の女の子がぶつかってきて、わたしがトレイを取り落としたのも、そんなタイミングでした。


    　軽い金属製の食器が、騒そう音おんを奏かなでて床に転がりました。


    　一いつ瞬しゆんだけ、わたしは食堂中の注目を集めます。雑ざつ踏とうの谷間のような沈ちん黙もく。


    　わたしは身をかがめ、食器を拾い集めます。


    　銀色の髪をしたその少女のぶつかり方に、若じやつ干かんの悪意が隠れていることはすぐにわかりました。だからもちろん、形ばかりの謝罪も無視します。


    　食器が食後でカラなのは幸いでした。


    　拾い集める最中も、細い二本の脚は目の前から動こうとはしません。


    　……厄やつ介かいなことにならなければいいけど。


    　ここに来て数日、今のところわたしは、誰だれとも親しくならないかわりに誰からも標的にされることのない、年とし嵩かさの一級生として穏おだやかな毎日を過ごせています。


    　子どもの三～四歳の違いは、はっきり身長の差としてあらわれます。一級生のほとんどが五～六歳の教室で、わたしは文字通り頭ひとつ抜けていました。


    　だからその少女の背丈がわたしとほぼ同じであることは、つまり同世代の上級生である可能性が高いことになります。


    　厄やつ介かいなことになる前に退散したい。


    　だけど頭上から注がれる視線の意い味み深しんさに、わたしは不安になります。
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    　それはきっと玩具おもちやを見るような視線に違いなく、無ぶ遠えん慮りよに観察されていると思うと、胸の内にいやなものが広がっていきました。


    　細い足……。


    　少女は[image: ]やせこけていて、栄養失調かと疑うくらいでした。


    　青白い顔は人工物のように不自然で、なのに口元は底意地悪げに傾いていました。いつでも浮かぶ冷笑。


    　自分とはまったく違う価値観の持ち主だと一目でわかります。


    　一いつ瞬しゆん少年のようにも見えたのは、髪が短くて骨張った体つきのせいでしょう。


    　何事もなく食器を集め、わたしは彼女に背を向けます。


    「これ、あんたの忘れ物だろ」


    「え？」


    　古びた鍵かぎが、盆の上に落ちてきました。


    　この鍵……もしや……。


    「ひとつ目の謎なぞをクリアしたから見どころがあるかと思えば……退屈なやつ」


    　と鼻で笑うと、


    「ほうき頭！」


    　人の向こうずねを蹴け飛とばして、歩み去っていったのです。


    　何も反応できませんでした。


    　羞しゆう恥ちと屈くつ辱じよくに震ふるえるだけでした。


    　髪を切ってくれる母親か友達がいなければ、自分で切るしかありません。そのどちらもわたしにはなく、ゆえに伸びっぱなしになっていたそれは、毛がてんでに跳ねた、箒ほうきをかぶったような形をしていました。


    　自分でも気にしていたこと。


    　けど人に、しかも皆の前で大声で叫ばれるのは、本当にショックな身も凍るような出来事だったのです。


    　彼女が校内一の問題児として有名であることを知ったのは、ずいぶんと後になってのことでした。


    



    　教育方針


    



    「……よってだから、体力と知力を兼ね備え、芸術を解し高潔な精神を宿した、文化的人格を涵かん養ようせにゃならんのだよ」


    　週の頭に皆を講堂に集め、校長先生はこのように語ります。


    　これぞ学がく舎しやの掲げる教育理念。


    　その話はだいたいいつも長くなるため、まともに耳を傾ける者は皆無でした。教員たちが並ぶ列でさえ、何人かがあくびを嚙かみ殺す様が見られます。


    　誰だれもがぼんやりと思考を濁にごらせる中、わたしだけは聞き取ることに集中します。


    　そして実態と理念がどの程度一致していて、どのくらいかけ離はなれているのかを入念に検討してみるのです。


    　涵養というのは、調べてみたところ、じわじわ育てるといった意味でした。


    　なるほど確かに、学舎の教育期間はとても長いものです。


    　一級生からはじまり、六級生を最上級生とする能力進級制度では、最長十五年近い期間を学舎で過ごすことも有り得ます。


    　この六級までに初等教育から高等教育までが圧縮されていました。


    　いわゆる大学教育はとうの昔に崩ほう壊かいし、統合されているのです。


    　能力進級ですから、一年ごとにひとつずつ上がっていくというものでもありません。


    　飛び級することもあれば、留年もあります。


    　同じ学年に何年も留とめ置かれることだってあります。


    　というか、ひとつの学年を一年で進級することはあまりない、というのが標準です。


    　入学時期には家庭の事情によるばらつきがありますが、だいたいは五歳か六歳に入ってくることが多いようです。


    　年齢と学年はさほど関係がないと言えます。


    　とはいえわたしくらい遅れて入学してくると、やはり年齢差は目立ちました。


    　教室の最後尾に座ると自分がきっちり頭ひとつ分、皆より高いことがよく理解できて、身長コンプレックスはすくすくと育ちました。


    　この一級生の教室には十四人の生徒がいました。学舎全体では八十八名。


    　生徒は年々減少傾向にあり、国内に残っているもうひとつの教育機関と合わせても、わずか二百人もいないということです。


    　わたしは学舎の教育が、理念を完全には実現できていないと結論づけました。


    　体力と知力は乱暴さと悪わる賢がしこさに、高潔な精神は高いプライドに、それぞれ置き換わって根付いていました。


    　多くの生徒が、勝手気ままに青春を楽しむ、いわゆる蛮ばんカラでした。


    「文化的人間はいかなることがあっても、理性によって成熟していかねばならん。幼よう稚ちな心を恥はじとせにゃならん。たとえばいじめのようなことは、もっとも恥はずべき行為であり……」


    　後列の上級生が、前方の下級生の後頭部に向かって、パチンコで小石を打ちだしているのが見えました。


    



    　カリキュラム


    



    　教室で行おこなわれることもあれば、図書室で実施されることもありました。


    　授業内容は、一級生のうちは読み書き、発音、算術、歴史などの基礎的なもの。


    　校長先生が自ら授業を持っていましたし、外部から引退した教育者が招かれることも多くありました。


    　わたしは誰だれよりも優秀な成績を収めましたが、そのことを誰かに褒ほめられるということはほとんどありませんでした。


    　昼になると、係の生徒がランチボックスを運んできます。


    　メニューはサンドイッチ、チーズ、フライなど形式張らない軽食類。


    　寄宿舎には戻らず、ランチボックスを手に生徒はめいめい好きな場所で食べてよいことになっていました。


    　紅茶を淹いれて楽しむ者も多かったのです。


    　わたしはいつもひとりで教室で食べました。


    「あの……もしよろしければ、いっしょにたべませんか」


    　よく整った金髪の少女が、そう声をかけてくることも、なくはありませんでした。


    　名前は一度聞いたはずですが、記き憶おくしてはいません。


    　ただ見事な金髪の巻き毛が、クロワッサンのように両耳に垂れていることから、わたしは内心彼女のことを〈巻き毛〉と呼び捨てにしていました。


    　彼女は教室でもっとも注目を集める、いわば代表的生徒で、下げ世せ話わな言い方をするなら人気者でした。


    　常に何人かの友人に囲まれていて、それ以外の大勢もよくすれば彼女を囲みたいと心底望んでいる節ふしが教室にはありありと漂ただよっていました。


    　また〈巻き毛〉は、人気者の多くがそうであるように、たいへん頭もよく、クラスで一番の成績を収めていました。


    　物好きな〈巻き毛〉はわたしがひとりでいる時に、よく寄ってきました。


    　しかし、何度言葉をかけられようと、


    「ひとりが好きなので」


    　わたしの受け答えはいつも決まっていたのです。


    　午後は運動や芸術などの文化活動が行おこなわれる時間でした。


    　基礎体力作り、スポーツ、絵画、歌唱、詩学、古典、映画など。


    　ほとんどの生徒が、午前よりも午後を楽しみにしていました。


    　わたしは苦痛でした。


    　土曜日の午後には、クリケットの競技会が行われることもありました。


    　クリケットは全生徒が参加することになっている、指定競技です。


    　昔は複数あった寮りようごとの対抗戦だったらしいのですが、寄宿舎がひとつしかない現在では、かつての名残なごりである五つのチームのいずれかに所属することが奨しよう励れいされていました。


    　どのような生徒も、たいていは誰だれかの紹介によって上級生に紹介され、形ばかりの試験を受けて、例外なくチーム入りすることができたのです。


    　またチームに入らないと、せっかくの技術を発揮する対抗戦に参加できないのですから、一級生は誰もが望みのチームに入るためのツテを懸けん命めいに探すのが常でした。


    　わたしはどこにも入らず、ひとりで黙もく々もくと練習を続けました。


    　そんなわたしのもとにやってきた〈巻き毛〉が、何事かを喋しやべり続けます。


    「あ、あのっ、わたしたちのクリケットチームに入ってくれませんか？」


    



    



    　寄宿生活


    



    　寄宿舎というと集団生活を連想しがちですが、遠い昔には、寄宿生は六人部屋に押し込まれるのが常でした。


    　集団生活に慣れることも、立派な教育の一環だったのです。


    　ところが時代とともに生徒の数が減少し、六人部屋は廃止され四人部屋が基本となり、さらに三人部屋になり、やがて相部屋となり、ついには個室を与えられる生徒も出る始末。


    　ありがたい話です。


    　しかし個室だからといって気楽かと言われれば、そうとも限りません。


    　抜き打ち検査が頻ひん繁ぱんにあり、いつ扉が開いて舎監が入ってくるか、本当に予測がつかなかったからです。


    　舎監のかわりに上級生や寮りよう母ぼが入ってくることもあります。


    　彼らが抜き打ちでチェックすべき項目は山とあり、実際それは日を置かず頻繁に断行されておりました。


    　生徒がこれに対抗し、部屋に鍵かぎをかけることは禁じられています。


    　処しよ罰ばつは厳格なものでした。


    　わたしがもっともおそれた処罰は、個室の剝はく奪だつです。


    　これを下す権限があるのは、舎監・寮母・監督生……まあ、ほぼすべての責任者です。


    　必然、生活は緊きん張ちようを強しいるものとなり、寮則に従っていると確信できている間だけが、ある意味では安息の時でした。


    　寄宿舎（寮）では、生徒は学校とは異なるルールに従います。


    　最高権力者は舎監と呼ばれる教員です。


    　生徒とともに寝起きし、あらゆる権限を持ちます。


    　初日にわたしを案内してくれたやせぎすの教員が、その舎監。


    　しかし舎監のもとには多くの仕事が集まり、教員としての仕事も少なくはなかったようです。


    　彼女が留守の間はその委任を受け、選ばれた最上級生……監督生が寮内の秩ちつ序じよを守ります。監督生には、知力体力に優すぐれた人格者的な生徒が数名選ばれる慣習でした。


    　監督生の権力は絶大なものがありました。


    　たとえば舎監のいない時に生徒が違反をすれば、罰としてトイレ掃除を命じるのは監督生の役目でした。


    　これを怠おこたれば逆に解任されかねない、重い責任を持っていたのです。


    　他ほかにも点呼や、食堂での監督、生活指導、当番の決定……。


    　寮内の秩序は、監督生が保つべきものとされていました。


    　さて、寮りようの規則に違反すると、減点が行おこなわれました。


    　減点がたまると罰ばつ則そくということになり、個室を剝奪される事態も想定できました。


    　また抜き打ち検査は授業中に実施されることもありました。


    　これは主に持ち物検査であり、タバコや薬物、その他玩具おもちや類などの禁制品を洗い出すために頻ひん繁ぱんに行われたものです。


    　わたしが規律にそった生活を心がけたのは、言うまでもありません。


    　学校ではもちろん、寮においても、わたしは気を抜くことはありませんでした。


    　だから鬱うつ屈くつはたまりました。


    



    　自分のための場所


    



    　何もすることがない時、わたしは自分のための場所を探しました。


    　くつろげて、人目につかず、風通しがよく、寒くも暑くもなく、いい気分になれる……そんな場所が、どこかにあるはずでした。


    　簡単には見つからないでしょうが、構いません。


    　散歩に目的があることが重要でした。


    　それでも、もしそのような素晴らしい場所が見つかったなら、散歩の時間はひとりでゆっくりくつろぐ時間に切り替わることになったでしょう。


    　まず最初に、わたしは寄宿舎を歩き回りました。


    　ちょっとした死角の隙すき間まや、使われていない部屋、屋根裏などの存在に期待をかけていました。


    　残念ながら、そういった秘密の部屋は存在しないか、有望であっても厳重に施せ錠じようされているかのどっちかでした。


    　また有望な方でも、隙間からのぞく限り、内側には天井まで危険物が積み上げられていて、とてもくつろぎの空間として改良することは難しそうでした。


    　わたしは娯楽室に行ってみました。


    　この設備は寄宿生の憩いこいの場として提供されていました。他ほかの生徒がいるのは確実で、その点でわたしの希望とはいささか外れたものでした。


    　ただ娯楽室が静せい寂じやくと沈ちん黙もくと人に対する無関心さに満ちていたなら、いくらか役に立つのではないかと考えました。


    　暖房が強くきいているのも、寄宿舎では娯楽室だけでした。


    　娯楽室の開き戸を開けると、喧けん騒そうとオルガンの音色がぴたりと止まり、数え切れない数の瞳ひとみが一斉にわたしを射ぬきました。


    「……」


    　何十人もの生徒が、ひしめきあうようです。


    　テーブルの上でとっくみあいをする男子生徒たち。


    　オルガンを囲む一団。


    　はじっこでカードに興じる集団。


    　談笑する男女。


    〈巻き毛〉の姿もあったようです。


    　生徒たちは肩をこすりあわせるようにして、勝手気ままに振る舞っていたのです。


    　わたしは部屋には入らず、扉を閉じて廊下を引き返します。一呼吸遅れて、娯楽室でばか騒さわぎが再開しました。


    　寄宿舎には未み踏とうの地はないようです。


    　次にわたしが目をつけたのは、敷しき地ち内の様々な施設です。


    　意外に、野外にも隠れ家になりそうな場所はあるものです。


    　東あずま屋やは悪くはない選択でしたが、周囲を遮さえぎるものがないため、季節によっては寒さで凍こごえそうになります。


    　用具小屋は誰だれも立ち寄ることがなかったものの、饐すえた悪臭が壁に染しみ込んでいて、少しとどまっただけで頭痛に見舞われてしまいます。


    　雑木林の奥は人目につかない場所でしたが、単に人がくつろぐに適さない場所でしかありませんでした。


    　遠くまで足を伸ばすと、土地が盛り上がってちょっとした崖がけになっている場所を発見しました。崖には小さな洞どう窟くつまであり、身をかがめて入ることができました。


    　洞窟の内は乾いていて、思ったよりずっと暖かく、おぞましい虫もいないようです。ずっといい目というものを見なかったためか、そこはなかなかの優良物件に思えました。


    　入り口も狭く天井も低いため、大きくなれば洞窟には入れなくなる。


    　でもそうなるまでの永遠のような数年間を、ここで息抜きして過ごしてもよいのではないかとさえ思えました。


    　さらに奥に進むと、洞窟の奥には、獣けものの白骨がいくつも転がっていました。


    　家畜などの死体を放り込む、死体捨て場なのだろうと思えます。


    　わたしは黙だまって洞窟を出て、寄宿舎への帰路を踏ふみしめます。


    



    　クリケット


    



    　土曜日の午後には、しばしばクリケットの競技会が行おこなわれました。


    　この学がく舎しや伝統のスポーツには、全生徒が参加しなければならない決まりです。


    　チームへの参加は任意なので、試合に出るにはいずれかに所属する必要がありましたが、わたしは無所属でした。


    　だから体育館を改装した競技場で、ひとり黙もく々もくと投球練習をするというのが、わたしにとってのクリケットというものでした。


    　退屈なスポーツです。


    　いくら練習をしても、ボールはまっすぐに進むようにはなりません。


    　投げたボールが、床下の坂道を通って再びこちらにまで戻ってきます。


    　待機ゾーンに設置された装置からボールを回収し、投球を繰くり返します。


    　装置が一部故障しているため、キャッチャーはセッティングされていません。


    　空っぽの穴に向けて、ただボールを放るだけ。


    　それも左右にそれてばかり。


    　楽しいはずもないのです。


    　競技場には絶えず歓声が響ひびき渡っていました。


    　チーム対抗戦は大いに盛り上がっているようです。向こうはしのゾーンでは、上級生の最前線選手たちが、互いのチームメイトから多くの声援を受け、交互に投球を行っていました。


    　他ひ人と事ごとでした。


    　監督の教員がわたしに歩み寄ってきました。


    「あなたは、まだチームに所属していないのですか？」


    　わたしはぴんと背筋を伸ばして、優等生的に答えます。


    「はい先生。わたしはまだ腕が未熟なので、チームの足を引っ張らないよう、少しだけ練習期間をいただいております」


    　教員は少しだけ困ったような表情を浮かべます。


    「……もうどこかから、誘さそいは受けていて？」


    「はい。いくつかお話をいただいております」


    「協調性を学ぶ上で、スポーツのチームメイトほどよい教師は存在しません。ひとりで練習するくらいなら、誰だれかに教えを乞こいなさい」


    　立ち去る教員と入れ違いに、〈巻き毛〉接近。


    「あの、ボール、したから滑すべらせるように投げるといいと思うんですけど……」


    「……」


    「くろうしていたみたいなので……余計なお世話でごめんなさい」


    　それだけ言って、〈巻き毛〉は戻っていきました。


    　言われた通りに投げてみると、ボールはまっすぐに進み、ストライクゾーンに吸い込まれていきました。


    「……なるほど」


    　ゾーンを出て〈巻き毛〉を捜し、近づきます。


    「ほっときゃいいんだよあんなの」「でも……」「自分でカラにこもってるんだから、気にする必要なんてないの」


    　わたしはくるりとターンして、その場を離はなれます。


    



    　試験


    



    　試験は年に四回あります。


    　つまり優秀であれば、半年で進級することも可能です。


    　わたしが勉強に専心する、最大の理由がそれでした。


    　級数が上がれば上がるほど、年齢はバラバラになっていくはずです。一日も早く、目立たない立場を手に入れたかったのです。


    　結束のないクラスで、砂粒の個人として生きていきたい。


    　努力次第で、それは叶かなう。


    　勉学にもますます身が入ろうというものでした。


    　入学して二か月目に最初の試験。わたしは〈巻き毛〉を抜いてクラスで一番の成績をとったそうです。


    　とりあえず返ってきた答案は、満足のいく評価でしたし、この分で行けば進級は妥だ当とうなものと認めてもらえるはずでした。


    「あの、おめでとうございますっ」


    「え？」


    　机の横に〈巻き毛〉が立っていました。


    「今回のテスト、お姉さんがいっとうなんだそうですよ」


    「……」


    　ハキハキとした声は、教室中に響ひびき渡ります。


    　ひやりとする発言でした。教室中の反応は、あまり好意的なものとは思えなかったからです。だけど〈巻き毛〉だけが、その雰ふん囲い気きに気づいていないようでした。


    「一番だって」「あたりまえじゃん年上なんだし」「あれだけガリ勉すりゃ楽勝だって」


    　悪意の言葉は不思議とよく聞こえてきます。


    　これも〈巻き毛〉には聞こえないものなのでしょうか。


    「勉強がんばってましたものね。せいかがでたんですね！」


    　我がことのようにはしゃぐ様子は、本当に無邪気で、心底の好意からによるものだとよくわかりました。しかしわたしには、彼女に感謝の言葉を返すなんて、とうていできそうにもありませんでした。


    　嫌いやな予感は、後日、とある形で的中しました。


    　休憩時間、少し目を離はなした隙すきに、教科書に汚水がかけられていたのです。


    　よく染しみるよう、念入りにページごとに汚よごしてありました。


    　同世代の集団というものにずっと抱いだいていたものが、ついに牙きばを剝むいたと感じました。


    　この場で喚わめいて、教室を飛び出し、どこかに行くことができたらどんなにかよいか。


    　理性がかろうじて勝り、わたしは何事もなかったように教科書を鞄かばんに投げ込みます。


    　教師が来て、授業でわたしを指名しました。


    「ミス優等生、教本二百十四ページを朗読しなさい」


    「先生、わたしはテキストをなくしてしまいました」


    「なら誰だれか見せてあげなさい」


    〈巻き毛〉が席を移動し、誰も座ったことのないわたしの隣となりに移動してきました。


    「どうぞ」


    「……」


    　受け取った教本を読み上げようとした時、わたしの喉のどの奥からまったく意図せぬ、自力では抑えきれない呻うめきが洩もれました。


    



    　友人（仮）


    



    「……ということがあったんですよ。ひどいと思いますよね？」


    　わたしは友人（仮）に話しかけます。


    　友人（仮）は黙だまって、わたしの愚ぐ痴ちに耳を傾けてくれます。


    「彼女は本音を隠しているに違いないです。わたしそうにらんでます」


    　友人（仮）はガチャガチャと手を動かして、自分の仕事をそつなく進めていました。


    「進級さえしてしまえば、こんな悩みともおさらばなはずです」


    　友人（仮）がごつ、と壁に頭をぶつけました。


    　癖くせなのか、故障によるものなのか、わたしには判断できません。


    　頭を両手で持って、強引に方向を変えてやると、素直に廊下を直進していきました。


    「私はRYOBO230r。人々の生活を支える文化助手機です。カラーはパールホワイト、ライトブルー、ミントグリーンからお選び頂けます。私はRYOBO230r。人々の生活を支える──」


    　友人（仮）は下部にセットされた清掃用円えん盤ばんを回転させながら、誰もいない廊下に向かってけたたましく叫ぶのでした。


    



    　図書室


    



    　校舎にある図書室。


    　ここは「わたしのための場所」の候補地として、目下のところ、もっとも有望な選せん択たく肢しのひとつでした。


    　冬場ともなれば、冷えた空気は骨の芯しんまで震ふるえるほどですが、どうせ寮りようだって吐はく息が白くなるほど冷えるのです。窓まど際ぎわで陽光を浴びることができる分、まだこちらの方がましというもの。


    　何より、図書室には子どもが来ません。


    　授業で古典をあたる必要がある時など、一時的に賑にぎわうこともありましたが、普ふ段だんは実に静かなものです。


    　ここには堅苦しい本しか存在しません。


    　あるのは歴史書、専門書、学術書……蛮ばんカラなここの生徒が好むような本など一冊もありません。


    　不思議なことに、そんな堅苦しい蔵書でも度たび重かさなる盗難被害に遭あっているそうで、『本の盗難は厳げん罰ばつに処す』という張り紙がいたるところに貼はられていました。


    　図書室に通うようになってから、わたしの読書量は増えました。


    　つまらないと思っていた本でも、探せば興味深いトピックが見つかるものです。


    　特に気を引くのは、妖精に関する記述です。


    　妖精──


    　彼らについて、わたしたちは驚おどろくほど無知でした。


    　とうの昔に人類が霊れい長ちようの座を退しりぞき、地球は彼ら妖精たちのものになっている……という話であれば、誰だれでも知っていることです。


    　けれど実際のところ、彼らの社会、文化、なりたちについては、ほとんど文献らしい文献が存在していないのです。


    　人類は歴史上、何度か大規模な情報の喪そう失しつを経験しています。


    　蓄積した記録の多くが失われ、様々な文化や知識、技術は断片化してしまいました。


    　科学が生き残っている土地もあれば、完全に産業革命以前の生活水準に戻ってしまった場所もあります。


    　学がく舎しやでは、例の寮母ロボくらいでしょう。


    　妖精を目もく撃げきしたことのない人間もいます。


    　ほとんどの人間が、彼らが霊長類だと知識では知っていても、実感はないはずでした。


    　わたしの記き憶おくには、妖精の姿が霞かすんでいます。


    　今よりもっと幼い頃ころ、世界と自分が切り分けられていない時代、わたしは確かにそういうものと戯たわむれていたように思います。


    　人類はいつどこで、彼らにすべてを託したのでしょうか。


    　妖精とはなんなのでしょうか。


    　いつしかわたしの読書は、人類史や妖精についての記述を追うことが多くなっていきました。


    　そんなある日、たまたま開いた一冊の専門書。


    　間に挟まっていたのは、古びた四つ折りの紙。


    　いや、白紙と思えてうっすらと線が透けて見えます。図形が描かれているようです。


    　書名は背表紙がはがれていて判然とせず。棚の分類を確認。六九〇番台。札が抜けていて、六九一か六九九かわからない。新国際十進分類法、六〇〇番台は何の棚？


    「そりゃ建築学だのう」


    「きゃ！」


    　突然の急きゆう襲しゆう。飛びあがるほどの驚おどろき。


    「孤こ独どくは集中の友というが、君のコンセントレーションは特筆すべきものがあるようだ」


    　咄とつ嗟さのことに、ペーパーをポケットに隠してしまいました。


    「こ、校長先生？」


    「ほほ、驚かせてしまったようだ。すまんな。君がぶつぶつ独り言をつぶやいていたもので、つい耳を傾けてしまった」


    「いえ……」


    「よっこいしょと」


    　校長先生はわたしのすぐ向かいの席に座りました。


    「最近、熱心に本を読んでいるようだが、どんな分野について研究を進めているのか、このわしにひとつご教示願えんかね？」


    「いえ、そんな、大層なものでは」


    　授業ではとても厳しい校長先生が、別人のように温和に笑いました。


    「緊きん張ちようせんでもいい。採点しようというわけじゃない」


    「……妖精について、です」


    「なかなかの難題に挑んでいるようだ。結構結構」


    「難題なんですか？」


    「うむ。つかみ所がない分野だからして……」校長先生は指先でこつこつ自分のこめかみを叩たたきました。「おお、そうそう。お祖じ父い様は壮健であられるかな？」


    「はい、元気ですけど……祖父のことを？」


    「昔よくご一いつ緒しよさせていただいての。行動力のある御ご仁じんだった。いろいろあったようだが、お孫さんを預かることができてほっとしておるところだよ。成績も優秀、向学意欲も十二分。しかし交友関係には苦労しておるようだ」


    　わたしは言葉に詰まりました。


    「まあ若い時分には、そういう時期もあるだろう。子どもらの人間関係は、わしには少々めまぐるしい。よほどのことでなければ、力にはなってやれん」


    「けっこうです。自力でなんとかできます」


    　校長先生は微笑ほほえみました。


    「話は変わるが、個人指導教師制度を知っておるかね？　当校の学則に目を通していれば、そのようなものがあることがわかったはずだが」


    「はい校長先生」


    　より高度な知識を身につけたいと願う者がその資格を認められた場合、教員ひとりを指名し、指導を受けることができる。そういう制度です。


    「あれは校長でも指名できることを、皆意外と知らないようなのでな」


    「え……」


    「わしの専門は人類学全般なのだがね、これは人類新学という分野も含むのだ。新学は妖精に関する分野でな。まあ興味があるようなら」


    　校長先生が去った後、わたしは紙きれを広げてみました。


    　それは寄宿舎の古い見取り図でした。


    　ただし間取りは、わたしの知るものとはだいぶ異なっているようでした。


    



    　進級


    



    　二度目の試験結果が出ると、わたしの進級が本決まりのものとなりました。


    　予定通り飛び級に近い形で、二級生となりました。


    　一級生の多くが、二年から三年間は同じ学年にとどまります。


    　わたしはその課程を半年で履り修しゆうしたことになるでしょうか。


    「あの、お姉さん……」


    　ノックの音とともに、扉がひとりでに開きました。


    　立っていたのは〈巻き毛〉でした。


    「昇級のこと、びっくりしました。こんなにはやく上がってしまわれるなんて……わたし本当の本当にびっくりしてしまって……」


    〈巻き毛〉は寝ね間ま着きで、胸元にぬいぐるみを抱だいていました。

  


  [image: ]


  
    「だってお姉さん、わたしきっといろんなことを時間がかいけつしてくれると思っていたんです。いろんなことがです。お姉さんとみんなとの間のこととか、そういうことがです。だから今回みたいなことがあると、そういうのがすべておいてけぼりにされたみたいな気分なんです。それってとっても悲しいことでしょう？」


    「どうでしょうね」


    　わたしは冷たく告げます。


    　彼女がいつも本音を隠し持っていることは、なんとなく察することができました。


    「こうも考えられますよ。わたしという異分子がいなくなった。めざわりがなくなった。せいせいした。これからはいつも通りだ、と」


    「そんなこと、わたし思ってません……」


    「第一、あなたがたとわたしの間のことは、解決しない方がいいと思いますよ」


    「どうしてですか？」


    　わたしの顔には、シニカルな笑みが浮いていたはずです。


    「ああいったことが解決するというのは、いろんなものが明るみに出るということです。たとえばいじめが本当に解決するためには、告白がなければならない。加害者が自ら、すべてを告白しなければならないんです。それは、時にとても大変なものを引っ張り上げることになりますよ？　たとえば黒幕とか」


    「黒幕？」


    「イジメを裏で指示していた王女様の存在とかです」


    「……」


    「ゲームでもしてたんですか？　年上の新入りに同情するフリして言いなりにできるかどうか、なんていかにも面おも白しろそうですけど。やられる方としてはたまったものじゃないかな、というのが正直な気持ちなんです」


    〈巻き毛〉は言葉もなく、ぼんやりとしていました。


    「でも残念ながら時間切れみたいですよ？　じゃそういうわけで、さようなら」


    　茶ちや番ばんは見たくなかったので、そこで扉を閉めました。


    　ちょうど点呼がはじまる時間でした。


    　彼女は扉の向こうで、弁解がましいことをしきりに主張していましたが、やがてRYOBOに見つかって連行されていきました。


    　その後、まともに話していません。


    　だからわたしの指摘が図星だったのか誤解だったのか、確認する術すべもありません。


    　どちらでもいいことなのでした。


    



    　オリュンポス山


    



    　校舎の裏手にある見晴らしのいい丘は、オリュンポス山と呼ばれています。


    　古代都市の遺跡が露ろ出しゆつしていて、迷路のように地面を区切っている、不思議な場所になっていました。


    　かつて最上級生だけが登ることを許された……そんな時代もあったと聞きます。


    　生徒が年々減少する中、特に男子は長く学ぶことが難しい時代です。若者がするべき労働はいくらでもあります。


    　元は男子校だったという学がく舎しやでも、男子の数は年々減少する一方でした。


    　伝統の蛮ばんカラを受け継ぐ力ある上級生はもうなく、そのかわり一級生から三級生までの下級生男子が、今では校内の乱暴者として我わがもの顔で振る舞っていました。


    　彼らは時計塔のたまり場の他ほかに、この丘にもやってきているようでした。


    　足下に転がるタバコの吸い殻がらを見つけて、もうここに来るのはやめようと決めました。


    　丘を降りようとしたわたしは、ふもとのあたりに、今まさに丘に登ろうとしている小さなギャングたちの姿を目にしました。


    　わたしは遺跡の向こうに身を隠しました。


    「おい、そっちに逃げたぞ！」「捕まえろ！」「逃がしたヤツ死刑！」「速いぞ、回り込め、先回りをしろ！」「高いとこに追い込むんだ！」


    　ギャング小僧たちが昂こう揚ようした様子で、丘を駆けのぼってきます。


    　何かを追いかけているようでした。


    　顔を出して確認する愚ぐはおかさず、じっと息を潜ひそめていました。


    　ギャングたちが接近すると、わたしは逃げ出すタイミングをはかります。


    「そっちだ、そっちに逃げたぞ！」「隠れた！」「包囲するんだ！」


    　見つからないよう慎しん重ちように、遺跡にそって移動します。


    　子どもたちは常に大声を張り上げたり、息を荒らげたりしているので、接近を察知するのは容易なことでした。


    　どうやらうまく逃げられそうだと思った時、小さな人影が眼前に飛び出してきました。


    「ぴーっ」


    「……」


    　人影の背丈は拳こぶしふたつ分ほどしかありませんでした。


    「……妖精？」


    「もうだめっぽいです……」


    　妖精は竦すくんでいました。震ふるえて、尻しり餅もちをついたまま、逃げようともしません。


    　ああ、そうでした。


    　妖精とは、こういう生き物だったはずです。


    　幼い頃ころ、遊んでいた──


    　不思議なくらい記き憶おくから薄うすれているその事実に、わたしは戸惑います。


    「こっちだぞ！　みんな来い！」「捕まえて解かい剖ぼうだ！」「妖精の解剖だ！」「弱い者いじめだ！　弱い者いじめだ！　弱い者いじめだ！」


    　追っ手の声にはっとしました。


    　彼らの言葉は、耳を通り抜ける時に不快な響ひびきを残していきました。


    　咄とつ嗟さに妖精を摑つかむと、ポケットにぐいと押し込み、走り出しました。


    　その際、小石をあさっての方角に鋭く投じます。雑草ががさりと音を立てました。


    「いたぞ！　あのあたりだ！」


    　子どもたちが引き寄せられているうちに、わたしは丘を駆け下ります。


    　手で軽くおさえたポケットの中に、小さなぬくもりが丸まっていました。


    



    　妖精


    



    「たすけてくれて、ありがとさんです」


    「……」


    　自分で助けた妖精を、わたしは持てあまします。


    　机の上でくねくねしているその生き物に、どう話しかけていいのかわからなかったからです。


    　同じ人類同士、対等の存在。なのに妖精に話しかけることは、ぬいぐるみにそうするような気き恥はずかしさをともないました。


    「あなた、丘に住んでたんですか？」


    「おかですが？」


    「どうしてあんな場所に？」


    「さあ？」


    「自分で住んでいたんでしょ？」


    「いつもぼんやりしてますゆえ」


    　不思議な生き物でした。


    「じゃあ、あなたはひとりだけですか？　仲間は？」


    「おなかま、いません。きがつけば、おひとりさまです」


    「おひとりさまは、寂しいでしょ」


    「ちょーたのしいですから」


    「楽しい？　ほんとうに？　ひとりで？」


    　妖精の簡略化されたシンプルな顔立ちに、ふっと影がさします。


    「……たの……しく……ない……？」


    「ふ、深く考えないでいいですよ」


    　楽しいと思い込もうとしている節ふしがありました。


    「じゃ別の質問。食べ物とかはどうしてたんですか？」


    「たべません」


    「は？　食べない？」


    「ぼくら、たべなくてもながもちします」


    「いやでも……まったく食べないわけには……」


    「そういわれれば……なにか……なにかが……？」


    　妖精はお腹なかのあたりを両手でおさえます。


    「おなかのなかが、たりないのでは？」


    「知らないけど……お腹がすいているってことでしょう？」


    　寄宿舎では夜食などという気のきいたものは存在しません。


    　わたしはたまに、ランチの残りを包んで、夜食がわりにしていました。


    　その包みを開き、妖精の前に出してみます。


    「どうぞ」


    「なんぞ？」


    　妖精は首をかしげます。


    「それ、食べていいんですよ。わたし、いらないから」


    「しろくて、かくばってますが……？」


    「サンドイッチというものです。食べ物です。おいしいですよ」
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    　妖精は首を振りました。


    「これは、しろすぎます」


    「意味不明なんですけど」


    「うけいれがたい、かくばりぐあい」


    「……ちょっと食べてみればいいでしょ。へんなものじゃないですよ」


    「いりません」


    　妖精はサンドイッチを押し返します。


    「かえさるのものはかえさるに。ひとのものはひとにおかえしです」


    「……変な格言知ってるんだから」


    「これをたべても、はっぴーにはなれぬです」


    「ハッピーにね……あ、そうだ。これならどうですか？」


    　包装された角砂糖ひとつを、妖精の前に出します。


    　朝食に出るコーヒーについていたものでした。


    「おお……」


    　ぺりぺりと包装をむくと、真っ白い角砂糖が出てきます。


    　妖精は目を輝かがやかせました。
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    「こういう、しろくてかくばったものを、まってました」


    「さっき同じ理由で拒否ってたのに……」


    「これ……これ……かじれます？　かじれますが？」


    「かじってよし」


    　妖精は角砂糖にかぶりつきます。


    　あっという間に食べ尽くすと、ピョンと飛び上がり、こう叫びました。


    「しあわせの、しろいこな！」


    「誤解を招く表現だなぁ……」


    「しあわせのあじです？」


    「つまり甘いものを食べる？　花の蜜みつとか？」


    「みつ、まいうー」


    「あとお菓子とか？」


    「おかし？」


    「甘い食べ物で、種類がいろいろあって……食べると、楽しい感じになれて……でも今はあんまり食べられない。どこも作ってないから」


    　近所で料理上手なおばさんがいれば、たまに作りすぎたものをわけてもらうことはできたでしょう。


    　キャラバンに並んでいれば、配給を受けることもできたはずです。


    　でも今の時代、滅めつ多たに口にできるものではありません。


    　自分で作れればいいのですが、材料集めが作るのと同じくらい骨です。


    「……そんなものが、あったとは」妖精さんはまたしょんぼりとします。「じんせいって、そんするため？」


    「やめてください、そういうこというの」


    　わたしはこれからのことを考えずにはいられません。


    「それであなた、どうしたいんですか？」


    「きえたいです」


    「ちょっと……」


    　わたしは狼狽うろたえます。


    　妖精は言葉を重ねました。


    「もうじき、きえるきがします」「ぼくら、きえたいとおもうと、きえる？」「なくなって、いなくなって、さよならします」


    「……消えるって、死ぬってことでしょ？」


    「しぬって、わからぬです」


    「じゃああなたは、寂しいから消えるの？」


    「どうなりと」


    　学がく舎しやに来たばかりの頃ころ、くだらない悪戯いたずらの標的にされたこともありました。


    　あの時、わたしは消えたいと願い、本当にそうなれそうな気がしました。


    「しろいこな、いっぱいあれば……あるいは」


    「……しろいこなって言うのやめましょうね。砂糖」


    「あります？」


    「いや、あれはあまり出ないから……」


    「ですよなー」


    「まあ解かい剖ぼうされずにすんだだけでも拾いものだと思いますよ」


    「そうなったら、なったで」


    「……いいわけないでしょ」


    　わたしは指先で、妖精の頭をつつきました。


    「あふん」


    　以来、妖精はわたしの部屋に住みついています。


    



    　探たん索さく


    



    　繰くり返しますが、寮りようの部屋は安全ではありません。


    　個室とはいえ、いつ検査があるともしれず。


    　自分のための場所を見つけ出すことは、今や急務であると言えました。


    　寄宿舎、校舎、野外と見て回ったわたしは、再び一巡して寮内を探索しています。


    　以前、図書室で発見した見取り図を手に、歩幅で距きよ離りを測りながら廊下を何往復もするのです。


    　はたで見ている分には、立派な変人の行動です。


    　でもそういったことも、今いま更さら気にすることではなくなっていました。


    　耐えがたい屈くつ辱じよくは今もありましたが、後ろ指を指される苦痛は、もうわたしの心には食い込まなくなりつつありました。


    「誰だれかきたら、ちゃんと隠れてくださいよ」


    「あーい」


    　妖精さんも同行します。探すのは、彼の物件です。


    　腰のあたりについたポケットにすっぽりおさまって、動かなければ小さな人形そのものです。


    　ところがこの妖精さん、何か目新しいものを目にするごとに「あめーじんぐ！」だの「ふぁんたすてっく！」だのと騒さわぎます。


    　目もく撃げき者しやに人形と勘かん違ちがいしてもらうのは望み薄うすでした。


    「……で、ここで百二十八歩。やっぱり図面とずれてる……」


    　わたしはこのことをはじめるにあたって、自分の歩幅を測っていました。一歩ごとに長さを測り、百歩分の平均値を出しました。定じよう規ぎほどではないにしろ、歩幅の目盛りで、かなり正確に距離を測ることができます。


    　見取り図上の寄宿舎と実際のそれは、廊下の長さや部屋数からして違っています。


    　いったいどういうことか、わたしは知恵を絞りました。


    　廊下の向こうから、恰かつ幅ぷくのよい紳士が歩いてきました。


    　わたしは妖精さんをポケットに押し込みます。


    「おはよう、君」


    「おはようございます校長先生」


    　年配者には、壁かべ際ぎわに寄って姿勢よく立ち、道をゆずるのが礼れい儀ぎとされています。


    　校長先生は立ち止まります。


    「おまえさんはいつもひとりだが、そのことを苦にはしておらん」


    「はい校長先生、学ぶために来ています」


    「それは正解のひとつだが、すべてではない。だが、歩き回って好奇心を満たすことは、よい学者にとって必要な資質だ。今は思うようにしていればいい。なにしろ心を育てるのには時間がかかる。頭がよくなる方がずっと早い。ところで」


    「はい」


    「なぜポケットに指を入れっぱなしにしてるんだね？」


    　礼儀正しく校長先生を見送るとすぐに、妖精さんは飛び出してきました。


    「おじじ？」


    「こら、言葉遣いが悪い」


    「みんなそういってますぞ？」


    「わたしは言わないんです。これ以上、敵を増やしてどうします」


    「そんなこときにしてますかー」


    　こんなにたくさん無意味な会話をしたのは、入学以来はじめてのことでした。


    「そんなことよりこの廊下。どうも他ほかに比べて息苦しいと思った。半歩分幅が狭く、三歩分短くなっているだなんて」


    　まるで面積が削られたみたいな……。


    　それでいて、並ぶ部屋の間取りは同じ。


    「あるいは、隙すき間までも見落としている……とか？」


    「なんかきたです」


    「あ……来ちゃった」


    　廊下に座って考え込んでいると、RYOBOが接近してきました。


    「寮りよう則そく違反です」


    「いいえ違います。校長先生の許可を得ています」


    　ロボットはくるりと反転すると、


    「……健全かつ規則正しい生活を心がけてください。私はRYOBO230r。人々の生活を支える文化助手機──」


    　壁に衝しよう突とつしました。


    [image: ]


    「パールホワイトッ」


    　ボイスメッセージがエラーを引き起こします。


    「あるいはミントグリーンッ」


    「また……」


    　ロボットはたまに、何もない場所でハマってしまうことがありました。


    　戻してやろうと手を伸ばしかけて、あることに気づきます。


    「もしかしてこのロボット……」


    「ごけいがんです？」


    　ご慧けい眼がん。賢い目、の意。いや、そんなことはどうでもよい。


    「これを見て」


    「ライトブルー……」


    　音声がバグっていても、機能は損なわれていません。


    　かざした地図を走査するロボット。


    「読み取れません。適切なデータ形式ではないようです」


    「だめか……」


    　質問変更。


    「あなた、いつ頃ごろから稼か働どうしてるの？」


    「千百六十五日に再起動。より正確な回答を行おこなうためには、現在の正確な日付を入力してください」


    「いえ、行っていいですよ。ありがとう寮りよう母ぼ先生」


    　ロボットがいなくなると、妖精さんが顔を出します。


    「どういうの？」


    「あのロボット、昔の地図を参照してるんじゃないかしら……つまり、昔と今とでは、寄宿舎の間取りが変化してるから」


    　千百六十五日前は、たいして昔ではない。


    　再起動をしたため、データが出荷時まで巻き戻った。


    　当時の建物は増改築の進んだ現在とは異なるため、ロボットにエラーが起こる。


    「この地図……どうして図書室にあったのかしら」


    　増築計画の一部であることは間違いないはず。


    　業者の資料。建築学の棚にあった。調べながら、増築を……。業者ではない？　高機能建材の中には、プログラムによって自ら移動・変形するものもある。素人しろうとでも増築できる。建材が失われた部分は……木造で──


    　頭の中を、様々な思考が一いつ気き呵か成せいに流れていきました。


    　ああこれが詩作の才能であったなら、詩学の授業で苦労することはなかったでしょうに。


    　あと少しで、閃ひらめきが訪れそうでした。


    「ほうき頭、ごきげんよう」


    「む……」


    　不ふ愉ゆ快かい、苛いら立だち、反発心、劣等感。


    　思考は一いつ瞬しゆんで、そういったものに置き換えられていきました。


    　一言でいえば苦手意識。


    〈巻き毛〉の名前は覚えられずとも、彼女……Ｙのことを忘れることはできません。


    「ない知恵を絞って何をしているのやら」


    　手元の地図をちらりと見て、Ｙは薄うす笑わらいを浮かべます。


    「……あなたには関係ないでしょ」


    　Ｙはわたしと同い年。


    　優秀な生徒で、今までに二度の飛び級を経て、今は四級生でした。


    　枯れ枝のような体つきをしているのに、振る舞いは威圧的で、同じ孤こ立りつした生徒でありながら彼女は恐れられ、わたしは軽んじられていました。


    　入学初日、廊下でうずくまっていたわたしの姿は多くの生徒に目もく撃げきされ、それが今の評価に繫つながっている面もあります。


    　きっかけを作った彼女に、苦手意識を持つなというのは難しいことでした。


    　彼女の肩が、かなり強くわたしにぶつかりました。


    「痛……」


    「失礼」


    　くすくす笑いながら、歩み去っていきます。


    　妖精さんが言いました。


    「それはもう、やさしげなにんげんさんでしたなー？」


    　見る目がない。


    



    　妨害


    



    　その日の夕食時。


    　ギャングたちが食器を載せたトレイを持ち、通路を駆けています。


    　教員も同席のこの場でも、片づけの時だけは規則がゆるみ、多少のことが見逃されます。


    　彼らは暴れることのできるタイミングを見逃しません。


    　狭い食卓の間を走られると、膝ひざや肩が背中に当たって、痛い思いをすることもあります。ギャングたちは年下でも集団なので、面倒ごとをおそれて誰だれも文句を言いません。


    　わたしもわたしで、やるべきことがあり、気にも留とめなかったのです。


    　が──


    　ちょうどわたしの背後で、ギャングがひとり、盛大につまずきました。手にしていたトレイには、食器類が載っていました。


    　それには、まだシチューが大量に残っていたのです。


    「……っ」


    　膝ひざ元もとに広げていた地図が、シチューまみれになります。


    　咄とつ嗟さのことに、わたしは立ちあがって地図を床に振り払いました。


    「ほうき頭に足を引っかけられた！」


    「……そんなことしてません」


    　カッとなって言い返せば、ギャングは面おも白しろがって囃はやしたててきます。


    　だからできるだけ冷たく言い放ちます。


    「それに、ひっかけられたのはこちらの方でしょ」


    　肩を強く突きます。


    　ギャングの顔色がさっと変わりました。


    　年齢ばかりか、背丈でもわたしの方がずっと上です。


    「おーこわ。背丈ばかり大きくなって、本当のほうきみたいだな！　床掃除しとけよ、ほうきらしくさ！」


    　少年は駆けていきました。


    　自分にまったく責任のない床掃除。


    　最小限の被害だったはずです。


    「どうしました？」


    　舎監がやってきて言います。


    「はい先生。シチューをこぼしてしまいました」


    「それは、あなたが？」


    「……はい」


    「では、あなたが後始末なさい」


    　言われた通り、わたしは床の汚れを始末します。


    　地図はシチューが染しみていて、もう読み取ることはできそうにありません。


    　視線を感じて振り向くと、ちょうどＹがこちらを見て笑っています。


    　嘲ちよう笑しよう。


    　彼女に対する苦手意識が、焦こげた臭においを発していました。


    「お姉さん大だい丈じよう夫ぶですか？」


    〈巻き毛〉が飛びついてきました。


    「手伝います」


    「……結構です」


    「でも今のは、あの乱暴な男子のせいでした」


    「そうとも限らないですよ。別の誰だれかの差し金かも」


    〈巻き毛〉が唇くちびるを嚙かみます。


    「……わたし、黒幕なんかじゃないです」


    「それを確かめる術すべは、わたしにはないんです」


    「わたし、やってません！」


    　後かたづけの喧けん騒そうに満ちていた食堂が、シンとします。


    「わたし、自分がお話ししたい人に話しかけてるだけです！」


    　突然に叩たたきつけられた強い感情に、わたしはうまく対応できません。


    　Ｙが楽しげに笑っていました。


    「どうして、そこまで心を閉ざしてるんですか……？」


    　もしかするとこれは、状況を改善する機会だったのかもしれません。


    　今の振る舞いによって、その後のすべてが一変するような……。


    　でもこの時のわたしに、正解を選ぶ心の強さはありませんでした。


    　味方なんていない。


    　人を笑う人間と友達になんてなりたくない。


    　ひとりで構わない。


    「どうして心を閉ざすかって？」


    　そんな偏へん屈くつな気持ちが、わたしに彼女がもっとも嫌きらう言葉を選ばせ、囁ささやかせたようです。


    「仲よくしたい人なんていないからです。あなたも含めて」


    　耳元でそう告げると、彼女は震ふるえはじめました。


    　これで、敵になった。


    　ある種のやっちゃった感とともに、わたしは予感を受け入れます。


    　自じ虐ぎやく的てきな気持ちもありました。


    　どうせ味方なんていないのだという。


    　痛烈な反はん撃げきが来るかと思いました。でも〈巻き毛〉はくるりと背を向けて、食堂を出て行きました。


    　わたしは間違えたのでしょうか？


    「ひどい女」


    　Ｙの野や次じとわたしの心の声が、まったく同じように重なっていました。


    



    



    　秘密の汚お部へ屋や


    



    　夜中。


    　わたしは寝台から飛び下りて、廊下に駆け出します。


    「はっ、はっ」


    　暗がりの中を、息荒く走ります。


    　へとへとになって、もう暴れることも叫ぶこともできないくらい、無む茶ちやな走りをします。


    　未知の感情が、突然襲おそってきました。


    　はじめての体験でした。


    　わたしの持つ知恵の中に、対処の術すべは存在しません。


    　息を潜ひそめて、過ぎ去るのを待つのが得策。


    　なのに、じっとしていることはできませんでした。


    　動くしかなかったのです。


    　消灯時間はとうに過ぎていました。


    　人ひと気けと照明のない廊下は、夜の異世界に迷い込んだような不気味さをたたえていました。


    　ギシギシと廊下の鳴る様が、怪物の笑い声にも聞こえます。


    　合理的じゃない、とわたしは思いました。


    　何度か壁にぶつかり、階段を上り下りしました。


    　自分がどこを走っているのかもわからなくなりました。


    　悲鳴でもあげていたなら、誰だれかが聞きつけて、出てきたかもしれません。


    　休眠しているロボットが動き出すということもあったでしょう。


    　恐きよう慌こう状態でした。声も出なかったのです。


    　気がつけば、失神寸前の有あり様さまで、暗がりの中に座り込んでいました。


    　思うように振る舞ったあとには、気け怠だるい後悔がありました。


    　暴れる前より気持ちは澱よどみ、心の底にこびりつきました。


    「……や」


    　感情が嘔おう吐と感かんのように溢あふれました。


    　それはどっと胃の腑ふから突き上げてくるものでした。


    「……や……だ」


    　そこらにあった本棚にすがりつき、引き倒します。


    　本が床に散らばりました。


    　暗くて書名まではわかりません。


    　ならここは図書室でしょうか。他ほかに大量の本が溢れる場所などないのだから、きっとそうなのでしょう。そう、図書室に迷い込んでしまったのです。でも図書室があるのは校舎です。だからここ寄宿舎では、どこをどう走ろうとも図書室に辿たどり着くことはできないはずです。


    　……どうでもいいことでした。


    「いや！」


    　そこからは壁を叩たたき、家具を倒し、本を投げ捨てと……手当たり次第。


    　いつしかわたしは、うずくまって泣いていました。


    　自分が何に対して腹を立てているのかさえ、わかってはいませんでした。でもさめざめと泣いているうち、それは言葉となって唇くちびるからこぼれました。


    「学校なんて、ちっとも楽しくない……」


    　本当は。


    　ひとりでいるのは寂しい。


    　本当は。


    　仲間とわきあいあいとうまくやりたい。


    　本当は。


    　笑われたり馬ば鹿かにされることは死ぬほどつらい。


    　……傷つかないはずがないのでした。


    　嘲ちよう弄ろうされることも意地悪されることも大勢から噂うわさの対象にされることも、胃がひっくり返るほどおぞましい出来事なのです。


    　心をカチカチにかためてなんとか耐えられる。だけどそんな時、これみよがしに差し伸べられる手を、憎にくまずにはいられないのです。


    　もしそれが裏切りの予兆であったなら、そんなものに縋すがってしまったなら？


    　わたしはきっと、壊こわれてしまったはずでした。


    「強くなりたい……」


    　学がく舎しやで何かひとつを履り修しゆうできるというなら、わたしはそれを学びたい。


    　どんな境遇にも耐えることができれば、いつまでもひとりでいられるから。


    　いや、そんな思いさえも、本音を隠す上うわ蓋ぶたでしょう。


    　本当の欲求。それは──


    「ひとりは……いや……です」


    　ああ、言葉にしてしまった。言語化してしまった。


    　そんなことをしたら、どんな強がりも腐ってしまうのに。


    　ふっと気が遠くなっていきました。


    　それはわたしという自我が、崩ほう壊かいしようとする音だったのかもしれないです。


    　小さくてカラフルなものが、わたしの前に立ちました。


    「それは、たやすいねがいです？」


    　あの、妖精さんでした。


    「え？」


    「おともにー」


    「え？　なに？　え？　え？　え？」


    　わたしの記き憶おくは、ここでいったん途切れます。


    



    



    　廊下に立っていました。


    　後ろ手に扉を閉めた気がしますが、そこには壁があるだけで、秘密の部屋などありはしません。


    　夢でも見ていたのでしょうか？


    　しかし片手には、無意識につかみ取ってきたとおぼしき、一冊の本が握られていました。


    　書名は、天空のトウマの心臓。


    　かなり古い、外国の小説作品のようです。


    　文庫本サイズで、カラフルなイラストが表紙を飾っています。


    　ぱらぱらとめくってみると、暗がりのこと文字は追えませんでしたが、うまく説明できないなんとも言えぬ気持ちになりました。


    「なんだろう……なんだか、これを読んでいると……胸が……もよもよする……」


    　文庫をポケットに入れ、わたしは背筋を伸ばします。


    　このポケットには、何か入っていたはずでした。


    　しかし思い出せません。


    　失ったのでしょうか。しかし喪そう失しつ感かんはないのです。


    　むしろ、たくさんのものを手に入れた気がしていました。


    　悩んでいたことが小さく、ばからしいことに感じられました。


    　ひきょうな大人になりたい。ずぶとい大人になりたい。言いたいことを言う大人にも。


    　今なら、なれそうな気がしました。


    



    　飛び級


    



    　きっちり半年に一度ずつ進級して、わたしも三級生になっていました。


    　クラスメイトはまだ少し年下が多いのですが、このあたりから進級面で足あし踏ぶみをしている者も出てきて、同い年の同級生というものも何人かいました。


    　次の試験で進級するのはさすがに難しいと思えましたが、その次あたりでは、四級生に上がることも難しくはないはずでした。


    　わたしは勉強に身を入れます。


    　新たなカリキュラムには難解な箇所もありましたが、丹たん念ねんな学習がそれを融とかしていきました。


    　そして半年後の試験。


    　まずまずの成績をとったものの、ひとつだけ予想外の事態に直面したのです。


    「……と言います。わたしは二級生で当番生の経験もあります。いろいろ教えてくれると嬉うれしいです。よろしくお願いします」


    〈巻き毛〉が進級してきたのでした。


    　三級生の教室は、和合の精神に乏とぼしいクラスです。


    　一級生や二級生たちが持つような、明朗な（時にひどく陰湿な）結束というものが皆無です。


    　その原因は、学業にあります。


    　学がく舎しやでは進級は年齢だけで決まるのではありません。


    　ここまで順調に上がってきた者が、長期に亙わたり進級を停てい滞たいさせてしまうのも、多くは三級生からでした。


    　進級ストレス、と呼んでもいいでしょう。


    　厳しい進級の掟おきては、生徒たちをピリピリさせずにはおかないのです。


    　飛び級をする優等生に対しても、やや当たりが強い風潮がありました。


    　それはわたしのように年齢のいった出遅れ組よりも、最短年齢で上がってくる年齢一桁けた台の三級生に対して、より強く向くものなのでしょう。


    〈巻き毛〉、もろでした。


    　彼女の年齢相応の無邪気な振る舞いも、よい方向には働きません。


    　年下なのに飛び級という事実を、ことさら浮き彫りにするから。


    　世せ知ち辛がらいことに、そうした優秀な生徒は往々にして、成績に劣るところのある年長者をも追い抜いて、上級生になっていくものなのです。


    　わたしはその点、うまくやれました。


    　目立たないように振る舞いましたから。


    　でも彼女は、失敗しました。


    　今や〈巻き毛〉と会話する生徒は、教室にはいません。


    　するとどうでしょう。


    　あれほど輝かがやきを放っていた金髪がくすみ、いつも太陽の方を見ていた瞳ひとみが床ばかりを指すようになり、めまぐるしく形を変えていた唇くちびるが横一文字に引き絞られ……それはもう見事なおひとりさまっぷり。


    　少女らしい[image: ]はつ剌らつさは色いろ褪あせ、皆の中心にいた時に見せた爛らん漫まんとした笑顔も失うせ、すっかりしょげかえった女の子になってしまいました。


    　なるほど人間環境次第で性格なんていくらでも変わるのだなぁと思わせる、意思や魂たましいの存在意義を疑われずにはおれない、生々しい出来事でした。


    　わたしも孤こ立りつしていましたが、それに耐える覚悟と経験がありました。


    　必要となれば、誰だれとでも会話することもできます。


    　わたしは優位に立っていました。


    　彼女の境遇は少しばかり不ふ憫びんでしたが、だからといって手を差し伸べるつもりはありません。


    　そのつらさや惨みじめさは、わたし自身がよく知っていました。


    　……よほどのことがない限りは、無視していようと決めていたのです。


    　よほどのこと。


    　たとえばスカートが奪い取られ、放課後の教室に下着でひとり座りっぱなしになっているという事態は、どの程度「よほどのこと」なのでしょう。


    　わたしにはわかりませんでした。


    　だから汚よごれたキルトのスカートを、なるべく心ない乱暴な手つきで〈巻き毛〉の机に放り出しました。


    　少女がパッと顔を上げます。


    「あの……これ……わたしのスカート？」


    「安心していいですよ。同情じゃないので」


    「……これ……どこで？」


    「寄宿舎内に遺い棄きされたゴミは、ロボットが回収するんですよ」


    　RYOBOは大きなゴミを吸い込み損ねてエラーを起こし、立ち往おう生じようしていました。


    「あのロボットもお年としなんだから、少しはいたわってあげなきゃいけないでしょう？　お手洗い前に捨ててあったそうですから、きっと汚れてます。自分で洗せん濯たくしてくださいね」


    　それだけ言って、とっとと退散するつもりでした。


    〈巻き毛〉が同情なんていらないのよムキーとなる前に。


    　ところがですよ。


    「わた……わたしの……」


    「はい？」


    「わたしのお姉さんになってくださいっ！」


    「ひぇーっ！」


    　腰に抱きついてきました。


    「ムリならおかあさんでもいいです！」


    「何言ってるの。離はなれて！」


    〈巻き毛〉は顔を人のお腹なかに押しつけたまま、もこもごと言います。


    「よるべないこのシャバ世界において真に人が心許すことができるのは心潤うるおすお姉さんだけなんです……」


    　こわいうえに意味不明でした。


    　けどしっかり抱きついて、離はなれようとしません。だだっ子のようです。


    　仕方ないので拳こぶしでごつごつ叩たたくのですが、それでも離れない。


    「離しなさい。同情したわけじゃないと言ったでしょう」


    「いいんです……一度でも優やさしくしてくれたから……」


    　どうやらこの子は、わたしのような繊せん細さいな心は持っていなかったようです。


    　それならそれで、対応を変えるまででした。


    「実は同情。上から目線で、負け犬のあなたを哀あわれんだので、助けました」


    「え……？」


    「どう？　ムカつくでしょ」


    「同情してくれたんですねっ、嬉うれしいっ！」


    「ひーっ!?」


    　挟み込んで離れようとしません。


    　カニですかこの娘は。


    　妙なところがあると思ったら、とんだ変態予備軍だったようです。


    　ほうほうのていで寄宿舎に戻ると、先回りした〈巻き毛〉が少しこわい目をして待っていました。


    「遅かったんですねお姉さん、誰だれと会ってたんですかぁ？」


    「どうして詰きつ問もんされてるの……わたし？　というか、どうしてわたしの部屋にあなたが？」


    　彼女は恥はじらいの仕草を見せました。


    「今日からルームメイトですね……」


    「なにそれ、どういうこと？」


    「申請……通りました……」


    「申請書類にはわたしのサインがいるはずでしょ？」


    「筆跡を真ま似ねて……」


    　この子あぶない。わたしは直感します。


    「出てってくれます？」


    「どうして……ですか？」


    「こわいから」


    「うえぇ……」


    「あなたちょっとヘン」


    「でも荷物、運んでしまったので」


    　室内には彼女の私物が、山と詰まれています。


    「やり口が計画犯といっしょ」


    「あの、シーツ交換しませんか？」


    「どうして!?」


    「特に意味はないです」


    　そう言いながらすでに、人のシーツを胸元に抱だいているではありませんか。


    「かえしてっ」


    「なら枕まくらをトレードしましょう」


    「しません。出てって」


    「気になったんですけどぉ」


    　聞きません。


    「これ、なんです？　お菓子？」


    　部屋に置いてあった木製の大皿を指さします。瞳ひとみが好奇心に潤うるんでいました。


    　ちょっといい顔をすると、何ど処こまでもすり寄ってくる。そういうタイプ。


    「……ケーキ生き地じ以外の何かに見えるのでしたら教えてください」


    「ケーキ？　ケーキを焼くの？　すごい、自分で焼くんですね」


    「本でやり方を見て、いろいろ試してるんです」


    　火は許可が出ないと使えない。順番待ちの時もある。


    　台所には共同の貯蔵庫もありはしましたが、しようと思えば悪戯いたずらできる環境は、わたしにとって警戒すべきものでした。


    　だから生地だけ用意して下ごしらえを済ませ、自分の部屋に寝かせておくのが冴さえたやり方だったわけです。


    「どんなケーキを焼くんですか？」


    「普通にプラムケーキやスポンジケーキ、マディラケーキとかですよ」


    「ああだから。お姉さん、バニラエッセンスのにおいがしますね」


    「強打しますよ？」


    「あれでも……どうしてこんなたくさんの生地を？」


    　そら来た。わたしは身構えます。


    　あのことを知られるわけにはいきません。


    「……わたしも、少し社交的になろうと、思って」


    「そうなんですかっ？」


    「まあ」


    「だったら今度、わたしたちのお茶会に参加しませんか？　わたし、のばら会っていうお茶のサークルに入ってるんです！　とっても楽しいですよ」


    「ごめんなさいにんげんきらいなんです」


    「えっ？」


    「ソーリー。その日は、体調が優すぐれないんです」


    「……今から決まってるの？」


    　だめ。逃げられない。


    「……ぜひさんかさせてください」


    「わあ、きっと楽しくなります！」


    　人間は考える芋いもだと思いました。いつだって芋いも蔓づる式しきだから。


    　とりあえず、葦あしのように吹いた風には逆らわず、しなやかに身を任せてみるしかないでしょう。婦女子たちのお茶会。花咲く会話、舞い踊る恋の噂うわさ、万物に対する大おお仰ぎような驚おどろき。


    　さぞつらい思いをするのだろうなと思いました。でも、覚悟を決めるほかなさそうです。


    　ところで。


    　知られてはいけないあのことって、何でしたっけ？


    



    　先輩がた


    



    　のばら会は有名な秘密倶ク楽ラ部ブです。


    　ここの生徒なら、誰だれでも一度は聞いたことがあるはずです。


    　彼女たちのお茶会は会合を兼ねていて、不定期に、だけど決して退屈にならない程度の頻ひん度どで行おこなわれているのです。


    　部屋はきれいに整えられていました。


    　暖色の絨じゆう毯たんには、形のよろしいテーブルとチェア。模様の入ったクロスの上には、よく磨みがかれた銀色の茶器。


    　板張りの殺風景な壁を、民族色豊かなタペストリが覆おおっていました。


    　部屋には女の子が四名。


    　五級生と四級生がそれぞれふたりずつ。


    　上級生の方はどちらも眼力がある活発そうなタイプで、対する四級生の方はふたりともおとなしげでした。


    「ようこそ、のばら会のお茶会へ」


    　代表らしき、栗くり色いろの髪の五級生が笑顔で言いました。


    　上級生とまともに話したことのないわたしは、少し緊きん張ちようして背を伸ばします。


    「……はじめまして」


    「それなに？　手に持ってるの」


    　黒髪の五級生が、期するところありげな口調で問いかけます。


    　わたしのかわりに〈巻き毛〉が答えました。


    「すごいんですよケーキ！　今までみたいなにせものとは違いますよっ」


    「にせものって言うなよ」と黒髪が笑います。


    「もしよかったら、どうぞ」


    　雰ふん囲い気きになじまないものを感じながら、ケーキの載った大皿を差しだしました。


    　場がパッと華やぎます。


    「うっわぁ、本格的ねえ」


    「ふぅん。これは末っ子が言うだけのことはあるね」


    　上級生ふたりが、皿に並ぶケーキを見て感想を口にしました。


    　末っ子というのは〈巻き毛〉のあだ名のようです。


    「すごいね」「うん」


    　四級生ふたりも頷うなずきます。


    「さ、座ってくださいな」


    　上級生ふたりの間に座らされてしまいます。


    「末っ子の席はないわよ」


    「わたしはここです」


    　膝ひざの上に〈巻き毛〉が座りました。


    「……じゃま」


    　社会人ってつらい。


    「まずはいただきましょうか。お茶をお願いね」


    「はい先輩」「すぐに」


    　暗雲垂れ込めるお茶会がはじまります。


    



    



    「おいしいわねぇ、これ」


    　栗くり色いろの五級生がうっとりと言います。彼女は〈花先輩〉と呼ばれていました。


    「これはお茶菓子担当の評価を聞きたいわね？」


    　黒髪の五級生に向けられた問いでした。


    「これ、手作りだね？」


    　対して彼女は〈魔ま女じよ先輩〉。長い黒髪の印象のせいでしょう。そこにいるだけで、室内に異国情じよう緒ちよの花を添えます。


    「はい、そうです」


    「堅苦しくならないでね？　ここにはわきまえた女の子しかいないの。不作法にならないかぎり、リラックスしてくれて構わないから」


    「どうも」


    　そう言われても、緊きん張ちようがなくなることはありません。


    　灰はい被かぶり歴も長いと、華やかな光が苦手になったりするものです。


    　今日をどう乗り切るか……出された紅茶に口をつけながら、わたしはとっくりと思案を巡らすのでした。


    「あなたこれ、材料ってどうしたの？」と魔女の先輩は疑問を口にします。


    「普通に、食事の際にあまったものを取り置きして……」


    「それって、朝のコーヒーについてくる角砂糖とかを集めたってこと？」


    「はい」


    「とても足りないでしょう？」と〈花先輩〉。


    　当然の疑問。


    「ためます。ひたすら。忍耐力の訓練も兼ねて。角砂糖の他ほかにも、チーズ、トースト用のバター、フルーツ、マーマレード、ハチミツなど品目多数。コーンフレークスもいいですね。砕いて混ぜるといろいろと便利で。フルーツはものによっては残す生徒も多いので、そういうのは見逃しませんね。リンゴとオレンジはそのままでは食べにくいのに材料としては優等生なのでして、これらがデザートについた時はかき入れ時です。そんな時は残飯係の当番とかわってやるのですよ。もちろん仕事を肩代わりしてあげる報ほう酬しゆうとして、おまけのチョコレートやらクラッカーやらは頂ちよう戴だいしますよ。くるみは林で気合いで集めますし、使える木の実はたくさんあります。ライバルなんていないようなものなので、付近の雑木林はわたし専用の狩り場みたいなものですね。クリームは実は調達が簡単で、牛乳から自作します。ボウルに入れてモスリン布かけて放置して浮いてきたらすくうだけです。とかしたチョコとまぜてチョコクリームですよね。卵と小麦粉なんかは、厨ちゆう房ぼうでわけてもらえますから」


    　全員が絶句したような目をしていました。


    「……プロねぇ」


    「……プロだね」


    「すごいね」「うん」


    　注目を集めてしまった。


    「えへん」


    　わたしにかわり、得意げな〈巻き毛〉。


    〈花先輩〉が苦笑しながら言います。


    「そういうのって、誰だれから習ったのかしら？　お母様？」


    「いいえ、ぜんぶ図書室で調べました……時間あったので……」


    「すごいね、さすが期待の優等生だ」


    「それ、わたしのことですか？」


    〈魔ま女じよ先輩〉はいかにも楽しげに頷うなずきます。


    「そう。噂うわさになってる」


    「あまりよい噂ではないんでしょうね……」


    「そんなことないわよ。ねえ？」


    「ええ」「はい」


    〈花先輩〉が振ると、ふたりの四級生が同時に頷うなずきます。


    〈巻き毛〉がやけにほこほこした顔で言います。


    「お姉さんとあの人は、よくも悪くも注目を浴びてますから」


    「あの人？」


    「銀髪の……」


    　すぐピンと来ました。Ｙです。


    「わたしが……彼女と同じくらい、噂うわさされてる？」


    「その顔じゃあ、自分はうまく目立たないようにできてるって思ってたね？」〈魔女先輩〉が声を押し殺すように笑います。「残念ながらね君、誰だれともつるまないでひとりでいる人間は、どうしても目立つんだよ」


    「そ、そうですか……」


    　まさかアレと同格扱いだったなんて。


    　先輩がたは話し込んでいます。


    「あの子も呼びたいのよね。銀髪ちゃん。来てくれるかな」


    「難しいと思うけどね、あの子って、完全に反権威的じゃない」


    「あら、わたしたちって権威なの？」


    〈花先輩〉が自分を指して問います。


    「まあ、そうなんじゃないかな？　うちらが下級生だった頃ころ、のばら会ってどう見えた？」


    「わたし、一級生からのばら会員だったもの」


    「ああ、いやみな女だね。世界に愛され系か？」


    「ねえ、お菓子ちゃんってあの子と話したりしないの？」


    　先輩がたの会話が、突然わたしの方に向きます。


    「……お、お菓子？」


    「いいでしょ？　ぴったり」「まあ妥だ当とうか。本人がイヤでなければ」「お姉さん、のばら会では本名じゃなくて秘密の名前で呼び合うんですよ」「普ふ段だんは普通でいいのよ」「そう、授業中とかは」


    　五人がかりの説明。


    「そうですか、別にイヤではないんですけど」


    　では決まりだ、と魔ま女じよはほくそ笑み、棚から取り出した名めい簿ぼを差しだします。


    「これは？」


    「ここに本名と生年月日、出身地を書いてくれる？」


    「ではなく、この名簿は？」


    　魔女が舌を出します。


    「会員名簿だったり」


    「いやいやいや」


    「いや？　どうしてもいや？」


    〈花先輩〉が両手をお祈りするみたいに合わせて、わたしを見つめます。


    「……どうしても……とは……言いませんが……」


    「一応これ、入会の儀ぎ式しきなんだよ。聞いてなかった？　というか末っ子はそのあたりの説明をはぶいたね？」


    　少女が膝ひざの上でくぐもったような声で笑っていました。


    「いや……わたし……ひとりものなので」


    「そんな危ない組織じゃないのよ？　秘密といっても、公然のものだし。それに厳しい会則みたいなものないし」


    「うちの門限が厳しいので……」


    「おもろいこと言い出したね」


    「入りましょうよー、ぜったい楽しいですよ？　ねえ先輩がた？」


    「楽しいよね」「うん」


    　四級生ふたりが、顔を見合わせて頷うなずきました。


    「あの」断る理由を検けん索さく。検索結果一件を発言。「彼女を誘さそうって話」


    「銀髪ちゃん？」


    「ええ……わたし、あの子、苦手なんです」


    「そうだったの？　残念！」と〈花先輩〉。


    「なるほど。一いつ匹ぴき狼おおかみ同士で敵対してるわけだ」と〈魔ま女じよ先輩〉。


    「いろいろありまして」


    「だってさ。どうする花？」


    「それはもちろん、目の前の一いつ兎とを得たいところだけど……ねえ、じゃ銀髪ちゃんを誘わなければ、あなたも入会してくれて？」


    「ええっと……」


    　入ること前提で話が動いていました。


    　この先輩、けっこう押しが強い……。


    「ね、そうしましょうよ？　ね？　絶対に入会してほしいわ！　絶対入会！　絶対入会！」


    　絶対入会コールを、わたし以外の全員が唱和します。


    　リズムに乗って拳こぶしが突き上げられ、精神的崖がけっぷちに追いつめられていくわたし。


    　ついには……。


    「……はい」


    〈巻き毛〉が諸もろ手てをあげて歓喜の声をあげます。


    「のばら会にようこそ。何か質問はある？」


    〈魔女先輩〉の質問に、わたしはぼんやりと素で答えてしまいます。


    「退会手続きはどうすれば？」


    



    　お茶会


    



    　のばら会に所属するようになって、わたしの生活は少し変わりました。


    　クラスでは変わらず孤こ立りつ。


    　窓まど際ぎわの席で、授業以外のことを一切しない生活。


    　集中できている間は、世のしがらみのことは無になります。


    　わたしにとっては勉強こそ現実逃とう避ひです。


    　ランチは〈巻き毛〉とともにとらないわけにはいきません。


    　いじめはなくなりました。


    　なくなるようにわたしは多少のことはしましたが、そのことを本人には告げていません。


    　これ以上感謝されても鬱うつ陶とうしいので。


    　こういうことを行おこなう人間にしては意外に弱気で、退学の可能性もまじえて少々脅きよう迫はくしたら、すぐに矛ほこを収めてくれました。


    　めでたしめでたし。


    　彼女の方も、孤立はトラウマになっているようです。


    　いじめがなくなった今も、わたしのそばを離はなれようとしません。


    　過度のアプローチにはなかなか慣れずにいます。


    　またふたりの五級生にも、わたしは気に入られてしまったようです。


    　このふたり、なんと監督生だったそうです。


    　両者とも五級生ですから、それだけ優秀なのでしょう。


    　さて、わたしの仕事は、お茶会でお菓子を提供することでした。


    　この仕事には不満はありません。


    　本に書かれた知識を実践できる、得え難がたいチャンスでした。


    　乙女おとめたちの忌き憚たんない感想は、参考になりました。


    　そんな日々を過ごすうち、やがて学期末が訪れました。


    　遠方から来ている生徒が大半を占める学がく舎しやでは、学期間の休きゆう暇かでも実家に戻らず、そのまま寮りよう内ないで休暇を過ごす者がほとんどでした。


    　わたしも例外ではありません。


    　終業式の当日。


    　休暇はいつも通り読書にふけろうと、図書室で大量の本を見み繕つくろって自室に戻ったところを、緊きん急きゆう招集されてしまいました。


    「ということで、のばら会恒例行事、秘密のお部屋探しをはじめまーす」


    〈花先輩〉が宣言しました。


    　机の上には、いつもの茶器ではなく、大量のスクラップブックのようなものが積み上げてあります。


    「今年はどうしようか。たまには本当に探してみるかい？」


    「はんたーい。いつも通りの推理会がいいでーす」


    「推理がいいわね」「そうね」


    〈魔ま女じよ〉と〈巻き毛〉の会話に、四級生の〈ＡＢ先輩〉が同調する図。


    「初耳です」


    　ただのお茶会と思っていたわたしは、話についていけません。


    「ぜんっぶ初耳！」


    「では今こそ語らん、伝説の正体を」


    〈花先輩〉がきりっと表情を引き締しめ、重々しい作り声で言いました。


    「のばら会の真の目的は、学がく舎しやに伝わる伝説……妖精のお茶会を探すことだったのです。ばばーん」


    「妖精の……お茶会？」意識のどこかを刺激するものがありました。「妖精のお茶会とはどのようなものなんですか？」


    「妖精のお茶会とは……なんと、妖精たちのお茶会のことだったのです。ばばーん」


    「見事に何の説明にもなってないよ、お花」


    「……妖精って、あの妖精？」


    　わたしにきいてわたしに、と福々しい顔で人を凝ぎよう視ししていた〈巻き毛〉に、そんな質問を投げてみました。


    「そのあたりもよくわからないんですけど、歴代ののばら会で出た推理の中では、かなり有望な説らしいですよっ」


    　机の上にあるファイルを開き、そう力説するのです。


    「歴代の推理……？」


    「のばら会は伝統ある組織だから、推理が集まって集まってこんな山のようになってしまったのです。ばばばーん」


    「これ全部推理の記録……？」


    「お菓子ちゃん、こっちにもあるよ」


    〈花先輩〉はソファ裏のロッカーを開きました。


    　まさにばばーんという分量の資料が、ギチギチに押し込められていました。


    「ここ、何が入ってるのかと思ってました……」


    「なにぶん何百年分……あるいは何千年分かもしれないからね。見なよ。このあたりの記録なんてひどいもんだ。石板だよ」


    「そこまで昔じゃないと思うんですけど」


    「昔の人は、紙を発明してなかったんじゃないかしら？」


    　ぽえっと〈花先輩〉は言いました。


    「そんな時代に学校はありませんって」


    「壮大なギャグだと思われるよ」


    「いったいどんな推理が……」


    　ためしに何冊かファイルに目を通してみます。


    　たまたま開いた一冊が、五百年前のものでした。


    　この頃ころは、真ま面じ目めに探たん索さくをしていたみたいです。


    　校内を歩き回って、寄宿舎も四棟すべてを探索し……。


    「四棟って。今はなくなってる？」


    「昔はあったらしいですよ？」


    　また別の一冊。


    「わ、千八百年前って、これ噓うそなんじゃ……？」


    「情報の真しん贋がんはわからない。それがのばら会の鉄の掟おきてなのだった。ばばばばーん」


    　今日の〈花先輩〉はおかしい。


    「こっちは七十年前……二棟ですか」


    　また別の資料。三十年前。


    「ふむ」


    　このあたりから、探たん索さくをしなくなります。


    　お茶飲みながら推理を重ねるばかり。


    　十年くらい前の会合からは、推理もせずに雑談ばかり。


    「つまり……形けい骸がい化かしている？」


    「正解」と〈魔ま女じよ先輩〉。


    「探そうにも、場所自体が失われているかもしれないしねぇ」


    「でもお話だけでも楽しいよね」「うん」


    「それで今日はお菓子をいつもよりたくさん用意させたんですね」


    「ただ、くっちゃべって騒さわぎたいだけなのだった。ずばばーん」


    〈花先輩〉の頭には見えない花が咲いたようです（それも脳の養分を吸う類たぐいの）。


    「でも面おも白しろいですね、これ……」


    　意外に退屈しません。


    　何冊もファイルを読むうち、なんとなくわかってきました。


    　妖精のお茶会。


    　それは、学がく舎しやに伝わる伝説です。


    　敷しき地ち内のどこかで妖精たちが開いている、秘密のお茶会。


    　見つけ出した者には、最高の冨と栄誉が与えられる……かどうかはわかりませんが、伝説を解き明かすのだから、見返りを期待する向きがあって、それがいつの間にか既成事実化して伝説に取り込まれてしまったようです。


    「……時間かかりますよ、これ、真ま面じ目めにやると」


    「真面目にはやんないよ。たいていの推理はもう出尽くしているしネ……」


    「そう。既すでに出た推理の検証……という名目で、多弁を弄ろうするのが新伝統」


    「先輩がた……騒ぐ名目が欲しかっただけですね」


    　そう指摘すると、花と魔ま女じよの先輩がた、判で押したようなにっこり笑い。幸せそう。


    「う、年代によって真面目にやってる時と、まったく関係ないことしてる時がある」


    「お姉さん、本気で調べたいんですか？」


    「……楽しいですけどね」


    　わたしの頭の中で、パズルのピースが弾はじけていました。


    　隠し部屋。古地図。妖精のお茶会。高機能建材。四つあった寄宿舎。そして妖精。


    「一応ね、伝説を探求するのは休きゆう暇か中というルールがある」と〈魔ま女じよ先輩〉。


    　休暇中……生徒がいなくなる時期？


    　今はともかく、昔は、長期休暇で生徒たちは里帰り。無人かそれに近い状態。生徒がいなくなれば……増改築ができる。隠し部屋……。


    　なんだろう。何か気になる。


    「あれ先輩、ここだけ資料が抜けてるんですけど？」


    「本当。四角い切り抜きが入ってたのかしらね。何か入ってたあとだけ残ってる」


    「たぶん、地図が入ってたんじゃないかなって思んですが……」


    　真ま面じ目めな調査の記録。


    　前後の記述には、見取り図を作成したとあります。


    　昔にも、校舎の構造がおかしいことに気づいた人がいたのです。


    「あれ、これって確か……銀髪ちゃんも気にしてたな」


    〈花先輩〉がとんでもないことを。


    「あ、なんですって？」


    「銀髪ちゃんがまだここに通かよってた頃ころなんだけどね？」


    「初耳！」


    「言ってなかったっけ？」


    「聞いてません！」


    「でも言ってたら入会してくれなかったよね？」


    「もちろん！」


    「じゃあわたしは正しかった！」


    「開き直った！」


    「……本当は言い忘れていただけなんだけどねぇ。あの子、お菓子ちゃんが入る前に入会してたんだよね。でも会合にも参加してくれないし、愛あい想そも悪いし、なんかあなたたちとは人種違うのーみたいな感じ出してて、弱っちゃった」


    「でも花は好きなんだよね、ああいう変人」


    「うーん、もそっと心開いてくれたらねぇ……。今はお菓子ちゃんがいるからいいもの。寂しくなーい」


    「だってさ」と〈魔女先輩〉。


    「……どおも」


    〈巻き毛〉がわたしの後ろから抱きついてきました。


    「わたしもほとんどお話ししたことないんです、あのひとと」


    「彼女、どうしてのばら会に入ったんでしょうね？　誰だれか聞いてます？」


    　疑問に答えてくれたのは〈魔ま女じよ先輩〉です。


    「妖精のお茶会の伝説に興味でもあったのかな。ずっと調べてたみたい。ひとりでここに出入りして」


    「かなり長いこと、調べてたわよね？」


    　その言葉が、脳内パズルに冷水を浴びせかけます。


    　冷たく濡ぬれたピースが、ひたひたとはまっていって──


    　気がつくと、わたしは寄宿舎の廊下にひとり立っていました。


    　壁に手をあてて考えました。


    　何かが、ぼやけている。


    　答えを知っているはずなのに、なぜか忘れているような気がしていました。


    



    　頭脳労働


    



    「……お菓子ちゃーん、あそびましょー？」


    　べそをかいた〈花先輩〉を筆頭に、のばら会の面々が部屋にやってきました。


    　わたしは、精根尽きていました。


    「甘くておいしいものを恵んでくれないなら、ここで駄だ々だをこねるよ」


    〈魔女先輩〉が先輩の威い厳げんを喪そう失しつしかねないことを言いました。


    「ああ、みなさん……ご無ぶ沙さ汰たしております……」


    「お姉さん、どうしちゃったんですか？」と〈巻き毛〉。


    　わたしは身を起こして、作り置きしていた菓子皿をテーブルに置きます。


    「あ、焼き菓子！」


    　純情可か憐れんな餓うえた狼おおかみ（♀）たちが、一斉に皿に群がりました。


    　一いつ瞬しゆんで食べ終えて言います。


    「もっと」


    「今度で……」


    　わたしははしたなくも寝台に転がりました。


    　皆が顔を見合わせます。


    　代表して〈巻き毛〉が心配そうな顔で覗のぞき込んできました。


    「……どうかしちゃったんですか？　気がかりがあるなら、相談してくれても……」


    「いいえ、そういうのではなく……」


    「だったらどうして？」


    「頭を使う単純作業をずーっと続けてただけなんです」


    「課題ですか？」


    「盗難本の……リスト作りですよ」


    　休きゆう暇か中、わたしはいろいろなことを調べました。


    　無数の糸を手た繰ぐって、最後に調べねばならないと思ったのが、そのリストでした。


    「あ、これ」「ここにあったんだ」


    〈ＡＢ先輩〉が、卓上の文庫を取って言います。


    「なあにその本？」


    「男子寮りようを舞台にした」「愛の物語です」


    「男子寮で愛？」


    　ふたりは同時に頷うなずきます。


    「行き過ぎた」「友情」


    「……ああ、そういうのね」


    「面おも白しろいんです」「素す敵てきなんです」


    　ふたりの声が合わさります。


    「でもなぜか、図書室からなくなってしまって」


    「お菓子ちゃんが借りてた？」


    「それは……拾ったんですよ……」


    　強い眠気がやってきて、わたしは甘い午ご睡すいに突入していきます。


    〈巻き毛〉が作成中のリストを取りあげました。


    「ムーサ・パイディケー？　古代ギリシャ少年愛詩集？　それに……サテュリコン……ヴェニスに死す……知と愛……？」


    「盗難本のリストってそれ？　ずいぶんたくさんあるのねぇ」と〈花先輩〉。


    「どうしてこんなものを作ろうって思ったのかな、この子」


    　途切れかける意識の片隅で、〈花先輩〉の嘆く声を聞きました。


    「ひとつだけ確かなのは、わたしのお気に入りの子はふたりとも、おしゃべりよりも探求を愛するタイプだったってことだわ。なんてつまらないのかしら」


    



    　処世術


    



    　勤勉が奏そう功こうし、わたしは四級生に進級を果たしました。


    「お姉さんひどいー進級早いー！」


    「知りませんよ」


    〈巻き毛〉とはおさらば。ようこそ新学級。浮き立つ気分で初授業。


    　ただ隣となりの席にＹが座っているのを見た時には、少しばかり目め眩まいに見舞われてしまいましたが。


    「ほうき頭じゃなくなってる」


    「だから何」


    　髪は先輩に整えてもらえるのです。


    「……別に」


    　馬ば鹿かにしていた相手に並ばれたのが面おも白しろくないのか、彼女はぷいと前を向いてしまいました。


    　新しい環境には、新しい雰ふん囲い気きがありました。


    　同期で昇級した者はともかく、もともと四級生だった方々は、わたしに対して特に偏見を持ってはいなかったためです。


    「あなたね、のばら会の新人って？」


    「どういう経緯で入会できたの？」


    「定員があって紹介がないと入れないんだよね？　いいなあ。話、聞かせてよ」


    　のばら会効果か。


    　ちやほやされるのは慣れていなくて、なんだか面おも映はゆい感じがしました。


    　のばら会効果か。


    　怒ど濤とうのように話しかけられても、わたしの顔には、かつてない笑みが自然と浮かぶようになっていました（ただし愛あい想そ笑わらい）。


    　それらはよい変化、よい成長のはずでした。


    　しかし、隣の少女に対する気き恥はずかしさのようなものが拭ぬぐえませんでした。


    「……笑顔が死んでる。くだらないやつ」


    　その独白とも指摘ともつかない言葉は、ひどく苦痛を伴いました。


    「あなたね……」


    　しかしＹはもう、わたしと目を合わせようとはしませんでした。


    　授業がはじまりました。授業が終わりました。


    　次の授業がはじまり、また終わりました。


    　さらに次のコマがはじまり、三十分も経たった頃ころ。


    「私なら、とても耐えられないな」


    　不意に、彼女は呟つぶやいたのです。


    「弱いからでしょ」


    　すかさず言い返すわたし。


    「……泣いてたくせにさ」


    「あなただって、ひとりの時に泣いてるんじゃないですか？」


    　適当に言ったことでした。


    　無限に強い人間なんていないと思ったのです。


    　誰だれも舞台裏では、様々なものを抱えているのではないかと。


    　返答はありませんでした。


    　指摘が図星で言葉に詰まったのか、この不毛なやりとりに飽きたのか、横目で見る限り読み取ることはできません。


    　まっすぐ前を見据えながらも、取り繕つくろったような横顔が、冷たく固定されていました。


    　一週間もクラスメイト（より正確に描写するなら、たまたま同じクラスになった赤の他人に過ぎない人）をやっていると、いろいろなことが見えてきました。


    　まず彼女は、本当に孤こ立りつしているということ。


    　常に誰だれとも話さず、ランチはいつもひとり。


    　休憩時間は読書をしているか、ふらりとどこかに消えるか。


    　授業を無断で欠席することもままありました。


    「……あの子とは、あまり関かかわり合いにならない方がいいよ」


    　クラスメイトたちは、口を揃そろえて同じことを言いました。


    　彼女は誰に対しても冷笑的で、恐れられ、嫌きらわれていました。


    　優秀で何度か飛び級だってしているのに、素行の悪さから年齢相応に四級生に留とめ置かれているのでした。


    　もちろんわたしにだって、彼女と仲よくするつもりなどありません。


    　ただもしかすると、わたしがこれから進む先で、彼女と思わぬ遭そう遇ぐうをするかもしれないという予感はありました。


    　嵐あらしの前の静けさか。


    　以前のようにからかわれることもなく、平和な日々を過ごしています。


    　ただまれに、彼女はわたしに憎にくまれ口を叩たたきました。


    「お嬢じようさんがたとのごっこ遊びは楽しい？」


    「でもね、あんたが麗うるわしいと思っているものは、みんな上うわっ面つらだけのものだから」


    「人間なんてくだらないね。薄うす汚ぎたない生き物だよ。女なんて特にそう」


    



    　秘密の汚お部へ屋やで会いましょう


    



    　寄宿舎で隠し通路を発見。


    　正確には、再発見と言うべきでしょうか。


    　壁の模様、ちょうどチェック柄の境目にそって、扉は刳くり貫ぬかれています。


    　廊下側からこれが扉と気づかれることがないためか、ノブのようなものもありません。


    　強めに押して、その上で横にスライドさせるタイプの、特殊な開け方。


    　その先には闇やみが広がっていました。


    　壁の向こうは、木造ではありません。


    　弾力ある金属のようなもの、柔軟で強きよう靱じんな物質で建てられているようでした。


    　もとは古代の建築物だったのでしょう。


    　改築を繰くり返した結果、次第に木造部分が増え、やがてすべてを覆おおってしまったのだと考えられました。


    　ランプを灯ともして、闇の奥に歩を進めました。


    　狭い廊下です。人がすれ違うこともできない。しばらく進むと曲がり角。さらに直進すると、行き当たりに扉。分岐路はなく、一本道です。


    　扉の向こうからは、人の気配がしました。


    「……ない……やっぱり、あの時に誰だれかが持ち去ったんだ……チクショウ」


    　途方に暮れた、不安に満ち満ちた声です。


    　相手はこちらに背を向けているらしく、声はくぐもっていました。


    　ランプを消し、気づかれないようゆっくりと扉を開けていきます。


    　室内にはあかりが灯っています。


    　大小いくつもの棚が並べられていて、膨ぼう大だいな数の図書がおさまっていました。


    「探し物ってこれでしょう？」


    　少女はぎくりと身を硬直させました。


    　こわごわと首を背後に回し、わたしの手が掲げている文庫本を目にします。


    　天空のトウマの心臓という、ジュニア向け小説。


    　ただその内容は、ジュニア向けというわりには変化球でして。わたしは一読して、うおっ、と仰のけ反ぞるほどでした。


    「わたしも読みましたけど、たいそう面おも白しろい小説でしたね」


    「あんた……」
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    「とても素す敵てきなご趣しゆ味みなんですね。それも半はん端ぱな没頭ではないですね。よくもこれだけ集めたものですね。でもそれ、全部盗品なんですよね。図書室からの」


    　Ｙの顔は青ざめていました。


    「……あんたか。ここを荒らしたのって」


    「荒らしたわけではないんですけど。偶然見つけてしまったようですね」


    「どうやって。簡単な謎なぞも解けなかったくせに……」


    「謎って、何年も前のアレ？　わたしの入学当時の」


    　人の部屋を封ふう鎖さして、その鍵かぎをこの子は隠したということがありました。


    「そうだよ。あんたは手も足も出なかったろ。なのにこの部屋がわかるなんて有り得ない。私のあとをつけたんだろ!?」


    「つけてないですー。適当なこと言わないでくださいー」


    　からかうように言うと、Ｙは摑つかみかかってきました。


    「返せっ」


    「返しますよ、こんなの趣味じゃない」


    　文庫本を放り投げると、Ｙは慌あわててキャッチします。


    「鍵かぎのありかは動物たちが知っている。ただし病気が悪くなった日にしか見つからない……でしたっけ？」


    　あの日、途中で放ほう棄きした謎なぞは、まだ記き憶おくに残留していました。


    「別に解けなかったわけじゃないですよ、あんなもん。ソロモン・グランディでしょう？　マザー・グースの。動物たちの声を聞くなんて言うから、ソロモン王と掛け合わせたんでしょうけど、いくらなんでも単純過ぎません？　ソロモン・グランディとソロモン王は名前が一いつ緒しよなだけで無関係じゃないですか」


    　Ｙの口元がひくつきます。


    「だいたい謎とかね、いかにも子どもっぽいんですよ発想が。編入してきて新人をからかって、どうしたかったんです？　仲よくしたい相手にそういうアプローチしかできない子どもっていますけど、そういうのって単に嫌きらわれるだけですから」


    「聞き捨てならないな！　私は別にあんたと仲よくしたかったわけじゃないよ。それに子どもっぽいって言うけど、まだ解けたかどうかあんたは証明してないぞ」


    「できますよ。ソロモン・グランディの一生って、月曜日に生まれて火曜日に洗礼を受け、って具合に、一生を一週間に見立てた歌ですよ。ここらの子どもなら誰だれだって知ってます」


    



    ソロモン・グランディ


    月曜日に生まれ


    火曜日に洗礼受け


    水曜日に結婚し


    木曜日に発病


    金曜日には悪化して


    土曜日に死んじまって


    日曜日に埋められた


    ソロモン・グランディ、これにておしまい
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    「ソロモン王は聖書に出てくる古代イスラエルの王様ですよね。ソロモンの指ゆび環わというのは、彼が持っていた魔ま法ほうめいた指輪で、動植物の声がわかるんでしたね。もっともわたしはそれを、祖父が持っていた『ソロモンの指環』という本で認識していたんですけど。著者はローレンツ、動物行動学の父と呼ばれる学者さんですよ」


    　Ｙは押し黙だまったままでした。


    「病気が悪くなった日は金曜日。金曜日にしか見つからない。ヒントは動物たちの声。結論なんてひとつでしょう？　だからわたしはあの日、一度は図書室に行こうとしたんです。そして金曜日付けで返却されている『ソロモンの指環』の間に挟まっていたはずの、鍵かぎを探そうと思ったんです」


    　彼女は忌いま々いましげに舌打ちしました。


    「そこまでわかって、どうして途中で……」


    「挟まっていたのは鍵じゃなくて、次のリドルの招待状かもしれない。ばかばかしくなったんですよ。所しよ詮せんは相手のルール上の謎なぞ解ときです。いくら謎を解いても、こっちが有利になることなんてない。でもこの謎は、解きがいがありましたよ。なにしろ解けば、本当にあなたに対して優位に立てると確信していたので」


    「優位だって？　馬ば鹿か言ってるよ。ちょっと人の秘密を暴いたくらいで」


    「少年同士の行きすぎた友情を扱った小説、好きでしょ」


    「うっ」


    　彼女はぐらりと後ずさりします。


    「なかなか学校に溶け込めず、することもなく読書してたら、ハマったんでしょ？」


    「ぐっ」


    　彼女は片かた膝ひざをつきました。


    「あの図書室、その手の本が充実してたんですよね。あなたが全部盗み尽くす前は。そしてこれですよ。この……同性愛専門図書館。集めに集めた珠玉のコレクションですねぇ。あー壮観ですよねぇ。夢がありますよねぇ。現実にはなかなかない夢が」


    「……黙だまれ」


    「証明終了ですよ。ついでにあなたの内面も分析終了。あなたはプライドばかり高い、おひとりさまをこじらせた見栄っ張りの意地っ張り！　見せかけだの威い厳げんを必死で保つため、趣しゆ味みをひた隠しにするためこんな隠し部屋まで占拠しちゃって、これも！　それも！　あれも！　ぜんぶぜーんぶ少年たちの行きすぎた友情もの。これは大変！　びっくり仰天！」


    　Ｙはうずくまって、肩を震ふるわせるばかりでした。


    「あと、この寄宿舎の増改築の履り歴れきを調べられないよう、見取り図類を処分して回っていたのもあなたでしょ。ここって昔、四棟もあったんですよねぇ。それを繫つなげてひとつの巨大寮りようにしてしまったなんて……だから無む駄だに構造が複雑なんですね。テクノロジーの進歩で、専門家でなくても改築できる技術があったそうですから、こういう無む茶ちやな建物がたくさん残されることになったんでしょうね。わたしとしては、少年同士の行きすぎた友情よりそちらの方がよっぽど興味深いですけど」


    　Ｙはもう動きませんでした。


    　精神的な死を迎えてしまったようです。


    「……放置しておくと……妖精のお茶会伝説とかぶって……発見されると思った……」


    　掠かすれる声で、そう言いました。


    「だろうと思いましたよ。のばら会に属したのも、資料を検分するためだったようですね」


    「それは……違う……」


    「違わないでしょ」


    「本当に違う……最初は普通に誘さそわれて……私は学校に馴な染じまなかったから、せめてサークルには溶け込もうとして……」彼女は言葉を切りました。「そして、知ってしまったんだ」


    「知ってしまった？」


    「あんたさ、この話、どうする気なのかな？」怖こわ々ごわとＹが問います。


    「もちろん、お茶会の席の楽しい話題のひとつとして……」


    　Ｙがすがりついてきました。すごくよい気分。


    「……頼たのむ……やめて」


    「どうしようかしら。でもやっぱり、いじわるな同級生より、サークルの仲間が大事ですよね。せっかくよい関係を築いたわけですし、わたしはお菓子係ですし、噂うわさ話ばなしは最高のお茶菓子ですし」


    「取引しよう」


    　Ｙの声には懇こん願がんの響ひびき。


    「残念ですけど、わたし、少年同士の行きすぎた友情文庫には興味がございません」


    「そんなんじゃない。情報だ。有益な情報を教える。あんたを助けるものだよ」


    「情報ねぇ……妖精のお茶会のありかとか？」


    「私もそれを探してる。真剣にさ。けど、それとは違う情報なんだ。災害情報みたいなものといってもいい」


    「災害？」


    　わたしが関心を示したと判じて、彼女は立ち上がりました。


    「来て」


    　そう言って、彼女は壁をぐいと押し込みました。


    　ぐーとモーター音の唸うなりがして、壁が引っ込み、新たな通路が現れたのです。


    



    　隠し通路


    



    　Ｙのあとに続き、狭く暗い通路をわたしは歩いています。


    「妖精のお茶会を探してるって言いましたっけ。この通路も、その発見のひとつなんですか？」


    「そう。この建物には、見つかってないデッドスペースがたくさんある。入り組んだとこもあれば、独立しているとこもあって、とにかくあちこちにあるんだ」


    「増築の際に偶然できたものだと？」


    「計画性があるとは思えない。けど、にしてはできすぎてる気がする。増築した人間が、こういう構造にしたかったのかもしれない。とにかく隠し通路があればよいということだったのかもしれない」


    「これは、どこに向かっているんです？」


    「すぐにわかる」


    「まさか……口封じしようというんじゃないでしょうね？」


    「人を凶悪犯罪者みたいに言わないでくれる？　ただの女の子だよ。ちょっとばかり、おひとりさま歴が長いだけの」


    「そしてちょっとばかり、少年同士の行きすぎた友情を好む、と」


    「……そうやって馬ば鹿かにしていればいいよ。今に度肝を抜かれることになるから」


    　しばらく歩いて、彼女が足を止めました。


    「着いたぞ。ここから、向こうの様子が見えるんだ。見てみなよ。ただし大声出すな。気づかれるからな」


    　彼女の示す先に、小さな穴があいていました。


    　覗のぞいてみると、誰だれかの部屋が見えました。


    「女ってのは、よくできた女ほど、こわい生き物なんだぞ」彼女が耳元で囁ささやきます。「〈花先輩〉の部屋だ。誰だれかいるか？」


    「いません……けど……」


    「よし、なら入ってみよう」


    　彼女が近くをまさぐると、さっきと同じように、壁に通行するための隙すき間まが生まれます。


    「勝手に入るなんて……」


    「見なけりゃわからないことなんだい」


    　Ｙは身を低めて移動し、机にとりつくと、引き出しから一冊のノートを取り出しました。


    「あった。これだ。読んでみろ」


    　ノートはびっしりと細かい文字で埋め尽くされていました。目がチカチカします。


    　それは、このような内容でした。


    



    



    　○月×日　＊＊＊（プライバシー保護のため本名は伏せます）に裏切られる。約束していた時間に四分も遅れて来る。謝罪なし。罪★★


    



    



    　○月×日　廊下で＊＊＊と接触、肩がぶつかる。謝罪なし。罪★


    



    



    　○月×日　＊＊＊がのばら会の会合を欠席する。謝罪あり。ただし反省の意識なし。罪★★


    



    



    　○月×日　お菓子ちゃんがまた会合をサボる。謝罪あり。累計裏切り回数五〇回達成。罪★★★


    



    



    　○月×日　＊＊＊が私の膝ひざにお茶をこぼす。謝罪あり。誠意レベルは高かったが、おろしたばかりのスカートが汚よごされた。罪★★


    



    



    　○月×日　＊＊＊、挨あい拶さつをしたが無視された。罪★★★


    



    



    　それは、日常の些さ細さいな恨うらみ辛つらみをあまさず記録したものでした。


    　そう、文字通り、あまさず。


    「あの人、自分に対して加えられた危害、絶対許さない人だから」


    　背筋がぞっとしました。


    「何かの間違いじゃないんですか？　でも普ふ段だんは愛あい想そがよくて……？」


    「普ふ段だんは愛あい想そがいいんだよ。でも内面では、こうして恨うらみを記録して、こういうノートを何冊も隠し持ってる。日記がわりみたいなものなんだ」


    「わたしの名前……けっこう出てますよ？」


    「無事な人間なんていないさ。近ければ近いほど、恨まれる確率は上がるんだよ。当然さ。こんな程度で恨まれるんなら、聖人様だってまっ黒けだよ」


    「ひえええ……」


    　あの温和な〈花先輩〉に、こんな秘密があっただなんて。


    「こいつが溜たまりに溜まって……いつ暴発しないとも限らないだろ。私はこわいね。さあ、まだこんなもんじゃないぞ。次だ次」


    　彼女はまた隠し通路を通って、別の部屋にわたしを連れていきます。


    「〈魔ま女じよ先輩〉だ。こっちもきついぞ。覚悟しなよ」


    「どういうきつさなんですか？」


    「……生理的なきつさかな」


    〈魔女先輩〉の部屋に来ました。


    「別に魔女っぽいことはないみたい」


    　イモリの黒焼きとか、蛾がの幼虫とか、そういうものもありません。普通の女の子の部屋。


    「でもふたりの先輩は、普段から部屋には入れてくれないだろ」


    「そういえば……」


    「え、でも検査はどうやって？」


    「ノートの中身までは検査されない。だから書き物系の秘密は多いんだ。


    でもここのは、ちょっと毛色が違うかな。ほらあった。見てみな」


    　またしてもノート。中身は、


    「ひゃっ!?」


    　放り出してしまいました。


    「なんですかこれっ！　なんですかこれっ！」


    　Ｙは淡々と答えます。


    「……髪の毛。女の子の」
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    　ノートには袋詰めにされた髪の毛が、一ページごとに添付されていました。


    　詳細なデータや少女たちの顔写真とともに。


    　これが押し花だったらどんなにかよかったか！


    「髪の毛？　どうして、なんのために？」


    「魔女は……気に入った女の子の髪を、蒐しゆう集しゆうしている」


    「……なぜ？」


    　Ｙは無表情に言い放ちます。


    「魔ま女じよだから」


    「理由になってないというか……」


    「はっきり言うと、フェチだから。髪フェチだから」


    「………………」


    「これ、あんたの髪な」


    「ギャッ！」


    「あんた気に入られてるから。何ページもあるし。長くて瑞みず々みずしいから、すごくいいらしい。たまに袋から出してテイスティングしてるの魔女は」


    「ギャギャギャッ！」


    「私のもある。ここ」


    「……おおおお」


    「大だい丈じよう夫ぶか？」


    「………………ょゅぅ」


    「聞こえないけど」


    　わたしは我われに返りました。


    「待って。どうしてそれがわかっていて、髪の毛を回収しないの？」


    「冷静さがなくなってるな。髪の毛取ったら魔女に気づかれるだろ。あいつは自分の趣しゆ味みを秘密にできていると思ってる。監督生に下へ手たに動かれても厄やつ介かいだ」


    「全部焼きたいんですけど……」


    「やめといた方がいいな。たぶんよくないことが起こる。諦あきらめろ。さあ、次だ」


    「まだあるんですか？」


    「あの双子みたいな四級生……今は五級生か。あのふたりの部屋だ」


    　ふたりの暗部は、ストレートでした。


    「いいか、ノート類はない。穴から観察するだけでわかる。声は出すなよ。物音もな」


    　警告を受けて、のぞき穴に片目をつけます。


    「あーかったりー！　フラワーまじムカつくし！」「あの声聞くとイラつくよなー、天然ぶってよー」


    　いきなり倒れそうでした。


    　Ｙがわたしの肩に手を置いて、首を振ります。


    「そういや今日さー、茶しばこうとしたらさー、魔女のあの長い髪がなんかカップに入ってんの。張りついてんだよ！　マジキモってたよ！」「あ、それ俺おれも前にあったわ。あれキメぇよなぁ。鳥肌立つわ。つか洗ったヤツ、ちゃんと確かめとけって話だよ」


    　別人でした。


    　ふたりは制服を脱ぎ散らかし、下着姿で室内を練り歩いています。


    　お尻しりをかきながら、スキットルの中身を回し飲みしていました。普通、スキットルにはお酒を入れるものです。


    「ぷはーっ、菓子もいいけど、肉くいてーよな」「おお、肉たっぷりのプディング、腹いっぺーくらいてーし」


    「したらよ、久しぶりに会ったら、あいつもう妊娠してんの。チャンカーになってんだよ。ビビるよマジで」「あいつ考えなしだったからな。あーあ、じゃもうあいつコンパ呼べねーじゃん。ツラだけはマシだからいい男寄せだったのによぉ」


    「さーて、今晩の晩飯はどんなクソかな」「確かパンと野菜スープじゃねぇの？」「マジかよ。野菜スープ嫌きらいなんだよな。本当にクソだな」「俺あれ好きなんだよなー。羊のホワイトシチュー」「おお、あのクソはけっこう食えるよな」


    「昨日二日酔いすぎてマジでバケツにゲロ吐はいちまったよ。しかもそのまま放置したし」


    「なあ、紙のナプキンって絞ってもっかい使えると思うか？」


    　わたしはのぞき穴から耳を遠ざけました。ついでに現実から魂たましいを遠ざけたいとも思いました。すべて遠ざかってしまえばいいと思いました。星々も宇宙の膨ぼう張ちようとともに離はなればなれになって、宇宙全体も冷えてあらゆる活動が凍結してしまえばいいと思いました。


    「さあ、次で最後だ」


    「ええと、順番から行くと」


    「そう。あのドイツ娘さ。まあ、汚物系や性せい衝しよう動どう系じゃないから安心するんだね」


    「もう何が来ても驚おどろきませんよ……これうんげーマジ」


    「伝染うつってる……ちょっと伝染ってるから……」


    　最後ののぞき穴に、顔を近づけます。


    　そこはわたしと彼女が使っている部屋でした。


    〈巻き毛〉がいました。


    　普ふ段だん、わたしが使っている椅い子すに、人形を座らせています。


    　自分は給仕をしたり、対面の席に座ったりして、いわゆるおままごとのような遊びをしているようです。


    「お姉さん、これも食べて。どう？　おいしい？　おいしいよね？　わたしが作ったんだよ。隠し味は愛情！　愛情たっぷりのシチューなの。さあ食べて食べて。もっと食べて」


    　最初は無邪気なおままごとでした。


    「……最近、お姉さん、つきあってくれないんだね。どこ行ってるのかな。今日も……いないし。あとをつけても、まかれちゃうし。頭いいから隙すきもないのかな。クラスだって離ればなれになっちゃうし……いやって言ったのに勝手に進級して……わたしのことおいてけぼりにして……わたしはこんなに好きなのに……」


    〈巻き毛〉は黙だまって人形を見つめました。


    　そして唐突に、カップの熱い紅茶を、人形にぶちまけたのです。


    「ああっ、ごめんなさい！　つい……ごめんねお姉さん……なんか……イラッと来ちゃって……大変、すぐ拭ふくね…………お茶だから、舐なめた方がいいよね？　もったいないもんね？　ああ……」


    　人形の濡ぬれた部分に〈巻き毛〉は吸い付きます。


    「こんなことしたら火傷やけどになっちゃうかな？　顔が火傷したら、外に行けなくなっちゃうかも。それもいいかな……はぁ、どう思う？　大だい丈じよう夫ぶだよ、看病してあげるから……はぁ、一生だって……わたしの住んでた町ね、はぁ、人も少ないから邪じや魔まは入らないし…………」


    　また黙だまりこくったかと思うと、〈巻き毛〉は突然奇声をあげて人形を殴なぐり飛ばしました。


    　冷静さを失い、人形に摑つかみかかり、平手で打ち、しまいには果物ナイフで滅めつ多た刺ざしにしはじめました。


    「あああああああああああっ！」


    　聞いたこともないような、奇声。


    　わたしとＹは恐怖のあまり腰砕けになり、闇やみの中で肩を抱だき合って震ふるえるばかりでした。


    「今晩、部屋に戻れないじゃないですか！」安全圏に戻ってから、食ってかかります。「なんて真実を突きつけてくれるんです！」


    「……あんたさ、アレ、知らない方がよかったと思うわけ？」


    「なんてこと！　のばら会はアンデルセン童話のようなよい雰ふん囲い気きのサークルだったのに！」


    「実態は病やんでるセン童話だったわけだが」


    「うるさいです！　聞きたくない！」


    「部屋には戻った方がいいぞ。あれ、外泊とかしたら、何かされるだろうし」


    「何かって何？」


    「……いや、あの金髪娘さ、自分の感情、コントロールできないみたいだし……子どもの頃ころに何かあったんだろーなーあれ。フロイト先生的な何かが」


    「どんな顔して接したらいいものやら……」


    　脳裏を、ほとんど薄うすれかけていた何気ない出来事が次々によぎりました。


    



    『いいのいいの！　気にしてないから。ちょっとクリームがかかっただけだから。そんな謝らないでよ！』


    



    『髪の毛、枝毛になってる。とってやるよ。ああ、いい艶つやだね。長くて、すっとしてて、いい匂におい。可か愛わいい』


    



    『お姉さんお姉さん、今晩いっしょに眠ってもいいですか？　いっしょに眠ると、おんなじ夢がみられるんですよ？』


    



    「全部……？」


    「わかっただろ。子どもは健全で純粋な存在だなんてことはないんだ。こういう環境では、特におかしなことが野放しにされたりするんだよ。本当に信しん頼らいできる同族なんて、滅めつ多たにいないんだ」


    「それで、わたしにテストをした？」


    「まあ、ひとりじゃいい加減つらいもんでね。仲間がいれば妖精だって見つかるかもなって思って」


    「妖精のお茶会……」


    「見つければ、どんな願いでも叶かなう。デマにしても気にならない？　私は気になるがね。もし見返りが本当にあるなら、丸得ってもんだし。けど、何より必要なのは信頼に値する同族だ。裏表のない人間だよ」


    「わたしは信頼できる人間ですか」


    「人間性は信頼してない。ただ裏表はない。噓うそが上手うまくなくて、わかりやすい腹黒ならそれで十分だ。あんたは私と同じくらいには俗物みたいだね。悪くない」


    「……あんた褒ほめてないでしょ、それ」


    「褒めてない。でもわかるだろ？　わかりやすい小悪党とか俗人がいると安心するんだ。心に闇やみ系の女なんて近寄りたくもない」


    　黙だまりこくったわたしに、Ｙは提案します。


    「私ら、組まないか？」


    



    　相棒


    



    「なー、こんなの見つけたけど」


    「今度のは有望なんでしょうね？　あなたの持ってくる資料って、信用できるものが少ないんですけど」


    「伝承ってのはそういうものだろ」


    　Ｙとわたしは、ひそかに活動を開始したのです。


    　目的は、本当の妖精のお茶会探し。


    　一いつ匹ぴき狼おおかみ二匹がつるんでいることはたいへん目立つため、少々噂うわさになったようですが、まあ致し方ないことでした。


    　妖精のお茶会伝説の成立には、長い時間と積み上げられた時間があり、デマや風説や願望が入り交じって、複雑怪奇な結び目となっておりました。


    「こりゃそう簡単には解けんか」


    「卒業までにクリアするってことで」


    　秘密の通路を探しては探検する日々。


    「ほら、百七十年前のラブレター」


    「よく腐らずに残ってたもんだよ……ってこれ、三級生クラスに同じ名字のやつがいたな」


    　隙すき間まには、いろいろなものが落ちていて、それはそれで楽しくはありました。


    　翌々年、わたしたちは揃そろって五級生に昇級。


    「やっと四級から抜けられたか」


    「長かったですね……」


    「ここは詰め込みすぎなんだ。あんた真ま面じ目めすぎ」


    「タダで教えてくれるってんだから、全部もらいたいと思うのが人情」


    「その考えは特殊すぎるんだよ」


    「あなたは趣しゆ味みが特殊すぎです」


    「おい黙だまってくれ。だ、誰だれかに聞かれたら……」


    　自分にだけに伝家の宝刀がある悪友、という関係でしょうか。


    　優位に立つって楽しくて、嬉うれしい。


    　この剣は大事に大事に抜いていきたいと思いました。


    「私のクールなイメージがさあ」


    　本当はこんな人間なんです。


    　のばら会とは、なんとかうまくやってます。


    　公然と敵対することなく、という意味でですが。


    「お姉さん、今度のクリケットは好きな人同士でチームを組んで参加できるんですよ？　一いつ緒しよにやりませんか？」


    「あ、ごめんなさい。先約があるので」


    「えー……またぁ」


    〈巻き毛〉は肩を落として不満そうでしたが、Ｙに正面から刃向かうことはしませんでした。見た目の印象が怖いというのは、ある意味、得なものです。


    　クリケットの腕はだいぶ上達しました。


    　もうストライクゾーンを外すこともなく、投球フォームも正しいものを身につけ、バッターを十本まとめて打ち倒すこともしばしばでした。


    　暇ひまを見ては、相棒とふたりで練習した成果です。


    　そして今日、ふたりで参加するはじめての試合があります。


    「ストラーイク！」


    　審判の声が、競技場に響ひびき渡りました。


    　今日はもうツーストライクを取り、三回表の攻こう撃げきでは一投目のピッチングでストライクこそ逃のがしたものの、二投目ではスペアをものにし、今のところ順調な滑すべり出しです。


    　三回裏は相手チームの〈魔ま女じよ先輩〉にストライクを決められたものの、続く四回表の攻撃ではＹも十本のバッターを一投で打ち取る見事なストライクを決め、お互い一進一退の攻防を繰くり広げていました。


    「よーし、裏切り者のおふたりちゃんを、私の持ち玉、フリッパーで打ち取ってみせるからね！」


    〈花先輩〉がきれいなフォームで投球しました。


    「うまいな、一番と三番バッターの間……ポケットに入るぞ」


    「ううん、少し厚い……これは逸それますね」


    「あまーい！」


    　宣言した通り、〈花先輩〉のボールは見事に十本のバッターをなぎ倒します。


    「いかが、おふたりさん？」


    「スピナー（変化球投手のこと）として面めん目ぼく躍やく如じよでしたよ、花先輩」とＹ。


    　さて、次は五回表、わたしの投球です。


    　クリケットマシンと呼ばれるボール回収装置に返却されてきたマイボールを、布で軽く磨みがきます。重さ八ポンドのマイボール。これこそ、わたしがもっとも投球に変化をつけられる重量なのです。


    「ここでガターだけは勘かん弁べんしてくれよ、相棒」


    「そんなのもうずっと見せてないでしょ」


    　軽口を叩たたいて、投球を──


    「中止！　中止だ！」


    　校長先生が息せき切って駆け込んできました。


    「どうしたんですか？」


    　試合中の生徒たちが校長先生のまわりに集まります。


    「大変なことがわかった……」


    　校長先生は顔を手でぬぐい、絞り出すような声を出します。


    「今まで我々がクリケットだと思い込んでいたこのスポーツは……実はボウリングというものだったのだよ！　いやぁこの二百年ほど、我々はずっと勘かん違ちがいしとっただなあ！　まいったまいった！」


    　がく、とひとりの生徒が膝ひざをつきます。


    　居合わせた全員が、今にも砂になって消えてしまいそうな、そんな雰ふん囲い気き。


    



    　手打ち


    



    「ではそういうことで、二大妖精捜そう索さくサークル、のばら会と二匹の狼おおかみ少女の会との、手打ち式をはじめたいと思います。乾杯」


    　その場にいた全員が、手にしたグラスを掲げます。


    「よかったよかったー、これで万事丸くおさまりだー」


    「まあ、妥だ当とうかね」


    　要するに、先輩がたとＹの和解、という意味合いの催もよおし物。


    　敵対こそしていなかったものの、お互い後味が悪いまま疎そ遠えんになっていたので、今後のことも考えてすべて清算しよう……というわたしの発案でした。


    「ほら、言って」


    　Ｙを肘ひじで突きます。


    「……どうもその節せつはご迷惑をおかけしまして」


    「いいのよ、結果オーライなら何でも許してあげちゃう！」


    〈花先輩〉が朗ほがらかに笑い、手をぱたぱた振りました。


    　四人の先輩がたは、とりあえずは笑顔。和解ムードに同意してくれてます。


    　……内心どう思っているかはともかくとして。


    　表面的に不満そうなのは〈巻き毛〉ひとりだけ。


    　わたしは彼女を説得しなければなりませんでした。


    「お姉さん、どうしてこんな人とばかり一いつ緒しよにいるんですか？　もしかして、この人に脅きよう迫はくされてるんじゃ……？」


    「はい」


    「おい……」


    「やっぱり！」


    　少し揉もめて、


    「わかりました」〈巻き毛〉が宣言します。「確かにあなたみたいな人が、お姉さんをいじめないよう、わたしが見張ってる必要があるみたいですね！」


    「……なあ、めんどくさいんだけど」


    「我が慢まんしてください」


    　ひそひそ話をしていると、


    「ねえ、あんまりお姉さんに近づかないでくださいよっ」


    　まあ、このくらいのコンフリクトは、まあ我慢してもらうことにしましょう。


    「じゃ合同でのばら会ってことでいいのね？」


    「ええ、そちらがよろしければ」


    〈花先輩〉にＹが応おう諾だくを伝えます。こちらは体てい裁さいなどにはこだわる必要もないのでした。


    「でもそのかわり、お茶会探しはちゃんとしましょうね」


    「見つかるかな。先人たちが手も足も出なかった伝説を」と〈魔ま女じよ先輩〉。


    「ここ数十年はまともに探してないですし、新事実もありますから。あと、伝統はちゃんと残していかないと、ねじ曲がったまま受け継がれちゃいますよ。クリケットみたいに」


    　全員が顔を見合わせます。


    　あんな苦い記き憶おくは、そうはないのでしょう。


    　誰だれの顔にも得とく心しんが浮かんでいました。


    　それからは、楽しくも華やかな学生生活。何ひとつ。寂しい思いのない──


    



    　卒業


    



    　花盛りの時間はあっという間に過ぎ去り、卒業式の季節がやってきました。


    　六級生の先輩がたが学がく舎しやを去る時が来たのです。


    「卒業おめでとうございます、先輩がた」


    「……ありがとー。なんか、明日から故郷に戻って暮らさないといけないなんて、今でも信じられないんだけど」


    〈花先輩〉がこのときばかりは心からの言葉を、涙を隠すこともなく口にします。


    「子どもの頃ころからここにいたから、故郷といってもなんか外国みたいな感覚だよ」


    〈魔女先輩〉が呆ほうけたような顔で言いました。


    　ふたりは、それぞれ故郷に戻り、家のことを手伝いながら国連の文化事業を支援する、という役目を受け持つことになっていました。


    　卒業シーズンが近づくと、わたしたちは国連の職員とやりとりを持ち、身の振り方を決めるというのが一般的な流れだったのです。


    　わたしたちはまだ五級生。


    　でも順調なら再さ来年あたりには六級生になり、その数年後には同じように卒業し、故郷への長い旅路につくのでしょう。先輩の言うとおり、それはひどく想像のしにくい行事でした。記憶にさえ定かではない故郷という異郷へ。


    　たったひとりで。


    「やだ、お菓子ちゃんが泣かないでよ。こっちまでもらっちゃうわよ」


    「花、あんたもう泣いてるよ」


    「まだこれでも、大きいの、我が慢まんしてるんだからっ」


    　ひくっとしゃくりあげながら話す先輩の言葉に、裏も表もなく。


    　みんな涙ぐんでいました。


    　今の時代、別れたら、もう会えない。


    　そのことを誰だれもが知っていたのですから。


    　わたしたちは卒業式の夜、深夜まで語り合いました。


    　この日ばかりは消灯時間もなく、望む生徒は何時まででも起きていることができました。


    　長年染しみついた規則正しい生活は、それでも深夜になると耐えがたい睡すい魔まを運んできて、わたしたちは内なる衝しよう動どうと戦う修行者の心境で、眼を開き耳を傾け舌を操りました。


    〈巻き毛〉が気絶するように眠り、〈ＡＢ先輩〉もその後を追うと、〈花先輩〉はわたしたちにこんな話を切り出しました。


    「相談なんだけど、次ののばら会の会長をふたりにお願いしたいのね」


    　わたしとＹは戸惑って見つめ合います。


    「でもわたしたち、最上級生じゃないですよ？」


    「いいの。あのふたりも」と眠りこけている両先輩を示しました。「会長は面倒だって知ってるから、いやなんだって」


    「だべって、お菓子食べたいだけだからね、あの子ら」と〈魔ま女じよ先輩〉。


    「でもいいと思うの。尊重してあげるつもり」


    「となると、会長を引き受けてくれる人って、他ほかにいないでしょ？」


    「あー、消去法ですか」自じ嘲ちよう気味にＹ。


    「違うの。適任だと思うのよ。それは見ていればわかったし、みんな同じ意見だと思うから。私たちみたいに、ふたりで会長ってことにしてもいいしね。とにかくここ数年、私たちを引っ張っていったのはふたりなんだからさ」


    〈魔女先輩〉が言葉を受け継ぎました。


    「銀ちゃん入ってからは楽しかったね。隠し通路のことも驚おどろいたし、まだまだ検討されてない可能性があんなにあったことにもびっくりした。結局、お茶会は見つからなかったけど……この伝統は、継承していって欲しいね」


    「先輩……」


    「どう？　だめ？」


    　わたしとＹは目め配くばせもなくぴったり同時に頷うなずいたそうです。


    「お引き受けします」「謹つつしんで」


    　先輩たちのことをなしとげたような泣き笑いの表情が、分厚いガラス瓶びんの底でもかかったみたいに、滲にじんでいきました。


    



    　将来について


    



    　校長室で、わたしは書類を整理しています。


    　科学的暖房のきいた校長室は暖かく、外気との温度差で結けつ露ろし、窓も真っ白になっていました。校長先生はそんな窓を指先でぬぐい、できた隙すき間まから冬の寒空をぼんやりと眺めていました。一心に考え事をしているようでした。


    「お茶を淹いれましょうか？」


    「ん？　いや、いらんよ。あたたかい」


    　五級生になると、より専門的な知識を学ぶため、個人指導教師制度というものを利用できるようになります。


    　わたしが選択したのは校長先生でした。


    　競争率が高いと思っていたのでダメモトで申請してみたところ、他ほかに誰だれも希望者がいないということであっけなく決まってしまったのです。


    　以来、週に四日は午後から校長先生のもとに通い、助手のような雑務を引き受けながら教えを受けているのです。


    「まだ君が来たばかりの頃ころを、昨日のように思い出す。友達もなく、それでも自力で立とうという気き概がいがあったため、こちらとしても手出しすることなく末を確かめたくなってしまった。結果的にはよい友人を得たようで、私も嬉うれしい」


    「は、どうも」


    　いきなり褒ほめられて、わたしはへどもどしながら頭を下げます。


    「君は成績も優秀だし、呑のみこみも早い。たおやかなお嬢じようさんに見えるが、その実、なかなか気き骨こつもある。いい意味でふてぶてしいというのは、強い学者になるには必要な資質だ。身ひとつで物事に切り込んでいける。そこに若さが加わる」


    「恐縮です……」


    「君には多くの選せん択たく肢しがある。だが、故郷に戻り、お祖父じい様を手伝うと言うのだね？」


    「はい。祖父のことを、わたしはよく理解できていませんから。子どもの頃、ほんとの一時、一いつ緒しよに暮らして……だけど何も知らないんです。このまま遠くの任地に赴おもむけば、もう生きている間に会う機会はなくなってしまうように思います。なので、わたしもやっぱり土地に戻って、そこでできることをしたいんです」


    　校長先生は大きく満足げに頷うなずくと、ほろりと濡ぬれた目元をぬぐいました。


    「ええ話や」


    「恐縮です」


    　国連さんからはいろいろなオファーがありましたとも。


    　アフリカでどうこうしませんか、とか。


    　南米でエンヤトット、とか。


    　今はエジプトが熱いですよ、とか。


    　どれも命の危険がありそうな仕事であることは、すぐにわかった。


    　いくつもある選せん択たく肢しの中で一番穏おん便びんそうなものを選ぶと、故郷しかなかったということなのですが。


    　言わないですよ、そんなことは。建前大事。


    



    　妖精のお茶会


    



    　時は流れて、わたしたちも六級生。


    　監督生にもなれました。


    　というか、六級生は現在、わたしとＹのふたりきりです。


    　選択の余地なく、監督生という次第です。


    「ありがたみがないな、こういうの」


    　と言いながらも、彼女はなかなか満喫しているようでした。


    　学がく舎しやの生徒も、すっかり数が減りました。


    　一時は九十人近くいたものが、新入生がほとんど入ることのないまま卒業していき、今ではわずか十数人。


    　校舎にも寄宿舎にも、すっかり人ひと気けがなくなってしまいました。


    〈ＡＢ先輩〉も今はいません。


    　ふたりは成績は優秀でしたが、実家の都合により、学業半ばにして舎を去りました。


    　栄光ののばら会も、今は三人だけ。


    「新人を入れようにも、人がいないなんて……皮肉ですねえ」


    〈巻き毛〉もすっかり年とし頃ごろの娘さんに成長しました。


    　自立心もついたのか、最近は以前のようにべったり構ってくることはありません。落ち着いた少女に育ちました。


    　ほとんどの生徒が、今では望んでルームメイトと暮らしています。


    　わたしもＹや〈巻き毛〉と三人部屋です。


    　誰だれもが、最後の最後に立ち会う予感に、漠然と心細さを感じていました。


    　卒業の時期が近づいていました。


    　妖精のお茶会は見つかっていません。


    　見つからなくてもいいのです。


    　伝説の正体さえ解明できれば。


    　最後の最後が来る前に、こんがらかった伝説をほどいて、すべてをまっさらにして卒業していきたいのです。


    　わたしたちは、できる限りの時間を割さきました。


    　学がく舎しやのあらゆる場所に調査の手を入れました。


    　ある時、おそらく未発見のものとしては最後のデッドスペースを見つけました。


    　そこは兎うさぎ部屋程度の広さがあり、四方を埋うめる棚に、七台のロボットがおさめられていました。
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    「これ……ロボットだね」とＹ。


    「全部壊こわれてる」と〈巻き毛〉。


    　ロボットは、どれもRYOBOと同じ形をしていました。


    「かなり古いものですよね。昔稼か働どうしてたものなんでしょうが」


    「古いってどれくらいかな」


    「この具合だと、数十年程度じゃすまないかも……」


    「なんでこんな場所に」


    　人間だったら、こんなことはしないのでは？


    　ここはまるで墓場のよう。


    　では誰だれが。


    　誰が関与しているのか。


    「……たぶん、妖精」


    「え？」


    「なぜ忘れるなんてことができるんだろう……」


    「どうしたんです、お姉さん？」


    「妖精は、いたんです。確かに」


    　わたしは外がい套とうを翻ひるがえして、来た道を戻りました。


    「ちょっと、どこ行くんだよう」


    「今日は解散！」


    　わたしは彼を捜しに、足早に校舎に向かいました。


    　五級生の教室に行くと、もう少年から青年の年代に移りつつある、かつての腕わん白ぱく小僧たちが教本に取り組んでいるところでした。


    「あ、先輩、ちす」


    　男の子たちが次々に立ちあがるのを片手で制して、わたしは彼らのリーダー格だった少年の前に立ちます。


    「……な、なんすか？」


    「時計塔の小鬼だった頃ころの記き憶おくは、まだありますか？」


    「え、それってガキの頃ころの……？」


    　リトルギャング。


    　かつて校内の乱暴者だった彼らも、今ではずいぶんと行おこない澄すました勤勉家でした。


    　遅れていた勉強に必死に取り組んでいるのは、もう二度と学びの機会がないことを、彼らなりに感じ取っているせいかもしれません。


    「では、妖精を追いかけていた記き憶おくは？」


    「へ、妖精……？」


    　その顔が、すべてでした。


    　少年は仲間に困ったような視線を向け、曖あい昧まいな笑みを浮かべました。


    「妖精なんて俺おれ、見たことないですけど」


    　目の前が暗くなる思いでした。


    　でも、ああやっぱりな、とも思いました。


    　特に理由もなく、そう確信することができました。


    　翌日、学がく舎しやの廃校が決定されました。


    



    　合同卒業式


    



    　式の様子は、詳しくは語りますまい。


    　……みっともない様を見せてしまいましたので。


    　事実だけをありのままに語ると、廃校が決まった段階で、すでに学舎に残された時間もほとんどなくなっていたということです。


    　わたしたち六級生とともに、在学中の全生徒も卒業する。


    　最年少の生徒はまだ十二歳。どんなことを学ぶにしてもこれからだというのに、です。


    　しかしその決定を、わたしたちは静かに受け止めました。


    　校長の専せん横おうだと責める声とてありません。


    　誰だれもがこんな結末を予測していました。


    　これが、人類が衰すい退たいするということなのでしょう。


    　式の後、生徒はめいめい思い思いの場所で、最後の風景を目に焼きつけます。


    　わたしも思い出の場所を、ひとつひとつ巡りました。


    　自分の机を指先で撫なでつけると、思い出が頭の中を元気よく跳ね回ります。


    　廊下も、壁も、そして茶会用の部屋も、すべてが愛いとおしく思えます。


    「のばら会も、これでおしまいなんですね」


    　茶会の間にいる時、〈巻き毛〉がやってきました。


    「……あなた、どうしたの？」


    「カーペットとかを片づけようと思って……」


    　彼女ははにかみます。式の影えい響きようか、まだ少し目元がひくついていました。


    「最後の、のばら会メンバーとしての、ケジメです」


    　校舎も寄宿舎も、もう使われることはありません。


    　片づける必要はないのですが、


    「手伝いますよ」


    〈巻き毛〉は声をあげて泣き出しました。


    



    



    　寄宿舎の自室に戻る途中、廊下でロボットが壁に向かって体当たりを繰くり返している、いつもの場面に出くわしました。


    「こうして直してあげるのも、最後でしょうね」


    　寸ずん胴どう鍋なべのような胴体を、廊下の側に向けてやります。


    「あなた、うちに来ますか？　仕事はいくらでもあると思いますよ」


    　RYOBOは目をチカチカと光らせ、メッセージを吐はき出します。


    「ご注文ありがとうございます。ご注文を受理することができません。通信状態をご確認ください」


    「あなたを誘さそっているんですよ、友人として」


    「ユウジン」


    　ふっと緑のランプが、まるで生きもののような不規則さで明滅しはじめました。


    「その後、ご学友はできたでしょうか？」


    「……なんですって？」


    「これからもあなたに、妖精の加護があり続けますように」


    「……待って、あなた……？」


    「私はRYOBO230r。人々の生活を支える文化助手機です。カラーはパールホワイト、ライトブルー、ミントグリーンからお選び頂けます」


    　それはすっかり、いつものロボットのセールストークでしか。


    　幻げん聴ちよう、だったのかもしれず。


    　わたしはふっと息を吐きます。


    　探求心は、もうここでは必要ない。


    「……さあ、自分の役目を果たしなさいな。もし妖精たちを見つけたら、それは異物ではないですから、処分してしまわないようにね」


    　するとロボットは、またランプを瞬またたかせて、


    「ええ、承知しております」


    



    　現代


    



    　机に突っ伏して寝ていたようです。


    　時刻はまだ夕方前でした。


    　学生時代の夢を見ていた気がします。


    　ついこの間のことなのに、ずいぶんと昔の出来事に思えてなりません。


    「……寝ながら泣いてたのかしら？」


    　目元がかさかさになっていました。


    　わたしはもう、孤こ独どくではないはずです。


    　妖精は実在し、わたしは日常的に彼らと接しています。


    　愉快で満ち足りた毎日。


    　でもやはり一番そこに寄与しているのは、心の成長あってのことなのだと思いました。


    「ん？」


    　耳の奥がまたカサカサと囁ささやいていました。


    　前よりもずっと大きく、煩わずらわしい音。


    　ゴミでも入っているんでしょうか？


    　耳を床に向け、側頭部を叩たたいてみますが何も出てきません。


    　その時、扉がノックされていることに気づきました。


    「はい、わたしんちです」


    「なにその自分本位な応対」


    「ひっ！」


    　反射的に扉を閉めます。


    「そりゃない。長旅をしてきたっていうのに、なあ……どういうこと？　卒アルだって持ってきてやったのに」


    「ごめんなさい、いきなりのことだったから」


    　例の悪友が来らい襲しゆうしてきました。


    



    



    「じゃ、あのあとも、ずっと学がく舎しやに残っていたの？」


    　部屋に招き、久方ぶりの会話に興じました。


    「ああ。なんやかやと残留していてね。資料がたくさんあったことだし、教員もいたから、例の国連の文化事業って聞いているだろう？」


    「モニュメントがどうとか」


    「その関係でさ、少し編へん纂さんを手伝ってた。卒業して就職したと思ったら、学がく舎しやで仕事だってんだから参ったよ。感傷も何もあったものじゃないな」


    「なんとまあ」


    「あ、そうだそうだ。遅れたけど、卒業アルバムができたから、持ってきた」


    「もうもらえないと思ってましたよ」


    　分厚いアルバムを受け取ります。


    　卒業して何か月経たってるのでしょう？


    「ちなみに、それも私が編集させられた……」


    「うわ……自分のアルバムを自分で……」


    「でもそんな生活も終わり。ひととおり資料もまとめ終わって、こっちの本体に合流することになったよ」


    「へえ、あなたここで？」


    「隣となりの里にまだ老ろう朽きゆう化かしてない建物がたくさんあるから、あのあたりか」


    「一生会わないつもりで別れたのに、なんてこと」


    「まったく」Ｙはにやりと笑うと自分の頭をつついて、「で、その頭なによ。またほうき頭っぽくなっちゃって」


    「え、そんなことない……ちゃんとカットしてもらってます。短くなっただけ」


    「シルエットは一いつ緒しよなんだけど。懐なつかしくなってしまった」


    「……ちょうどわたしも、当時のことを思い出していたところですよ」


    「みんなの噂うわさ、聞いてるかい？」


    「え、誰だれの？」


    「ドイツ娘とか今さ、何してると思うよ？　なんと、」思い出話に花が咲き。「……っと、もうこんな時間か。今日中にあんたの祖父じいさんに、挨あい拶さつしてこないと」


    　Ｙは立ちあがって紅茶を飲み干し、玄関に向かいます。


    「慌あわただしいなあ……おじいさんなら、まだ調ちよう停てい官かん事務所の方ですよ。場所わかります？」


    「ああ、調べてあるよ。車借りてきてるし」


    「あ、いいな」


    　玄関前まで見送ると、確かに自動車が脇わき道みちを塞ふさぐように停車していました。


    「あんたロボットってわかる？」


    「ロボット？　多少つきあいがありますけど？」


    「つきあい？　いや、学校で使ってたやつ、壊こわれちゃってさ」


    　彼女は車のトランクから、懐かしい寸ずん胴どうのロボットを持ち出してきました。


    「寿命らしいんだけど、もし直るようなら見てほしいんだけど」


    「これはメーカーがもう消滅しちゃってますしねぇ。預かりますけど期待しないでいてください」


    「直らないならそれで構わないんだ。惜しくはないからね。じゃ頼たのまあ」


    　彼女は去り、わたしはロボットを自室に引きあげます。


    



    



    　ひととおり調べてみても、どこが損傷しているのかさえわかりませんでした。


    　ロボット工学なんて完全に専門外です。


    「これは同族に看みてもらうしかない？」


    　同族にお出いでいただくためには、いろいろと苦労もございます。


    「うーん、せめて仕様書くらいあれば……」


    　耳を傾けた時、耳元で紙を丸めたような怪音がガサガサガサッと鳴り響ひびきました。


    　そして──


    



    　すぽぽぽんん、と。


    



    　耳の穴から、妖精さんたちが溢あふれ出てきたのです。
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    「あ、あなたたちっ？」


    「ただーまー」「もどたなー」「どーもどーも」「たのしゅうございました」


    　旅たび支じ度たくの妖精さんたち。


    「町内旅行に行ってたんじゃないんですか？」


    　耳から出てきたこと自体は……まあもう、別段驚おどろくようなことじゃありませんが。


    「はいな、ちょーないかいりょこう」「ちかばです？」「りふれーっす」「みどころいっぱいだったですぞ？」


    　周囲をぴょこぴょこ飛び跳ねる彼ら。


    「……もしかして、なんというか、いわゆる普通の旅行とは違うことをしていましたか？」


    「どーでっしゃろ？」「ふつうってなに？」「いじょうのはんたい」「わからんねー」「さっぱりわからん」「きもちいいほどにな」


    　わからないのはこっちだ、と言いたい。


    「ぼくら、だれかいれば、あいにいけます」


    「誰だれかいれば？」


    「ひとりでも、いれば」


    　脳裏をさっと何かがよぎったのですが、思い出せません。


    「……そう、なんですか」


    　不思議な納得があります。


    　もうこの件は、理解しないでよし、と決めます。


    　わたしだって、先輩がたの秘密を盗み見したんですから、おあいこ（？）です。


    「ろぼっとだ」


    　妖精さんたちが、ロボットに目をつけました。


    「みたことあるものです？」「たびさきにて」「じつぶつですな」


    「修理したいんですけど、できません？」


    　妖精さんたちは、一斉にロボットにとりつきました。


    　やがて代表ひとりが、わたしの前に歩み出て、


    「おなくなりになってます」


    「ええ、故障してしまって」


    「ではなく」両腕でばってん。「ごりんじゅうです？」


    「修理できないってことでしょうか？」


    「なおすだけなら」「できますが」「もとどおりには」「ならぬです？」


    「どう違うのだろう……」


    「そうるてきな？」「そうる」「たましい」「にんげんさんいうところのたましい」「ございませんゆえ」「じゅみょーですな」


    「……」


    　壁に向かって突進していたロボット氏。


    　ふと、隠し部屋とロボットの奇行が繫つながりました。


    　孤こ独どくなロボットは、隠し通路で何と出会ったのか？


    　かさり、という天使の囁ささやき。


    　今度は我わが耳ではなく、ロボットの方から聞こえます。


    　ロボットのカバーを外し、中身をひっくり返してみました。


    



    　すぽぽぽんん、と。


    



    　色とりどりの妖精たちが転がり出てきました。


    「きゃー」「こっちにもいたー」「いっぱいいたー」「おなかまー」


    　すでにいた妖精さんたちと混じって、もうわけがわかりません。


    「おつとめ、しゅーりょー！」


    　妖精さんがひとり、窓の外に飛び出します。


    　またある者はネズミ穴に。


    　またある者は床の節穴に。


    　散り散りに逃げていきました。


    　混乱が混乱を呼び、すべての妖精さんがパニックを引き起こしました。


    　気がつくと、途と端たんに室内はシンと静まりかえっていました。


    　妖精さんはひとりも残っていません。


    　ロボットの残ざん骸がいだけが転がっているのみでした。もうこの内部に、彼らはいないのです。


    　頭の中でお茶会をしていたであろう、彼らは。


    



    



    　その夜、夢を見ました。


    　わたしはほんの子どもで、まだ孤こ独どくで、だけど寂しさに屈するまいと懸けん命めいで。


    　でも本当は寂しくて。


    　歩いていくと、クロスのかかった小さな丸テーブルがあり、その上には紅茶のポットと茶器、茶菓子などが用意されていました。


    　テーブルも茶器も、学生時代のお茶会に使っていたものでした。


    　わたしは席に着きます。


    　すると茶器の横に、人形用の小さなテーブルセットがセッティングされていて、そこには妖精さんが座っておりました。
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    　それはあの時の妖精さんで。


    「はーい」


    「……こんにちは」


    　個体差などほとんどない妖精さんですが、彼だけはわかりました。


    　ずっとともに、いてくれた、彼だけは。


    「お久しぶりですねぇ」


    「いつもいっしょですが？」


    　わたしはおかしくなって、声を出して笑いました。


    「そんな気はしませんでした」


    「まだ、さびしい？」


    「いいえ」わたしの答えは決まっていました。「頭の中で、いつでもお茶会が開かれているようなものですから」


    　誰だれかがいれば誰かが来るのです。


    　お茶会が行おこなわれていれば、きっとお客は来るのです。


    　寄せては返す通信のように。


    　それらはまったく同じ原理なのです。


    　移動するものたちが、意思を繫つないでくれるという意味で。


    　だからわたしは知ったのです。


    　妖精さんさえいてくれたら。


    　そう、彼らが記き憶おくの狭はざ間まにいてくれたら。


    　どんな相手とだって、わかりあえるのだと。


    　目が霞かすんできました。


    　夢だから、その目は心の目なのですが。


    「あなた自身は」わたしはかすみ目の向こうにいる妖精さんに叫びます。「あなた自身は、寂しくないの？」


    　陽気な声だけが返ってきます。文字通り木こ霊だまのように。


    「せんきゃくばんらいですからー」


    　そうきっと、わたしがいろいろなものと接するたびに、彼らは──


    　あとはもう判然とせず。


    　覚かく醒せいという現実に落ちる頃ころには、わたしはすべての閃ひらめきを夢特有の曖あい昧まいさの中に置き忘れてしまうのでしょう。


    　そんなところです。


    　人類は本日も、絶賛衰すい退たい中。

  


  
    



    



    　妖精さんメモ【つい消滅（ついしょうめつ）】


    



    　対つい消しよう滅めつという現象があります。


    　粒りゆう子しと反粒子が激突し、大きなエネルギーに変わる現象のことです。


    　この対消滅を完全に制御できた時、人類は恒こう星せい間かん航こう行こう技術を得ることもできると言われる、夢のエネルギーのひとつです。


    　それとはまったく関係ない話ですが、妖精さんは伝承や神話の中に消えることができるのです。これがつい消滅現象です。


    　記き憶おくも神話の一種と見なされます。


    　だから妖精さんは、人の意識にも隠れ住むことができるのだと考えられます。


    　そうやって記憶の奥に消えた個人の妖精さんを、人はなかなか思い出せなくなります。


    　幼い日に聞かされた童話の思い出のように、漠然とした印象となってしまうのです。


    　そういうものが蓄積されることで、神話や伝承が生まれるのかもしれません。
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    　おじいさんがフィヨフィヨと言いました。


    「そうこのせいりを　してきなさい」


    　わたしは　こたえました。


    「いいえ」


    　ピロリン


    　どこかで効果音が鳴りました。


    「かんりせきにんを　とわれたいのか？」おじいさんが言います。「そうこのせいりを　してきなさい」


    「いいえ」


    　ピロリン


    　どこかでまた、効果音が鳴りました。


    「かんりせきにんを　とわれたいのか？」おじいさんは何度でも言うのです。「そうこのせいりを　してきなさい」


    「・・・はい」


    　ピロリン


    



    



    　事務所の入っているビルの一室に、倉庫がわりに使っていた部屋があります。


    　通称、四次元部屋。


    　もともとはおじいさんの書類や私物などが放り込まれていましたが、今では妖精さんたちの手による超科学シークレットグッズの数々が厳重に保管されています。


    　忘れっぽい彼ら。


    　自分たちの作ったものを放置して去ってしまうなんて、日常茶さ飯はん事じ。


    　そういったものが問題を引き起こして回収されたり、あるいは持ち込まれるなどして、気がつけば膨ぼう大だいな量になっていました。


    　妖精さんの作る道具、どれもめちゃめちゃで、魔ま法ほうのような効果を持つものばかり。


    　けど一ひと癖くせも二ふた癖くせもあって、善用しようとすれば事故を招き、悪用しようとすれば混乱を引き起こし、とてもまともに使えるものではありません。


    　安全装置が内蔵されているのか、どんなトラブルになっても死人が出たことはないのですが、物的被害はこの限りではないので、やはり扱いは慎重にならざるを得ません。


    　そしてまことに残念ながら、前述の「厳重に保管」という部分は噓うそだったりします。


    　公の書類などで、対外的にそう言っているに過ぎません。


    　警備のしようがないというのが正直なところで、一応鍵かぎをかけていても、盗もうと思えば盗み出せてしまうという状態。


    　最近、国連主導のヒト・モニュメント計画の絡からみで、里に外部からの人間が出入りする機会が劇的に増えました。


    　中には国連関係者も多くいるわけで、下へ手たな指摘を受ける前に、ずさんな管理態勢は改めなくてはならない、という話です。


    　スタッフは助手さんとわたし。


    　扉を開ける効果音とともに部屋に突とつ撃げきしてみれば、大小様々の木箱が踏ふみ場もないほど転がっている有あり様さまに絶句。


    「これは　たいへんですね・・・てわけして　どうぐを　かたづけていきましょう」


    　三時間後の休憩時間、お茶を飲みながら、わたしたちは思案に暮れていました。


    　いくら作業を続けても、部屋が片づく様子はなかったからです。


    　ほとんどの道具がどんなものなのかもわかりません。


    　うかつに調べるわけにもいきません。


    　預かった道具のリストらしきものはあるそうですが、わたしが着任する以前のものはまた別の資料部屋にある膨ぼう大だいな書類に埋まい没ぼつしていました。


    　そんな状態ですから、整理といっても箱を動かして、並べ直すだけ。ですがこれがまた、難なん儀ぎなのでした。


    　適当に移動していった結果、箱が通路を塞ふさぎ、それ以上状況を変えることができなくなってしまったのです。


    「はまってしまった・・・」


    　フュヨフュヨというよくわからない効果音を鳴らしながら、わたしはひとりごちるのでした。ちなみにこの音、喋しやべるたびに鳴っています。


    「これはすこし　やりかたをかんがえたほうが　いいみたい」


    　テーブルに伏せっていた助手さんが顔をあげ、首を左右に振りました。


    　そうなのです。


    　もう倉庫は行き詰まっていて、変化の起こらない、荷物を移動できない状態になっていたのです。


    「・・・どうしたものか」


    　なにげなく倉庫に繫つながる扉を開けてみると、目が点になりました（元から点みたいな目ですが）。


    　部屋に入り、右見て、左見て、


    「あれ？　うごかすまえの　じょうたい　に　もどってる・・・」


    　荷物の配置が、初期状態へリセットされていたのです。


    　どうやら、倉庫から出て入り直すと、最初の配置に戻る仕組みのようです。


    「これなら　なんどでも　ちょうせん　できますね」


    　わたしたちは再び、作業を開始しました。


    　しかし何度やっても、うまい具合に倉庫を整理することはできませんでした。難易度がとても高いためでした。


    「せめて　ひっぱれたら　らくなんですけど・・・」


    　わたしたちは荷物を押すことはできても、引くことはできません。


    　どんなに小さく軽い荷物でも、押すだけ。


    　なぜって、そういうルールだから。


    　苦労しながらも三時間後、わたしたちはついに整理を終えることができました。


    「はあ・・・やっと終わりましたね」


    　へろへろになったふたりは、事務室に移動します。


    「あっ　わすれもの　しちゃいました」倉庫に戻ると「あれっ？」


    　出入りしたため、初期配置に戻ってしまっていたのです。


    



    



    「・・・これは　りっぱな　ばぐ　です」


    　クリアできないじゃないですか。


    　やり方は覚えたので何度でもクリアできます。


    　が、出入りするたびに戻ってしまうのでは、片づける意味がありません。


    　助手さんが卓上に立てたスケッチブックには、簡単なクレーンのイラストが描かれていました。


    「そういうものがあれば　いいですね・・・」


    　いっそ壁を壊こわしクレーンで荷物を運び出した方が、本気で手っ取り早いのではないかと思いました。


    　倉庫が魔まの部屋になってしまった……。


    　お茶のおかわりを作ろうと、ケトルの前に立ちました。


    　そして空中にコマンドウィンドウを開くと、そこに『はなす』『しらべる』『とる』『こうげき』などと表示されているメニューから『とる』を選択。


    　切り替わったコマンド群『けとる』『かっぷ』『さら』の中から、『けとる』を選びました。


    　沸いたお湯でお茶を淹いれ、助手さんのいるテーブルに戻ってふたりでだらだらしてました。


    　さあ、いかにして倉庫を整理したものか。


    　濁にごった思考でのろのろと考えるのですが、どうにもまとまりません。


    　糖分が足りない。


    　わたしはメニューから『みる』『てーぶる』『おかし』を選択しようとして、間違えて『みる』『てーぶる』『じょしゅさん』を選んでしまいました。


    



    　じょしゅさんは・・・だるっとしている。


    



    　おっと、いけないいけない。やり直し。


    『みる』『てーぶる』『じょしゅさん』……って、また間違えてしまった。


    　焦あせって操作しようと手が滑すべる感覚でした。


    



    　じょしゅさんは・・・あなたのしせんにきづいて　かるくわらった。


    



    　メッセージが変わりました。


    　同じ行動を何度か選ぶことで、フラグが立って展開が変わることなどもあるのです。


    　その時、ドアをノックする効果音が聞こえました。イベント発生……ではなく、来客のようです。


    　わたしは呼吸をするように『いどう』『どあのまえ』『しらべる』『どあ』を選択し、来客を迎え入れます。


    「いらっしゃい　どのような　ごようけんですか？」


    　立っていたのは、ローブで頭まで覆おおい隠した少女でした。


    　身長は頭ひとつ分の差。


    　少女は無言で事務所に入ってきます。


    「あの　どちらさまですか？」


    　部屋の中ほどまで入ってきた少女は、わたしを無視して倉庫まで行こうとします。


    「おまちください　そっちは　きけん　ですよ？」


    「おどきなさいっ」
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    　わたしは突き飛ばされました。


    「なにをするんですか？」


    「おくのへやにあるものを　ぼっしゅう　させてもらいます」


    「ようせいさんの　どうぐを・・・？」


    　つかつかと倉庫に向かう彼女の肩をつかんで止めると、振り払われてしまいます。


    「おはなし！　へいみん！」


    「へ、へいみん・・・！」


    



    　【平民（へいみん）】①普通の人②官位のない人


    



    　助手さんとひそひそ話をします。


    　そして、代表してわたしが尋ねます。


    「あなたは　きぞく　なのですか？」


    「いいえ　ちがうわ」しかし少女は誇らしげに胸を張ります。「もっと　えらいもの」


    「もっと　えらい・・・？」


    



    　貴族より偉い。


    　それは……


    



    「そ、そのえらいひとが　いったい？」


    「せつめいするぎむは　ありません」


    　少女は強引に倉庫に向かおうとします。


    　それを制止するうち、フードが引っ張られてはらりと素顔があらわになりました。


    「・・・」


    　ひっつめた栗くり色いろの長髪に、数個のドットで表現された縦線のようなつぶらな瞳ひとみ、鼻と口は描かれていません。そしてごく平均的な二頭身体型。


    　カラーは、着ている服も肌も含めて三色制限。


    　なんの変哲もない、16×16ピクセルの少女です。わたしたちと同じ。


    　たぶん、美しい少女なのでしょう。


    　女の子の感じは出ていました。


    「とにかく　こまります」


    　わたしは倉庫の入り口で通せんぼしました。


    「ここは　こくれん　かんかつです　どうしてもというなら　あぽ　をとってきてください」「そう・・・あくまで　じゃま　なさるのね」少女はフードをかぶり、顔を隠します。「このこと　あとで　こうかいするわよ！」


    　少女はぴゅーっと駆け足で出て行ってしまいました。


    「なんだったんでしょ・・・」


    　そのことを、わたしは数日後に知ることになるのです。


    



    



    　食べられるものは拾っても食べる精神は、今の人々にとっての基本です。


    　だから木の実や、きのこなんかも、貴重な食しよく糧りようという認識。


    　仕事がない日は、そうやって食くい扶ぶ持ちの確保に貢こう献けんしているわけでして。


    　わたしは升ます目め状に並べられたフィールドの上を、陽気なミュージックとともに歩き通しました。


    　平原を越え、森に入ります。


    　たまにきのこが生えているので、目ざとく採取しておきます。


    　しかし、毒きのこかもしれない。


    　きのこのグラフィックはどれも同じで、アンズ茸たけかエリンギなのかもわかりません。


    　鑑かん定てい能力を使って調べてみました。


    



    　しいたけ！


    



    　よかった、食用です。


    　わたし界かい隈わいでは、とれたてなら生食もありです。


    「おいしいっ」


    　ひとり増えてしまいそうな味わい。


    　どこかで景気のいい効果音が鳴り響ひびいていました。


    　しいたけを拾いながら、わたしは道を進みました。


    　森には、石壁が迷路のように立ち並んでいました。


    　かつての町の名残なごりなのでしょう。


    　地球の多くの地域がそうであるように、今は森に呑のみ込まれつつあります。


    　迷路には木の実がたくさん落ちていました。


    　木の実は、ドットひとつで表示されていました。


    　道なりに歩きながら、ドットを回収していきます。


    　すると、たまに霊れいが襲おそってきます。


    　霊に触れてしまうとアウトなので、わたしは逃げ回るしかありません。


    　霊がいなくなった頃ころ合あいを見計らって、エサ集めに戻るのです。


    　ご存じでしたか？　実は、霊は食用です。


    　たまに落ちている巨大なエサを食べることで、短時間、霊を生食することができるようになります。


    　三匹を生でいただき、一匹は腹をナイフで割さいて臓物を取り出し、塩焼きにして食べます。調子にのって五匹目を捕まえようとした寸前で、エサの効果が切れてしまい、大変な目に遭あったりもして、充実の弱肉強食っぷりを堪たん能のうしました。


    　もちろん木の実も忘れずに集めます。


    　冬を越す、貴重な食しよく糧りようです。


    「あ　こら　にげるな」


    　ドットのひとつが、ピョンピョンとノミのように飛び跳ねていました。


    　そんな立体的な動きをするだなんて……悪い子。


    　もちろん捕まえて、ポケットにねじ込みました。


    　そうやって木の実を拾ったり、霊を食べていたりするうち、ファンファーレの効果音が鳴り響ひびきました。


    　わたしの内なる力が高まりました。


    　成長したのを感じました。


    　パラメーター画面を呼び出して確認すると、ちからが２、すばやさが１、ＨＰが７も上がっていました。


    　これでわたしの能力は、


    



    　中立-見習い学者（ＢＩＳ）


    　　レベル：２


    　　ちから：６


    　すばやさ：４


    　かしこさ：12


    　　　ＨＰ：22（×）


    　　　ＡＣ：７


    　　　　♀×３


    



    　ＭＡＧＥ　０／０／０／０／０／０／０


    　ＰＲＳＴ　０／０／０／０／０／０／０


    



    　となったようです。


    『中立』というのは属性のことですね。


    　善・悪・中立の三つがあります。


    　わたしは善人でも悪人でもないようです……って、え？　善人じゃ……ない……？


    　学者というのは職業。


    　学者はアイテムを鑑かん定ていできる上、知恵を力にかえることができますが、成長が人一倍遅いというデメリットがあります。え……成長が……遅い？


    　ＢＩＳは意味がわかりません。


    　ＨＰにもバッテンが重なって表示されています。


    　ＡＣって何だったろう……？


    　人間、よく「自分の体のことは自分が一番よくわかってる！　頼たのむよ先生、文字通りこれっきり、一生に一度のお願いだ。最さい期ごの瞬しゆん間かんだけは、畳たたみの上で迎えてぇんだ……」などと言いますが、錯さつ覚かくです。


    　自宅に戻った途と端たん、なぜかガンも治り、さらに二十年近く生きてしまったりもするのです。


    　それと同じように、わたしもわからないことだらけです。


    　装備状態を見てみました。


    



    　１）ＫＮＩＦＥ（折りたたみナイフ）


    　２）ＲＯＢＥＳ（地味な服）


    



    　正しい情報が表示されているようです。


    　サブメニューのコンフィグ画面では、設定をいじることができるようです。


    　ちなみに今はこうなっていました。


    



    　描画レベル：低■□□□□□□高


    　　　不条理：低□□□□□□■高


    　　物理演算：自動設定


    　　ジャンル：フルジャンル


    



    　他ほかにも細かい項目がいろいろありました。


    「はて・・・？」


    　すべてがおかしい気がしました。


    　でも考えても、よくわかりませんでした。


    　自宅に戻る途中、道を間違えたのか、巨大な地面の裂け目につきあってしまいました。


    　でも、このくらいなら飛べる。


    　わたしはダッシュをかけます。崖がけっぷちでジャンプ！


    　見事に対岸に飛び移ることに成功したのです。


    　十メートルくらいの幅でした。


    「・・・」


    　やはり、おかしい。


    　でもいくら考えても、なーんにもわからないのです。


    　まるで中央処理装置たる脳の扱うデータ単位が、８ビット程度にまで低下してしまったかのような気分でした。ピコピコ。


    



    



    　事務所に戻ると、大変なことになっていました（壁が登れたので、じかに窓から三階事務所に入りました）。


    「わっ・・・びっくり！」


    「おお　おまえ　なんてところから・・・」


    「おじいさん！　これは　いったい　どういうことなんです？」


    　事務所は、人々でいっぱいでした。


    　何十人という数でした。


    　そんな狭くもない事務所が、隙すき間まもないほどです。


    　しかもわたしたちと同様、16×16ピクセルで描かれる住人たちです。


    　この16×16サイズで描かれるものをタイルといいます。


    　よく動くものを描く際には便利なものなのですが、タイルは背景データ上に最大十六体までしか同時表示できないという制約があります。


    　制限はそれだけではなく、一列ごとにも四体までしか扱えない仕様です。


    　どこの仕様かって？


    　もちろん世界のですよ。この青く美しい地球の仕様です。


    　わたしやおじいさん、助手さんだって同様の姿なのですから、データの配分には気をつける必要があるのです。


    　しかし今、室内には十六人どころではない数の人が、押し寄せていたのです。


    　どうしても大量のデータを一度に表示したい時は、描画の優先度を高速で切り替えることで、たくさんのタイルを置くことも可能です。


    　その場合、ちらつきが発生することは避さけられなくなります。


    　ちょうど今、そんな状態でした。


    　本来はきちんと制御される優先度が、今は個々人の感情に応じて増減する、いわば奪い合いになってしまっていました。


    「さとで　もんだいが　おこっているのだ」


    「もんだい？」


    　ここで住人の代表が、激しくちらつきながら一歩前に出ました。


    「いったい　どうなっとるんだ！」


    　描画の優先権を引き寄せるほどの強い怒いかりにより、住人代表がくっきりと表示されます。


    「お　おちついてください・・・」


    「これが　おちついていられるかっ！」


    　ブチキレでした。


    　あまりにも激しい怒りのため、一いつ瞬しゆん、住人のドットタイルが32×32サイズほどに緻ち密みつ化かするほどでした（グラフィックがリアルに！）。


    「じじょう　を　せつめいしてくださいませんか？」


    「いえが　きえてるんだよ！」


    　代表者さんのお話によると、こういうことでした。


    



    　現在、里には多くの人間がやってきています。


    　国連関係者や雇やとわれた作業者たちが暮らすため、空き家を急ピッチで改装しているわけですが、とある異変が起こるようになって作業が進められなくなってしまった、と。


    　その異変とは、改築途中の建築物が、まるで地面に吸い込まれるように消失していく……という怪現象だというのです。


    「きえる？」


    「さぎょうを　しまいにして　ひとばんたってみたら……」代表氏はピョンと飛びあがります。「やね　だけになってたんだぁ～！」


    「おいかりのほどは　よくわかりました」


    「・・・いや　べつに　あんたにおこっているわけじゃないんだよ」


    　代表氏はしゅんと肩を落とします。


    「けど　だれにそうだんしていいか・・・わからん！」


    「がくしゃ　なんだろ？」「ちえを　かしてくれよ！」「たてなおしたいえが　これいじょうきえたら　やばいぞ！」「せっかく　こくれんのけいかくを　ゆうち　したのに！」


    　すごく大人の発言が混ざっていたような……。


    　おじいさんが言います。


    「・・・そういう　しだいでな・・・もめていたのだ」


    「それでさっき　かべをのぼっているとき　うえきばち　がふってきたんですね・・・」


    「なにをしとったんだ　おまえ」


    「くれいじー　だとは　おもいました・・・」


    　なんであんなこと、やっちゃったんだろう。


    「だいたい　あんたが！」「なんだと！」「もとはといえば　おまえが！」「なにさ　ばかにして！」「おい　て　はだすなよ！」


    　人々が争い始めると、表示はさらに激しくちらつくようになりました。


    　目が痛いほどです。


    　このままでは、子どもがひきつけを引き起こしてしまいます。


    「みなさん　おちついて！」


    　フュオフュオと早口で言います。


    「とにかく　よこいちれつは　やめましょう！　おせろみたいに　ずれてならぶんです！」


    　わたしたちは、オセロの升ます目めをひとつ飛ばしするイメージで、てれこに並びます。


    　多少は落ち着きましたが、まだチラチラと明滅していました。


    「これじゃあ　じむしょのほうそくが　みだれる！　・・・どうしたらいいの？」


    　助手さんが近寄ってきました。


    　わたしに、こっそり何かを差しだします。


    　……謎なぞのレーザーガンでした。


    「どうしろと！　これで　どうしろと！」


    　助手さんが、スケッチブックをフリップのように立てます。


    　彼の提案が図解されていました。


    



    　タイル多すぎ！　→　セクシービームシュート！　→　ＣＬＥＡＲ！


    



    「さつじん　で　す　よ！」


    　わたしは一いつ瞬しゆんだけ、超リアルな顔グラフィック（劇画で描かれる欧米女性のバタ臭くささで）と化して、スケッチブックを破きました。


    　こんなものを人に見られたら大変。


    　助手さんが、現実と遊びの区別がつかない人間と見なされて、隔かく離りされてしまう。


    「くりあ　じゃないです　ひとごろし　これ！」


    　フゥ、と助手さんが肩をすくめました（ドットで器用に）。


    「ああ　なやましい・・・」


    　そうこうしているうち、また人々は争い始めました。


    「もう　がまん　できねぇ！」「やるか！」「やってやる！」「だいたい　おまえのことは　まえから　きにくわなかったんだ！」


    「ちょっと　みなさん・・・やめましょう！」


    　誰だれも聞く耳などもちません。


    　拳こぶしがうなる、激しいもみ合いになってしまいました。


    　いたるところで赤いドット（血）がパッと散る、凄せい惨さんなオブジェクト破は壊かいの光景でした。


    「ああああ・・・」


    　わたしはよろめき、壁にすがりつきます。


    　すると、はずみでパッとコンフィグメニューが開きました。


    



    　描画レベル：低■□□□□□□高


    　　　不条理：低□□□□□□■高


    　　物理演算：自動設定


    　　ジャンル：フルジャンル


    



    　一いつ瞬しゆんのひらめきが、わたしの８ビット脳に降臨してきました。


    「そうだ　こうすれば・・・！」


    



    　描画レベル：低□■□□□□□高


    



    　バーの上じよう端たんに位置していたスライダーを指でつまみ、ぐっと下方向に引きました。


    　かなりの力をかけても、スライダーは一目盛り分しか動きませんでした。


    　ちからのパラメーターが不足しているようです。


    　でも、ひとつだけでも変わるはずです。


    　わたしの直感が確かならば。


    　コンフィグメニューを閉じると、世界が一変していました。


    　今まで16×16ピクセルだった人々が、78×64ピクセルくらいになっていました。


    　これは大きな変化です。


    　次世代への大いなる躍やく進しんです。


    　スーパーです。


    　頭身も三頭身に。また顔つきや衣類などがかなり細かく表現できるようになったようで、色だけ変えた同じ姿の村人がいなくなりました。


    　押しかけているみんなにも、それぞれ個性があったんですね。


    　また背景にも劇的変化がありました。


    　今まではトップビュー（真上から見たような視点）だったものが、クォータービュー（斜め上からの視点）に進化していたのです。


    　縦横だけではなく高さの変化も、視覚的にわかるようになりました。


    「おい、なんだか舌も流りゆう暢ちように回るようになった気がしないか？」「ああ、それに喋しやべるたびに鳴っていたフュヨフュヨいう効果音もなくなったな」「おまえ、喋るたびにセリフの横に顔グラがついてるぞ？」「おまえこそ！」「あんた、そんな顔だったのか！」「くそ、俺おれはエラが張ってるから、前の方が欠点が隠れてよかったぜ！」


    　グラフィックが高度になったのはいいんですが、今度はお脳みその動作が少し重たいような気がします。


    　脳裏にメッセージがピコンと流れ込んできました。


    



    『あなたのかしこさは現在12です。これでは処理をスムーズに行おこなうことができません。かしこさ１＝１ビットです。現在の設定での推すい奨しよう動作環境は、賢さ16以上となっております。動作が重い場合、描画レベルを下げてください』


    



    「テクニカル遠回しでバカって言われた！」


    　多少動作がもたつこうとも、絶対に描画レベルは下げないことに決めました。


    「皆さん、できるだけ動作せず、負荷をかけずに、静止したままで話をしてください。詳細を伺うかがいますから」


    「……難しいこと言うなぁ、見習いさんは」


    



    



    「これが……建築物消失現象の現場ですか」


    　わたしは単身、里の様子を見に来ていました。


    　話に聞いた通り、いくつかの民家は陥かん没ぼつしたみたいに崩ほう壊かいし、屋根の位置が下がってしまっていました。


    　中には、屋根だけとなってしまった家もあります。


    　地面に沈んだわけではないようです。


    　建材の部分が、下から消えているのです。何らかの力で。


    「こんなデタラメなことといえば……」


    　妖精さんの悪戯いたずら？


    　そういえば、今日はまだ妖精さんと出くわしていません。


    「どっこい、ここにおります」


    　ポケットから、妖精さんがひとり、顔を出しました。


    　人間が三頭身になっても、妖精さんはまだ16×16ピクセルくらいでした。


    　まあ、対比の問題もあるんでしょうが……。


    　ちなみに妖精さんは16×16でもじゅうぶん表現可能みたいです。


    　普ふ段だんとあまりかわりありません。


    「い、いつからそこに？」


    「ぼくら、ようせい、ぴくしー。こんごとも、よろしい？」


    　テンプレート気味なセリフを、妖精さんは口にしました。


    「いいですけど……これ、あなたたちの仕し業わざなんでしょう？　ちょっと困りますよ。罪のない人々に迷惑をかけてしまうようなら、チョメチョメしますよ」


    「ちょめちょめ……？」妖精さんはぷるっと震ふるえます。「こうふんしてもいい？」


    「いやがってほしい」


    「むずーい」


    「いじめたら喜ぶ。なら、なにがいやなんです？」


    「……するー？」


    「じゃ、人に迷惑かけたらしかとの刑」


    「つらーい」


    「なら教えてください。原因は何なんです？」


    「さー」


    　妖精さんは首をくるりと一回転（え？）させます。


    「さーって……」


    「こころあたり、ぜろゆえ」


    「妖精さんの仕業じゃないんですか？」


    　妖精さんはピョコンとポケットから出て、倒とう壊かいした家を一周して戻ってきました。


    「でたらめの、においがしました」


    「自分で言うんだ……」


    「でも、たぶん、ずっとむかし」


    「昔？」


    「むかしの、ぼくら？」


    　昔の妖精さんの仕業。


    「それって……どういう状況でそうなるんでしょうね？」


    「さー、りかいにくるしむです」


    「……ですよね」


    　妖精さんの仕業なのは間違いない。


    　けど、今の妖精さんが引き起こしたものではなく、昔の仕込みが突然、発動してしまったものと考えられます。


    　でも……わからない。


    　普ふ段だんのわたしなら、わかる気はするんです。


    　ただかしこさが12しかないため、頭がぼんやりとして、どうにもこうにも……という具合で。


    　前方から、人々のどよめきが聞こえてきました。


    「あの建築現場……何かあったみたいですね。行きましょう！　さ、隠れて」


    「あーい」


    　妖精さんは、走りはじめたわたしのポケットに、器用に飛び込みました。


    



    



    「あ、先生んとこの……」


    　職人さんたちが、困ったような顔でわたしを呼び止めます。


    「この建物は、どうなったんですか？」


    　それは、新築のレンガ造りの一軒家でした。


    　一軒家だったもの、と言うべきでしょうか。


    　それは現在進行形で、倒とう壊かいしている最中でした。


    「いや、さっき仕上がったばかりなんですがね……そしたら、いきなりレンガが、消え始めたんでさぁ」


    　また別の職人さんが言います。


    「ここだけじゃありませんぜ。さっき、向こうの改築現場でも似たようなことが起こってやがったんで」


    　たちまち「昨日もあった」「おとといも見た」と報告が立て続けに上がります。


    　建築物消失事件は誇張なく事実のようです。


    　倒壊は建物の足下、つまり地面に近い側からレンガの段ごとに、順次消えているようです。一いつ瞬しゆんで一軒の家がなくなるわけではなく、ときには消失が停てい滞たいすることもありました。


    　が、しばらくすると小気味よい消失の効果音とともに、建物は削られるように背を低めていく……。


    　消える様子は、クォータービューだからよく見えました。


    　これが２Ｄだったら、サイドビューでもない限り、よく把は握あくできなかったことでしょう。


    「もう少し調べることができたらいいんですが……」


    「危ないですぜ。消え方によっては、屋根が傾いて崩れることもあるんで。お嬢じようさんに怪け我がさしちまったら、俺おれら先生にボコボコにされちまいやす」


    「……祖父はもう年寄りですよ？　そんなことはないでしょう」


    「いや、先生は昔の武器をいっぱい持ってるから」


    「え？」


    　初耳情報。


    「剣とか弓矢とか、銃とかいろいろね。骨こつ董とう品ひん的価値のあるものらしいけど、湿気やら直射日光やらに弱いって話で、俺おれら、保管場所の確保に協力させられたことあるんで」


    「ありゃ大変だったよな、ほんとに」


    　こんなイカつい人たちをあごで使うおじいさん……大物すぎる。


    「そんなことをしていましたか……」


    「先生が乗り回していた戦車も、その武器庫に保管されてますよ」


    「武器庫！」


    　剣けん呑のんな響ひびきでした。


    「その武器庫もきっと今いま頃ごろ、崩れてますよ」


    「いや、そりゃ地下なんで。堅けん牢ろうなもんですよ。こんなレンガだ木材だじゃなくて、昔の錆さびない建材で囲われてるんで」


    「うわあ……」


    「まあ、先生の仕事ですからね。研究のためならしょうがねぇって話でさ」


    　絶対趣しゆ味みだ、とわたしには確信できました。


    　話している間も倒とう壊かいは続き、しまいには屋根だけが地面にへばりついている他ほかは、何もかもがなくなってしまいました。


    「……空気が抜けたみたい」


    「まいったなこりゃ……来週入居の予定だったのに。間に合わねぇや」


    「でも今は、建て直しはしない方がいいですね」


    「そうですねぇ。今やっても、また倒壊したんじゃレンガがもったいねぇんで」


    　さて、どう調査したものか。


    　昔の妖精さんの仕掛けだというなら、どこかに起点となった道具類やら、妖精たちの大集団やらがあるはずなんですが……


    　職人さんたちには休んでもらうことにして、わたしは里を歩きながら考えをまとめることにしました。


    「うーん……」


    「ねえねえ若先生、ちょいと聞いとくれよ。大変なんだよ！」


    　すぐに、里のおばさんにとっつかまってしまいました。


    「家でも崩れましたか？」


    　味のあるタッチで描かれたおばさんの顔グラが言います。


    「うちは無事だよ。けど、別のものが消えちまってね」


    「別のもの？」


    　おばさんの家に行くと、彼女は棚からふたつの瓶びんを持ち出します。


    　ふたつの瓶は、それぞれ別の棚に、離はなされて保存されていました。


    　どちらにも、色とりどりのグミキャンディが入っているのですが……。


    「隣りん接せつさせとくと、困ったことが起こるんでね。でも今は見てもらわなきゃね」


    　おばさんは、瓶をあえて隣となり同士に並べます。


    　ふたつの瓶が隣となり合った時、突然、中身のグミがプヨプヨと蠢うごめき始めます。


    「おぞましい……」


    　間かん欠けつ的てきに激しく震ふるえるグミは、瓶の内側でぎゅうぎゅう詰めにされていながらも、位置を小刻みに入れ換えていきます。


    　しかし怪現象はそれだけじゃなかったのです。


    「さあここからだよ……ご覧」


    　左の瓶で、同じ色のグミが縦横にいくつか並んだ時、それは起こりました。


    「グミが……消えてる？」


    「あとさ、片方の瓶でグミが消えると、反対側の瓶に透明なのが発生してるだろ」


    「本当ですね……」


    　瓶から瓶へグミが転送していて、その際に色素が失われるみたいなことなんでしょうか？


    「どうだい若先生、知ってるかい？」


    「よくわからないですね……ただ、虫みたいでちょっときついですね、これ」


    「そうだろう。娘もこわがって食べないのさ」


    「止める方法は瓶を離はなすことだけですか」


    「いや、追加のグミをうまく入れて瓶のてっぺん近くまで満たせば、それ以上の反応は起こらなくなるね」


    　おばさんはハイスコア顔で言います。


    「もっとも、そいつにはコツがいるよ。そうとううまくやんなきゃね。入れたグミと反応して、連れん鎖さ的てきに消えることがあるからね。いいかい、連鎖のコツはね、同じ色のグミが縦に三つ並ぶようにして……」


    　攻略情報が語られていました（何の意味があるのかと）。


    「この透明のグミって……どんな味なんでしょうね」


    「……気になるのかい、あんたも」


    　わたしはおばさんをじっと見つめます。


    「食べたんですか？　蠢くグミを？」


    「……ああ、食べたよ。小腹がどうしても減っていたんでね」


    　妙な緊きん張ちよう感かんで、わたしはごくりと喉のどを鳴らします。


    「それでは……お味の方は？」


    「……味は……」


    　おばさんがぶるっと震ふるえます。


    「お茶を持ってくるよ。どうしたってそいつが、いるだろうからね」


    「あじみー」


    　妖精さんが卓上に着地しました。


    「あ、コラ、見つかるでしょう」


    　お菓子を前に、妖精さんは言うことを聞きません。


    　影のある、不気味な笑顔で言います。


    「……ぼくら、ときに、よくぼうのとりこです？」


    「いつもですよ」


    「いただきー」


    　妖精さんは瓶びんの中にジャンプし、透明グミをひとつ食べます。


    「どうですか味は？」


    「……とうめいなあじ」


    　わたしも食べてみると、まったく味というものがしません。


    　はっきり言って、おいしくない。


    「ただのゼラチンの塊かたまりみたい」


    「しょぼしょぼ……」


    　おいしくないお菓子を食べてしまい、妖精さんは気落ちしたようです。


    　力無い足取りで、ポケットの中に潜もぐり込んで、猫のように丸まってしまいました。


    



    



    　持ち帰ったグミを調べてみることにしました。


    　おじいさんの顕けん微び鏡きようは小さくとも高性能です。


    　検鏡だけではなく、簡易な分析機能も備えています。


    　人類科学末期の産物で、噓うそか誠まことか透視能力まで備えているとか。


    　人類も末期になると、魔ま法ほうのような技術をものにしていたんですね。


    「まあグミを分析するくらいわけないがな」


    　顕微鏡はおじいさんのマストアイテムのひとつなので、触らせてもらえません。


    「予備が手に入ったら触らせてやろう」


    「そのコレクター思想……」


    　試料作りは弟子の仕事です。


    　グミの細胞片を切り取り、シャーレにバターみたいに塗りたくります。


    「できました」


    「うむ。では妖精たちの悪戯いたずらのほどを、楽しむことにしようか」


    「……娯楽半分」


    「む、これは凄すごいぞ」


    　珍めずらしく、おじいさんが唸うなりました。


    「見てみろ」


    「これは……」


    　レンズの向こうに見えるグミの細胞は、活発に動いていました。


    　しかも、それだけではなく……。


    「……ええええっ、なんですこれ？」


    「グミは何で作るものなんだね。寒かん天てんか？」


    「いえ、ゼラチンです。砂糖とか果汁も入れますけど」


    「ならタンパク質だろう。タンパク質は知っているな？」


    「人間の体をつくる上でも重要な、基本的な化合物です」


    「簡単でいいから、講義してみろ」


    「ええと……」


    　知りうる限りの知識を動員して、簡潔に説明します。


    　もっとも、おじいさんはすでに知っていることばかりのはずですが。


    



    　タンパク質は、生物にとって基本となる部品（高分子化合物）です。


    　たとえば人間なら、皮ひ膚ふから筋肉から酵素から何から何までが、タンパク質で作られています。


    　タンパク質の材料は、だいたい二十種類のアミノ酸。


    　基本部品のようなものです。


    　組み合わせによって、巨大で立体的な化合物になる、これがタンパク質。


    　しかしただ巨大化して、漂ただようだけのものではありません。


    　形に応じた機能を持ちます。


    　多種多様な機能のタンパク質が活動している限り、体内に血液の循じゆん環かんが維持され、脳が活動し、代謝が起こり、消化分解ができるのです。


    　ナノマシンってご存じでしょうか？


    　人間が作った超小型ロボットのことです。


    　極ごく小しようのロボットなら、体内で治ち療りよう活動などを行おこなうことも可能です。


    　タンパク質もこれと似たようなもの。


    



    「結構。まあ、そのくらいでいい」


    「しかしこれはタンパク質とは少し違う気がしますよ……？」


    　タンパク質はあまりに小さいため、肉眼で観察することはできません。


    　高性能の顕けん微び鏡きようが必要です。


    　レンズで拡大するだけでは駄だ目めで、電子的な方法によって構造情報を読み取り、画像を出力しなければならないのです。


    　電子的方法というのはちょっと厄やつ介かいで、装置が大がかりになります。


    　科学的透視機能がなければ、高分解性能を持つ顕微鏡をこの通常サイズにとどめることは不可能だった、らしいです。


    　妖精さんも凄すごいですが、人間もまあまあやるものです。


    「で、このグミの有あり様さまはいったい？」


    　拡大されたグミは、わたしたちの知るタンパク質とは異なり、四角い色タイルのようなものが無数に繫つながったものによって、構成されていました。


    　それはやけに平面的で、なんというかその、もうこの言葉を使うのは躊躇ためらわれるんですが…………ドット的でした。


    「高分子化合物か、それに類するものであるには違いあるまい」


    「でもこんなのは見たことがありません」


    「しかしな、おまえの顔だって……」


    「わ、わたしの顔がどうだと？」


    「妙に輪りん郭かくがカクカクとして、シャギが目立つ」


    「ひどい！」


    「シャギ取り……アンチエイリアスをかけていないだろう」


    「傷つきます！」


    「おまえ、もしかしてひとりだけピクセルが粗あらいんじゃないか？」


    「そんなことはありません！　ちょっと賢さが足りていないだけです！　だから、描画にアラが目立つんです……」


    「駄目じゃん」


    　わたしは頭を抱えました。


    「メモリ空間が……高速演算が……プロセッサのコストが……」


    「日ひ頃ごろから努力して経験値を稼かせがないからそういうことになるのだ」


    「里に戻ってからいろいろ体験しているのに、レベル２というのは自分でも納得いかないんですが」


    「いや、あのくらいの経験では、そのくらいのレベルなのだろう」


    「人生って塩しお辛からい……」


    　一生かかってレベル４とか５とか、そういう世界なんでしょうか。


    「と、とにかく今はグミです」


    　ドット状の細かい化合物は、自身が活発に動いていました。


    　この働きが、グミを活動させる原動力となっているのでしょう。


    「……グミだけでしょうか、この異変は」


    「いいや、違うだろうな」


    　おじいさんが重々しく言います。


    「断じて、そうではあるまい」


    　その背後に、暗雲が垂れ込めた気がしました。


    「で、では」喉のどの渇きを覚えながら、わたしは問います。「他ほかの、生き物も？」


    「それを調べる、簡単な方法がある」


    「な、なんですか……」


    　おじいさんの目が、マッドサイエンティストっぽくグワッと拡大しました。


    「人間の細胞で、調べればよい！」


    　うわあ。


    　ついに、もっとも目を背そむけたい部分に、メスが入ってしまうようです。


    　そして──


    「ひててて……」


    　細胞はどこでもよかったのですが、活発に動いていそうなベロから採取しました。


    　パンチマシーンみたいなもので細胞を採取するんですが、チクリとするのです。


    　おじいさんはサンプルから手早く試料を作り、顕けん微び鏡きようにセットしました。


    「……これは刺激的だな」


    　わたしにも見ろと、顎あごで示しました。


    　顕微鏡のレンズの向こうには、さっきよりもずっとはちゃめちゃな世界が広がっていました。


    「驚きよう異いの小宇宙、肉体！」


    　どこからともなく、科学啓けい蒙もう的てきなＢＧＭ（シンセサイザー）が流れてきます。


    　化合物の種類も、個々の複雑さも、グミとは段違い。


    　ある化合物は偶然にも、配管工事業者をデフォルメしたような姿をしていました。


    　また別のものは、偶然の悪戯いたずらか、ヘルメットをかぶった探検家のような姿を。


    　そしてまた別のものは、剣を持った勇者のような形状。もちろん偶然のはず。


    　宇宙戦せん闘とう機きや、ヘリコプターのようなもの。


    　剣やブーメラン、ハートやコインといった、人間のように見えないものも多く配置されていました。
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    「色数は乏とぼしいようですね」


    「化合物の構成要素が、タンパク質と同様、数種類しかないせいだろう。ただし組み合わせによる種類は膨ぼう大だいだ」


    「このひとつひとつが……実際のタンパク質でいうところの、ペプシンとかヘモグロビンとかライノウイルスだったりするんでしょうか……」


    「最後のは風か邪ぜのウイルスだぞ」


    「どうも、やっぱり、全体的な異変が進行しているっぽいですね」


    「それも分子レベルでな」


    　舌先のほんの一部だけでも、これだけ変化が起きているのです。


    「地域全体、ことによっては世界そのものが変質している可能性もある」


    「超びっくりしました」


    「これをワンパク質と命名することにした」


    「ワンパク質……」


    「でも報告はするなよ」


    「な、なぜです？」


    「……自然におさまるのを待つ方がいいだろう。立場的に」


    　おじいさんが黒かったです……。


    「どう見ても童話災害だぞ」


    　童話災害。妖精さん絡がらみのトラブルで、被害が人間に及ぶ規模のものを言います。


    「おお……」わたしはビビって、思わずのけぞります。「でも、それは調ちよう停てい役としてあまりにも無責任なのでは？」


    「大だい丈じよう夫ぶだ。彼らの悪戯いたずらは、致命的なことにはならない。だからいつか絶対に元に戻る」


    「戻らないまま安定した例も、多々あると思いますが……」


    「安定するならよかろう」


    「こ、事なかれ主義です……」


    　でも妖精さん自身は、わからないと言っていたのです。


    　事実上の責任者不在であり、いずれ沈静化した際には、必ずやスケープゴートが必要とされるはずでした。


    「わたしは……聖書に出てくる羊や、イリアスに出てくる牛のように、ホイホイと生いけ贄にえに捧ささげられるのはごめんですよ！」


    「なら、原因を究明してみるか？　できるのか？」


    　わたしは言葉に詰まって、顕けん微び鏡きようの前に座りました。


    　ワンパク質のふるまいをじっくり観察します。


    「まあ、頑張ってみることだ」


    



    



    　延々と細胞をとっては調べるという作業を繰くり返すうち、夜になってしまいました。


    「う……目がシブシブする……」


    　長時間、レンズをのぞきすぎたせいでしょう。


    　おかげで多少ワンパク質に対する理解も深めることができました。


    　ワンパク質は多くの点で、タンパク質と似ているようです。


    　たとえば免めん疫えき反応。


    　抗こう体たいが病原菌を無効化し、体を病気から守るように、ワンパク質も様々な攻こう撃げき手段によって抗こう原げんを排除しています。


    　それが銃だの剣だの魔ま法ほうだのに見えている、というわけです。


    　タンパク質は、様々な化学反応や、神経伝達などにも関かかわります。


    　ワンパク質の中にも、抗体として敵を殲せん滅めつしながら経験を蓄積し、お使いをするように各所を放浪するものが存在します。こうした冒険者タイプのワンパク質は、ときに神経伝達物質のようにも振る舞います。


    　栄養素を集め、輸送するワンパク質も発見しました。そういうものは、高速で移動するためか、四輪車や二輪車に似た姿をしていました。


    　他ほかにもいろいろあるのでしょうが、わたしの能力が顕微鏡様の性能に追いつかず、このあたりまで調べるのが限界でした。


    　活動性が高いということは、毒性も極きわめて強いということです。


    　本来なら、人間にとっては有害極まりない物質のはずです。


    　ただ同時に、強い毒性は膨ぼう大だいなエネルギーをも意味します。


    　強力な免めん疫えき機能によって毒性が分解された結果、デタラメな現象を実現してしまうエネルギーが生まれてくるのでしょう。というかもう、そういうことにしといてください。


    　建築物消失事件の原因も目星がつきました。


    　原因はやはりワンパク質。特にドットの連結数が少ない、最小単位のワンパク質に、その秘密は隠されていたのです。


    「ワンパク質にも、ペプチドにあたるものがあったということか」


    　夕食時に報告すると、おじいさんはすぐに興味を示しました。


    「そうですね。そんな感じだと思います」


    　ペプチドというのは、簡単に説明すれば、アミノ酸の数が少ないタンパク質のことです。


    「どんな形をしていた？」


    「……おじいさん、テトロミノって知ってます？」


    「知ってるとも。正方形をいくつか繫つなげたような形のパズルだ。正方形の数によって呼び方が違うんだ。ドミノなら正方形ふたつだし、五つならペントミノになる。テトロミノなら正方形四つ分だな。そういう形の違うポリオミノを、枠内にぴったりおさめる知的な遊びだろう」


    「まさにそれです。その、テトロミノ」


    「ワンパク質版のペプチドは、テトロミノと似ていたか」


    　スプーンを軽く掲げ、おじいさんが言い切ります。


    「はい……ドット四つが連結して、その並び方でいくつか種類がありまして……まあそれが、こんな感じでして」


    　指先で空中に描いて見せます。
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    「見かけたのは、この七種類でした」


    「ふむ、よろしい。なかなかまともな仕事をしたようだ」


    　おじいさんは上じよう機き嫌げんでした。


    「で、このテトロミノがですね……消えるんですよ。パッと」


    「どんな条件で消える？」


    「……これらが隣りん接せつした時、横一列に隙すき間まなく揃そろうと、その段だけが消えるみたいです」


    「横一列で消える。文字通り消えるのか？」


    「はい」


    　ドットは描画の最小単位です。


    　これ以上は、細かくなりようがない、つまり現実世界における原子とか粒子に近いものです。


    　それが消えるというのは、つまり物理的消滅に等しいわけで。


    「それはかなり大事だな。量子的な問題かもしれんぞ」


    「そういうことですよね……」


    　量子の世界では、とても信じられないような様々な現象が日常的に起こるそうです。


    　ワンパク質の消滅も、そうしたものと似通った面がありました。


    「エネルギッシュであり、かつ不要なものは量子的に消滅させることもできるわけだ。熱も老廃物もすべて。それはおまえ、マクロの世界で何が起きても不思議じゃないぞ」


    「まさにそういうことではないかと……」


    「家が消えるか。なるほどな。で、家が消えないようにするために、何ができると思う？」


    「はあ。一番簡単なのはですね……」


    



    



    　翌朝、わたしは職人さんたちを集めて、対応策を発表しました。


    「レンガを、一列ごとに隙すき間まを作って積む？　よくわかんねぇんですが……」


    「お願いします」


    「……」


    　助手さんがすかさずスケッチブックを立て、図解を示しました。


    　歯抜けの家でした。


    　レンガで一列積むごとに、意図的に隙間をあけた。


    　マッチョな職人さんたちの顔には、困惑しかありません。


    「ど、どうして、そんなことをしないとならねぇんです？　こんな気の抜けた仕事、いやだなぁ俺おれ……」


    「……説明すると、ヤヤコシイことになって……その……すみません」


    「だって、穴だらけのハウスになっちまいますぜ？」


    「そうしないと、たぶん建ててもすぐに消えてしまうと思いますよ？」


    「む……」


    　ワンパク質はすでに、里全域に蔓まん延えんしているようですし。


    　職人会議がはじまりました。


    「どうする？」「風が吹き込むと思うんだが、どうすんのよ？」「強度とかも平気なのか？」「隙間だけ作って、外から目張りをするとか？」


    　結局、


    「……それは、応急処置ってことでいいんですかい？」


    「はあ……そのうち、解決するのではないかと……」


    「わかりやした。じゃ、とりあえずってことで、なんとかやってみます……けど、雨風は吹き込みますよ？」


    「なるべく頑張ってみますので……」


    「何をですかい？」


    「あ、いいえ、なんでもありませんよっ」


    　スケープゴートにならないように、頑張らないと……。


    　こうして計画誘ゆう致ちのための宿舎造りは、急ピッチで進められたのです。


    「ふう、なんとかできましたぜ、若先生」


    　人海戦術によって、わずか半日で三軒の家が完成しました。


    「あとはまあ、町の娘さんたちに内側を整えてもらやぁ……」


    　と、その時でした。


    「なんだあれは！」


    　誰だれかが叫び、空を指さします。


    「飛んでいるぞ！」「生き物じゃないのか？」「鳥や虫とも思えんが……」「化け物か？」「にしてはシンプルだな……」「しかも小せーし」


    　おそるべき空飛ぶ怪物！


    　助手さんが方眼紙を塗り潰つぶして作成してくれた、怪物の姿がこれです！
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    　咄とつ嗟さのことなので、いかな助手さんでも完全には再現できていないかもしれませんね。


    　角の数とか。


    　あとこんなのもいました。
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    　角は二本だったような……？


    　そして特に目を引いたのが、この大型怪物です。
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    　きしょくわるーい。


    　あと横長すぎて描画しにくいので割かつ愛あいしますが、得点の高そうな円えん盤ばんもいました。


    「なんて効率的に不気味な怪物なんだ！」「少ない描画でもなんとなく怪物だってわかる！」「ある意味アリの表現だろう！」「これこそミニマル・アートの臨界点！」「野放図に拡散していく現代空間芸術に対する力強いプロポジションだ！」


    　難しい人たちも騒さわいでいました。


    「おい、やつら、段々とおりてきてないか？」「そう言われてみれば……」「これって大だい丈じよう夫ぶなのかな……」


    　里の人々が次々と表に出て、騒ぎはじめます。


    　誰だれもが呆あつ気けに取られていました。


    　何がはじまるのか、誰にも想像できなかったのです。


    　そんな状況下、怪物が口から放ったのは、こんなものでした。
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    　イトミミズかと思いきや、実は破は壊かい光線です。


    　キュピーン。


    　小気味よい効果音とともに、光線は建築直後の建物の煙突を打ち砕いてしまいました。


    「襲おそいかかってきた！」「侵略者だ！」「エイリアンだ！」


    　クスノキの里は、昼下がりの混乱に包まれます。


    　降りそそぐ破は壊かい光線、編隊を組んで急降下攻こう撃げきを仕掛けてくるザコエイリアン、そして何より恐ろしいのが、大型エイリアンの放つ特殊なビームでした。


    　それは範囲に入った物質を、なんでも吸い上げる光線です。


    　ぎゃらががががが。泥棒ビームが、里の人々にとってのかけがえのないものを奪って行きます。


    「うわーん、わたしの人形がー！」「ぎゃー、あたしの彼氏がー！」「おババのフェイバリット杖つえがー！」「ひーっ、結婚指輪がー！」「うちの猫ちゃんがー！」「わしのかつらがー！」


    　里を略奪の嵐あらしが襲います。


    　これはひどい。


    「ど、どう収拾をはかったらいいの……やっぱり妖精さんの力？」


    　ポケットから引っこ抜いた妖精さんは、丸まってカプセル状態になっていました。


    「妖精さん妖精さんっ、もうクライマックスでいいですから、願いを叶かなえてくださいなっ」


    　しかし妖精さんは眠ったままです。


    「そうだ、周囲が人だらけだから起きないんだ……きゃっ！」


    　足下に破壊光線が落下して、地面がブロック状の破片を巻き上げました。


    　助手さんがわたしの手を引きます。


    　この人はいつでも冷静なのです。


    「……」


    　そして冷静なまま、空中に泥棒されていっちゃいました。


    　ばいばい、と手を振り振り。


    「ちょっとーっ！」


    　助手さんが盗まれてしまった！


    　ドット円えん盤ばんに率いられ、大型エイリアンが数匹、事務所に飛んでいくのが見えました。


    　事務所には妖精さんの道具類が保管してあります。


    　わたしは事務所に向かって猛ダッシュします。


    



    



    　……やられてしまった。


    　妖精さんのシークレットグッズの大半も、すでに奪われたあとでした。


    　事務所のガラクタや書類の大半も、一いつ緒しよに持ち去られていました。


    「これはひどい……」


    「スッキリしたな」


    　おじいさんは無事でした。


    　むしろ余裕。ひとりコーヒーを飲んでいます。


    「私の記き憶おくしている限り、倉庫の書類にはそう重要なものもなかったからな」


    「でも道具が……！」


    「厄やつ介かい払ばらいができたと思うが」


    　いえ、わたしがいつか有効活用できるかと思っていたんです。


    　と心の中でだけ呟つぶやきます。


    「でも助手さんはさらわれてしまいましたから」


    「わかっている。私もさらわれそうになったからな」


    「どうやって逃のがれたんです？」


    　おじいさんは無言で、足下に立てかけてあった散弾銃を持ちあげます。


    「ひええっ」


    「クレー射しや撃げき用の銃だ。円えん盤ばんもいたし、これが競技ならかなりの高得点だったろうな」


    　おじいさんはハイスコア顔で言いました。


    「連中、撃うったらサイコロのような破片を撒まき散らしながら砕けていったわ」


    「そーですか」


    　すごく人生楽しんでる……何も言えない。


    　わたしが脱力しきった頃ころ、来客がありました。


    「先生、ちょいとご相談が」


    



    



    　酒場では、被害者住民による緊きん急きゆう対策会議が行おこなわれていました。


    　大切なものを奪われた人々は、怒いかり心しん頭とうに発していました。


    　普ふ段だんは温厚な、争いを忘れた人々が、今は悪あつ鬼き羅ら刹せつのごとく憎ぞう悪おに顔を歪ゆがめています。


    　これはこわい。


    「……あの腐れ侵略者ども、よくもわしの気に入りの下着を盗みよって。ジワジワと八つ裂きにしてくれるわい」


    　里一番の刺し繡しゆうの名手である、八十歳のおばあちゃんがツバキを飛ばします。


    「あたしのぬいぐるみをとっていくなんて、命知らずがいたものだわ。捕まえたら、生きたまま虫ピンで一匹一匹標本にしてあげるわ」


    　このあいだ九歳の誕生日を迎えて里中の祝福を浴びた、愛され系の少女が呪じゆ詛そを吐はきました。


    「俺おれなんか魂たましいを削りだして書きためた詩作ノートを奪われたんだ。美しい風景の精せい髄ずいを描写したあの傑けつ作さく選せんを返さねぇようなら、タダじゃおかねぇ……」


    　むくつけき男性がギリギリと歯ぎしりをします。


    　酒場は、侵略者に対する怒りで燃え立っていました。


    「で、相談というのは何だね？」


    「ああ、先生。それにお孫さんも。わざわざどうも」


    　被害者の会代表の男性が、当惑を隠しきれない顔で言いました。


    「実はですね、すでにお聞きのことと思いますが、侵略者どもが里を襲おそってきまして」


    「耳にしてるよ。いろいろ盗まれたそうだが」


    「ええ……。で、若い者をやって連中の隠れ家だけは突きとめたんです。それがねぇ、困ったことに古い地下遺跡があるあたりで」


    「地下街かね。連中、あそこを根城にしとるのか？」


    「ええ……ま、遺跡自体はたいして危険でもないんですが、抗議の通じる相手でもなさそうだし、いっそ攻めてしまおうって話になりましてね」


    「戦争か」


    　おじいさんの目がキラリと輝かがやきます。


    「……はあ。といっても、そうひどいことをしようってんじゃないですよ。ちょっとこらしめてやるだけです」


    「外の者は総出で行くのかね？」


    「いえ。後始末をして、モニュメント計画の受け入れ準備を進めないといけません。派遣するのは精鋭だけにしようって話になりまして。ただ……私ども、戦いなんて経験したことがありませんで。得え物ものもありませんし……それで是ぜ非ひ先生に、その……」


    「ふむ。だいたいわかった。武器がいるな」


    「はい、先生のコレクションに手て頃ごろなものがあれば」


    「おい、君」


    　酒場のはじっこに陣取っていた職人たちを呼びつけます。


    「へい先生」


    「例の地下室は無事なのかね？」


    「へい、被害ゼロでさぁ」


    「なら行こうではないか。武器庫を開きに」


    　酒場の人々が一斉に雄お叫たけびをあげました。


    



    



    　おじいさんの武器庫は、里のはずれにある地下室でした。
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    「すごい、なんて武器の数だ……」


    　侵略者討とう伐ばつ隊たいのひとりが呟つぶやきます。


    　石造りの大部屋に、集めに集めた古代武具の数々。


    　自じ慢まんするだけのことはあります。


    　剣、槍やり、弓矢、銃、鎧よろい……数え切れないほどの数です。


    「さあ、自分が使える武器を選ぶんだ。ただ銃は弾がないものも多いし、素人しろうとには扱いにくいだろう。体格に見合った刀剣類と防具がよかろう」


    「こいつはドすごいな！　見ろよ！」


    　青年が叫びながら指したのは、頭のてっぺんから爪つま先さきまでも金属板で覆おおうみたいな、典型的な全身甲かつ冑ちゆうでした。黒地に栄はえる装飾金具は、美術品の風格がありました。


    「それはゴチック式甲冑だな。古ブルゴーニュ戦争当時の貴族の装しよう束ぞくのレプリカだと言われている。惜しい一品だが、里の危機とあらば出そう。重量二十五キロ」


    　すかさずおじいさんが解説を加えました。


    「げ……」


    　若者は冷や汗をかきながら鎧のそばを離はなれました。


    　二十五キロもの金属をまとったら、まともに動けるはずもありません。


    「この剣は破は壊かい力りよくがありそうですな」


    　別のひとりが、壁にかかっていた巨大な剣を手に取りました。


    「むむ、重い……とても装備できん！」


    「これはスコットランドのクレイモー両手剣でな。両手持ちだけあって殺傷力が高く、扱いやすい一品だ。盾たてが持ちにくくなるが」


    「いやいや、こんなものはとても振れない。盾まで持つなんてムリな話だ」


    「この槍やりは？」


    「ヘルムバルテ。西暦一五〇〇年頃ごろのドイツのもので、刃から微弱ながら血液反応が検出されており、人の血を吸った可能性が高い……柄つかの部分はともかく、刃については実物だと言われておる」


    「ひいいっ」


    「この巨大な剣は、人に扱えるものなんですか？」


    「古代の傭よう兵へいランツクネヒトが使っていたものと寸分違たがわず同じものだよ。彼らは派手な格好をして、戦場で散る美学を体現していたそうだ。これは素人しろうとにはとても使いこなせないだろうが」


    「弓なんてどうでしょうね？」


    「イングランド長弓か……それは習熟を要する武器だな。使いこなせば威力、射程距きよ離りとも申し分ない。初期にはマスケット銃より強力だと言われていたんだ。が、おすすめはせんよ」


    「この鎧よろいは軽そうですよ？」


    「古代ギリシャの重装歩兵が用いていたとされる板鎧だよ。屈伸を邪じや魔ませぬよう、下半身は何もつけずに着ていたという、本当か噓うそかわからん話が伝わっているが」


    「フルっすか……それはちょっと……」


    　侵略者討とう伐ばつ隊たいの面々が示す武器や防具は、ことごとく上級者向けのものばかり。


    　素人にも扱えるようなものの方が、むしろ稀け有うなのでしょう。


    　というかおじいさんのコレクションが、大半上級者向けなのは当然です。


    　考えてみれば、名だたる武器や防具なんてものは、本来は厳しい訓練をしてから用いるべきものなのです。


    「このルーン文字がイカす剣はなんです？」


    「それはストームブリンガーだ。虚きよ弱じやく体質でも使える、なかなかの魔剣」


    「いいっすね」


    「ただし使用者の大切な人を殺したり、特定の皇族でないと使えないなどの欠点がある」


    「……」


    「本物かどうか実戦で試してくれるかね？」


    「いや……いいっす」


    　有望な武具は誰だれも装備できませんでした。


    　で、結局。


    「先生、この五人が行きます」


    　五人の勇ましい男女、彼らが身につけた武具は以下の通り。


    



    



    　　なまえ：討伐隊戦士１


    　　　　善-一般人


    　　レベル：１


    　　ちから：７


    　すばやさ：２


    　かしこさ：４


    　　　ＨＰ：27（×）


    　　　ＡＣ：９


    　　　　♂×１


    　１）ＣＵＳＰＩＳ（新石器時代の槍やり）


    　２）ＲＯＢＥＳ（布の服）


    



    



    　　なまえ：討とう伐ばつ隊たい戦士２


    　　　中立-一般人


    　　レベル：１


    　　ちから：４


    　すばやさ：３


    　かしこさ：５


    　　　ＨＰ：12（×）


    　　　ＡＣ：９


    　　　　♀×１


    　１）ＣＯＯＫＩＮＧ　ＳＷＯＲＤ（包丁ソード）


    　２）ＡＰＲＯＮ（調理用前掛け）


    



    



    　　なまえ：討伐隊戦士３


    　　　中立-一般人


    　　レベル：１


    　　ちから：８


    　すばやさ：１


    　かしこさ：２


    　　　ＨＰ：25（×）


    　　　ＡＣ：９


    　　　　♂×１


    　１）ＲＯＤ（棒）


    　２）ＲＯＢＥＳ（布の服）


    



    



    　　なまえ：討伐隊戦士４


    　　　中立-一般人


    　　レベル：１


    　　ちから：４


    　すばやさ：６


    　かしこさ：４


    　　　ＨＰ：14（×）


    　　　ＡＣ：９


    　　　　♂×１


    　１）ＲＯＤ（棒）


    　２）ＲＯＢＥＳ（布の服）


    



    



    　　なまえ：討とう伐ばつ隊たい戦士５


    　　　中立-一般人


    　　レベル：１


    　　ちから：１


    　すばやさ：８


    　かしこさ：８


    　　　ＨＰ：９（×）


    　　　ＡＣ：９


    　　　　♀×１


    　１）ＳＬＩＮＧ（パチンコ）


    　２）ＲＯＢＥＳ（布の服）


    



    　うっわモロ烏う合ごうの衆しゆう、と思ってしまった。


    「勇壮な若者たちだ」


    　おじいさんが無責任な誉ほめ方をします。


    「先生に六人目の闘とう士しとして、隊長をお任せしたいのです」


    「その任務は、経験豊富な孫娘が引き受ける」


    「……へぇ？」


    



    



    　侵略者の迷宮地下一階。


    「……へぇぇ？」


    　気がつくと、わたしたち六人は薄うす暗ぐらい地下に立っていました。


    「隊長、指示をお願いします」


    「……へぇぇぇ!?」


    　兜かぶとがわりのつもりか、マスクをかぶった若者が、わたしに話しかけてきました。


    「し……じ……？」


    「ここの地下に、侵略者たちの拠点があるんです。行って、やっつけてやりましょう」


    「いや、やっつけるといってもですね……」


    　こうしてクォータービューのドット精度で見ると、装備のショボさがよくわかりました。


    　これは……死す。


    　下へ手たをすれば命の危機。


    　そんな予感がギュンギュンします。


    「あっ、さっそく敵みたいよ！　景気づけに倒しましょう！」


    　凶きよう兆ちようをはらんだセリフが炸さく裂れつしていました。


    　五人が考えなしに前に出ます。恐れ知らずです。


    「正体不明の大文字め！」


    　敵は……『Ｄ』でした。


    　いえ、伏せ字ではなく。


    　大文字Ｄが、そっくりそのまま、立っていましてね。


    　鑑かん定てい技能があるせいかどうか、わたしはこれがドラゴンのＤだと直感的に理解しました。


    　本当に昔の、表現力が乏とぼしい頃ころは、こうやって文字や記号をグラフィックがわりに用いていたのでしょう。何にってわたしも知りませんよそんなの。とにかくＤはドラゴンなんです。


    　ただドット精度が高いせいか、ＤはＤでも質感たっぷりに描かれたＤであり、壮絶なまでに無意味だと思いました。


    「う……皆さん、これは逃げた方が……」


    「戦いだぁ！」「ステーキにしてやるわよ！」「やってやんよ！」「おお、マジでとっちめてやんぜ！」「こらしめるという名目でこの世からサヨナラさせてやるわ！」


    　だめこの人たち。やる気しかない。


    　五人はそれぞれの武器を構えて、Ｄに突とつ撃げきします。


    　Ｄが火を噴きます。


    　全員がほぼ同時に倒れました。


    「弱すぎですよねー！」


    　というか敵が強すぎ？


    　わたしは脱だつ兎との如ごとく逃げ……られません。


    　いつの間にか背後に、五つの棺かん桶おけが電車の如く連なっていたのです。鎖くさりで。


    　重い！


    　身動き取れずもがいていると、みるみるＤが迫ります。


    　図解にするとこんな感じです。
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    　％＝階段


    　．＝探たん索さく済みのフロア


    　＃＝通路


    　＠＝わたし


    　Ｄ＝モンスター（ドラゴン）


    



    　昔のグラフィック事情って大変ですねぇ。


    「とか余裕こいてる場合じゃなくて……！」


    　ちょうど前方からＤがやってきていることになります。


    　わたしは階段のある部屋に向かって、必死に足を動かすのですが、棺かん桶おけが重すぎて一ミリも移動できません。


    　Ｄが射程圏内まで迫り、猛火を吐はきます。ブレス攻こう撃げき。


    「きゃーんっ！」


    　そこで一度、わたしは確かに死んだのでした。


    　軽快なゲームオーバー効果音とともに。


    「……あれ？　生きてる？」


    　わたしは無傷で、床に倒れていました。


    　棺桶も五つそのまま。衣服の乱れもなし。


    「どうして？　たしかに焼かれて……」


    　Ｄが再び襲おそいかかってきました。


    「まだいた────っ!?」


    　無我夢中でした。


    　ほとんど動転していたに近い状況で、指先がひっかかったものを反射的に前に突き出しました。たとえそれが画が鋲びようだとしても、同じように行動したでしょう。


    　わたしは、謎なぞのレーザーガンを構えていました。


    「これは助手さんのくれた……これなら！」


    　Ｄが突進してきます。


    　わたしは少しだけ冷静さを取り戻し、引き金をゆっくり絞ったのです。


    　キュピン、と軽い音がして、レーザーがＤの表面でカチンと弾はじかれました。


    「わー、よわーい。かわいい♪」


    　思わず和なごむ弱さ。


    　Ｄも一いつ瞬しゆんだけ止まっていました（呆あきれていたのかも）。


    　しかしすぐに襲いかかってきました。


    「やばやばやばっ」


    　その場であたふたとするばかり。


    「あ、そうだ」


    　棺桶とわたしを繫つなぐ鎖くさりを銃で切断できれば……。


    　しかし焦あせって狙ねらいが定まりません。


    　Ｄ急接近。


    　効きかないことは承知していながら、思わず銃口を前方に向けます。発射。


    　床に大穴があきます。


    　ちょうど突進してきたＤが、穴に落下。


    「穴掘り銃……だったんだ」


    　助手さんはこれを、倉庫から持ち出したに違いありません。


    　絶対に妖精さんのシークレットグッズです。


    　たぶん、デザインが未来銃っぽかったから、とかその程度の理由で。


    　穴の底でＤは暴れていましたが、抜け出すことはできないようです。


    　時間が経たち、穴が自然と埋うまっていきます。


    　なぜ埋まる？


    　と思わないでもないですが、そういうものなのでしょう。


    　穴掘りに見えて、実は押しのけていた空間が閉じたとか、そういう超絶ＳＦ的解釈なんですよ、きっと（てきとう）。


    「助かった……」


    　Ｄが穴に埋まった途と端たん、ファンファーレが連続して鳴り響ひびきました。


    「わっ、今度は何……？」


    　それは何分も続き、いい加減閉口する頃ころになってようやくストップします。


    　レベルアップの効果音だったように思います。


    　パラメーター画面を開いてみると。


    



    　　　中立-見習い学者（ＢＩＳ）


    　　レベル：10


    　　ちから：14


    　すばやさ：13


    　かしこさ：18


    　　　ＨＰ：78（×）


    　　　ＡＣ：７


    　　　　♀×２


    



    「むっちゃパワーアップしてる！」


    　そして『♀』の数がひとつ減っていました。


    「……わからない。この界かい隈わいのルールって」


    　Ｄが高い経験値を持っていたということでしょう。


    　力が増して、棺かん桶おけ五つを引っ張れるようになったわたしは、鎖くさりを肩がけにして、エッチラオッチラ階段まで戻りました。


    「どうやって階段の上まで運ぼう……」


    　とはいえ棺桶を担かついで持ち上がれるほどでもないのです。


    　しばらく途方に暮れていると、閃ひらめきが訪れました。


    



    　描画レベル：低□■□□□□□高


    　　　不条理：低□□□□□□■高


    　　物理演算：自動設定


    　　ジャンル：フルジャンル


    



    「……」


    　しばらく考えて、おもむろに描画レベルのスライダーを動かしてみます。


    　力が高いせいか簡単にスライドさせることができます。


    



    　描画レベル：低□□■□□□□高


    



    　視界がブレました。


    　激しい書き換えが行おこなわれたのです。


    　記号だけで表現されていた迷宮が、いきなり精度最上級の緻ち密みつなクォータービューにチェンジします。


    「……素晴らしい」


    　くすむ岩肌、湿った地面の黒ずみ、壁の微妙な凹おう凸とつ……。


    　リキの入ったグラフィックは、もう幻想世界を実写化したような重厚さでした。


    　16ビットどころじゃありません。


    　想像もつかない美術レベルです。


    　迷宮内でこれなら、外に出たら超絶美び麗れいグラフィックの世界になっていそう。


    　輝かがやく森とか、照り返す湖面とか、牧歌的な街並みとか。


    　ドット技術、極限への挑戦！


    　手鏡を取り出し、自分の顔を眺めてみます。


    「まっ！」


    　これはよろしい。とてもよろしい。


    　リアル思考が極限まで達したため、顔グラフィックの描写にも凄すご味みが出ています。


    　大人っぽく見えるし、全体的に三割増しくらいになっています。


    　デキる大人の女がそこにいました。


    「そーかー。レベル10ともなると、こうなのか」


    　しかも描画レベルにはまだ上があります。


    「……」


    　もう一段階、引きあげてみちゃいましょう。


    



    　描画レベル：低□□□■□□□高


    



    「さあ、どんな超技巧の世界が……？」


    　ドキドキしながら表示の更新を待っていると……。


    　手鏡の中でいきなり、わたしの顔が角ばりました。
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    「ぎょぎょ─────っ！」


    　さっきまでの美人、面おも影かげもなし。


    　角ばって角ばって、もひとつオマケに角ばって、曲線一切ナシ！


    　直線のみで構成された、人間の顔とも思えない、不気味なカクバリ女がそこにいました。


    　肌の色も陰影がなくなり、ほとんど単色です。


    　子どものラクガキよりひどい……。


    　変化は全身に及び、手なども直方体を連結して表現されているじゃないですか。


    「いったいどういうこと？」


    　迷路も、単純な３Ｄ迷路に切り替わっています。


    「……なんで？」


    　描画レベルを上げたのに、なぜ劣化するんでしょう。


    



    　描画レベル：低□□□□■□□高


    



    　真実を求めて、さらに描画レベルを上げます。


    　スライダーは接着したみたいに重くなっていて、今の力ではこれが限度のよう。


    　大きな変化がありました。


    　わたしの顔も、さっきより格段に表現が細かくなり、カクカクは大きく改善されました。


    　のっぺりとした皮ひ膚ふにも、ましな彩色が施ほどこされていました。


    「でもさっきの方がよっぽどいい。どうして？」


    　描画レベルは上がっているはずなのに。


    　自分の顔に触れてみると、表面にフィルムのようなものが張りついているようです。


    　それはペリペリとはがすことができました。


    　下からは、単色のっぺり顔がのぞいていました。


    「っ！」


    　フィルムを顔に押しつけます。


    　表面にデータを貼はり付けることで、表現をましにしているのだと気付きました。


    「わかった……ドットより立体映像の方が高度とされているんだ……」


    　迷路の変化も似たようなものです。


    　悪くないけど、最上級のドット絵には劣おとる気がしました。


    　どことなく角ばった、ぎこちない感じは拭ぬぐえないのです。


    「ああ、ポリゴン……ポリゴンですか」


    　はじめて聞く単語が脳裏に浮かびます。


    　さっきのわたしは１００ポリゴンくらいだそうです。


    　今は５００ポリゴン。


    　ポリゴン数が増えれば増えるほど、リアル度は向上するそうです。


    「これはつまり……」


    



    　レベルアップ


    　　↓


    　ちから、かしこさ上昇


    　　↓


    　描画レベル変更


    　　↓


    　超リアル美女に変身！　ビューティー！


    



    「!!」


    　ピコーン、と電球が頭上に灯ともりました。


    　比ひ[image: ]ゆじゃなくて本当に、ポリゴンのエフェクトで。


    「……でもひとりじゃ経験値稼かせぎなんてムリですよね」


    　肩をすくめます。


    「そーんなこと、ないです!?」


    　妖精さん（１５０ポリゴン）が復活しました。


    「あ、ちゃんと妖精さんっぽいですね！」


    「ぼくら、せんがすくないですゆえ」


    　妖精さんはえへんと胸を張ります。


    「ぼくら、しょうかんしてくれたらば、ただばたらきしますです？」


    「タダ働き……」


    「にんげんさんの、どれーにしてして」


    「召しよう喚かんってどうやるんですか？」


    「まほー？」


    「魔ま法ほうって……」


    



    　パラメーター画面に、魔法欄らんがありました。


    



    　ＭＡＧＥ　６／６／５／５／４／０／０


    　ＰＲＳＴ　５／６／６／４／４／０／０


    



    「じゅもん、じゅもん！」


    　妖精さんが飛び跳ねます。


    　覚えている呪じゆ文もんを表示してみました。


    　僧そう侶りよ系呪文一覧がざっと表示されます。


    　呪文は最大７レベルまであり、各レベルごとに使用回数が決まっているようです。


    　レベル１が五回、レベル２が六回、レベル３が六回……という具合。


    　気になる呪文の種類は、


    



    　レベル１／なし


    　レベル２／なし


    　レベル３／なし


    　レベル４／なし


    　レベル５／召しよう喚かんの術


    



    「ひとつしか覚えてませんよ？」


    「にんげんさん、むしゅーきょー？」


    「え、僧そう侶りよ系ってそういう意味なの？」


    「そうりょけいは、かみさま、しんじてなきゃです」


    　このパラメーターはほとんど意味がないことが判明。


    　対して魔ま法ほう使い系呪じゆ文もんは充実していました。


    「使ってみましょうか。炎の呪文、えいっ！」


    　ぽす、と落ちてきたのは、オイル瓶びんと一冊の本。


    「なになに……ファイアーマジックの極ごく意い！　炎を扱った手品では揮き発はつ性せいの高いオイルを使用し…………そーれ！」


    　わたしはオイルと本を遠くに放り捨てます。


    　妖精さんがこともなげに言います。


    「まほうつかいけいは、てじなです」


    「確かにマジックですけどね」


    　まともに使えるのは、召喚魔法だけのようです。


    「では、それをとなえて、なかまよぶです」


    　わたしは召喚の術を使用してみます。


    「妖精さんかもーん」


    「はーい！」


    　わたしの胸元から、妖精さんがぽーんと飛び出してきました。


    「……なんてっ……ところ……からっ！」


    「きにせなんで」


    　胸元を片手で押さえながら、再び召喚。


    「……妖精さんかもーん」


    「はーい！」


    　壁の穴から妖精さんが出てきました。


    「かもーん」


    「はーい！」


    　迷宮の奥から転がってきたカプセルが、弾はじけるように妖精さんになりました。


    「かもーん」


    「はーい！」


    　天井付近から落らつ下か傘さんで降下してきました。


    　四度の使用で魔力切れ。でも妖精さんが五人も揃そろいました。


    「いやいやいやいやいや、どーもどーも」「きましたなー」「なにかはじまるよかんがしますな」「わくわくですぞ」「ぼくらの、じだいが、きますな」


    　妖精さんたちに問います。


    「で、皆さんは、 バトル関係はいかほどの強さなんですか？」


    　妖精さんたちは無表情のまま、フッと黄昏たそがれます。


    「こないだ、かぶとむしにまけました」「くわがたに、かんぜんはいぼく」「ぼく、かなぶんにいじめられてます？」「とんぼにかつあげされてます」「かまきりの、ぱしりです？」


    「駄だ目め……冒険中断」


    　階段をのぼろうとするわたしを、妖精さんたちが引き留めます。


    「まーまー」「ものはためしでは？」


    「いや、あなたがた、虫に負けすぎ」


    



    「じゅもん、つかえまっせ？」


    「え？」


    「まほーつかいけーだ」「とくいとくい」「おためししてみて？」


    「じゃあパラメーター画面を見せてくださいな」


    「……ついに、みられちゃうかー」


    　妖精さんのパラメーター画面が表示されました。


    「個人情報、拝見」


    



    　　　　善-無職（[image: ]）


    　　レベル：４７９


    　　ちから：１


    　すばやさ：18


    　かしこさ：１


    　　　ＨＰ：[image: ]（×）


    　　　ＡＣ：-9


    　　　　＊×∞


    　ＭＡＧＥ　９／９／９／９／９／９／９


    　ＰＲＳＴ　０／０／０／０／０／０／０


    



    「わぁお」


    　すっごいパラメーター。


    　ちからなどの項目の最大値は18みたいですね、これ。


    　レベルカンストはなし？


    　ＡＣ低い。


    　ヒットポイントが無効になってるのはどういうわけ？


    　何かが無限になっているっぽい。


    　要するに死なないということかしら……。


    　魔ま法ほうがいっぱい。


    「でも手品なんでしょう？」


    「はいな」「てじなです？」「ごめーんね、と」「でもてじな、おもろーでは？」「てじなではっぴーなるです？」


    「でも手品でドラゴンは倒せませんよ」


    「そうだっけ？」「どうだっけ？」「なんだっけなんだっけ？」「わからぬ」「ためせばよろし」


    　話し合い。


    　妖精さん代表が結論を言います。


    「おためし、するです」


    「……わざわざモンスターと遭そう遇ぐうしないといけないの？」


    「てれぽっぽ」


    　妖精さんが呪じゆ文もんを唱えました。


    　次の瞬しゆん間かん、唐突にわたしたちは暗い場所にいました。


    　さっきよりも暗い場所でした。


    　空気も冷えて、乾いていました。


    　そしてずっと不気味で、危険そうな場所に思えます。


    「あの……妖精さん？　います？」


    「いまっせ」「いるです」「ここに」「おそばに」「いつもみてます」


    　よかった、全員いた。


    「今のはどういう現象ですか？　ここどこ？」


    「ここは……」


    



    　地下十階。


    



    「ひえぇぇぇぇぇ……」


    　さっきのは瞬しゆん間かん移動の呪じゆ文もんだったのです。


    「て、手品なんじゃなかったの？」


    「しゅんかんいどうの、てじなですが？」


    「それは手品じゃない！」


    「こんなものよね？」「ねー？」「げんりてきには、てじなよ？」


    「うそだ……」


    「どらごん、いたー」


    「げ、うそ」


    　現れたのはＤ……ではなく、３～４００ポリゴンくらいでちゃんとモデリングされたドラゴンでした。


    　数はなんと七頭！


    　竜の群れがのすのすと歩いてくる光景は、別の言い方をするなら『楽しいＢＢＱはじまりだよ！（但ただし肉の方）』と同義でした。


    「ちょっと妖精さん……これはかなりデンジャーなのでは？」


    「れべる７、かくばくはつのてじな、つかいますぞ？」


    「核って言ったの今？」


    　言葉のキャッチボールもなしに、妖精さんは呪文を詠えい唱しようしはじめます。


    「といれに、いっといれ（核爆）」


    　竜七頭が爆発しました。


    　小さなキノコ雲。核爆発でした。


    「手品って、あなたこれ……」


    　放射能てんこもりの熱風が、迷宮内に凄すさまじい衝しよう撃げき波はを巻き起こしました。


    　核爆発は狭い迷宮内部で、空気を押しのけながら急速に広がり、苛か烈れつな破は壊かいの嵐あらしを通路という通路に充じゆう溢いつさせます。


    　高熱と衝撃の乱流の中で、あらゆる生物は木こっ端ぱ同然にもみくちゃにされるしかないのです。


    　わたしも例外ではありませんでした。


    　熱波に包まれると、眼球が一いつ瞬しゆんで濁にごって何も見えなくなりました。


    　強い衝撃波がわたしを空中に放り投げます。


    　肺はパァン。手足ポキッ。縦にも横にも高速回転。


    　壁にバウンド、天井にバウンド、床にバウンド。


    　レベルアップのファンファーレをレクイエムに聞きながら、わたしは意識を失ったのです──


    



    　　　中立-見習い学者（ＢＩＳ）


    　　レベル：13


    　　ちから：16


    　すばやさ：14


    　かしこさ：18


    　　　ＨＰ：１１８（×）


    　　　ＡＣ：７


    　　　　♀×１


    



    「狭い場所で核爆発なんて起こしたらああなるのが当然でしょ！」


    「あー……」


    「あんなん手品じゃないですよ！」


    「てじなですが」「なー？」「たねもしかけもございませぬ」「にんげんさんに、ごしつもんあり？」


    「何です？」


    「こんふぃぐ、いかほど？」


    　他ほかの妖精さんたちも、騒さわぎ出します。


    「せってー、ずれてる？」「りあるすぎでは？」「りあるだけがせいぎじゃないです」「かくにんするです？」


    「リアル？」


    



    　描画レベル：低□□□□■□□高


    　　　不条理：低■□□□□□□高


    　　物理演算：あり


    　　ジャンル：フルジャンル


    



    「あっ、なんかパラメーターが変動しちゃってる……」


    　いろいろ遊んでいる時に、間違えて設定を変更してしまったようです。


    　知らない間に設定をいじってしまうから、タッチ式インターフェースは厄やつ介かい。


    　確認した限り、不条理レベルが極きよく端たんに低くなり、物理演算がＯＮになっていたようです。


    「不条理レベルが低いと、どうなるんでしょ？」


    「しりあすになる」「すとーりーがくらくなる」「きれいごとがなくなる」「しゃれですまなくなる」「ばくはつおちでほんとにしぬ」


    「……」


    　いいこといっこもない。


    　やけにゴア（残ざん酷こく）な死に方だったのはそのせいですか……。


    「ドットのゴア表現は見逃されるかもですけど、ポリゴンのゴア表現はレーティング対象ですよ」


    「こどものじんかくが、はかいされるです？」


    「されます」


    　妖精さんはぶるっと震ふるえました。


    「低いのはわかりましたけど、不条理レベルは高いとどうなるんですか？」


    「ぎゃぐになる」


    「……」


    　精神的疲労をともなう納得。


    　不条理だったら黒こげになるようなことも、リアルでは爆死するわけですか。そうですか。


    　まず物理演算をカット。


    　物理演算って、なんかバウンドが激しくなってこわい……。


    「これも、これも」


    　妖精さんが手元によじのぼってきて、ＨＰ横の赤い×印を示します。


    　指先でタッチすると、×が消えてＨＰ表示が有効に。


    「あっ、そういうことだったんですか！」


    　ライフ制か残機制か選べる仕様だったようです。


    　どうりでやたら一発死にするわけです。


    「わっかりにく……」


    　あとは不条理レベルをいじって、最後です。


    　と、そこに、白銀の甲かつ冑ちゆうをまとった剣士があらわれました。


    「……どちらさま？」


    「我わが名はシルバーナイト。愚おろかなる人間ども、よくぞこの地下十階に辿たどり着いた。人間に心開きながらも無む惨ざんに殺された妹の恨うらみ、今こそ償つぐなってもらうぞ！」


    　シリアスな人がやってきちゃいました。


    「そして俺おれも貴様等らの愛する者どもを殺してきた……我々はもはや、互いに殺しあうしかないのだ……さあ武器を取れ。決着の刻とき！」


    「えい」


    



    　　　不条理：低□□□□□□■高


    



    「ま、本当は脳内妹なんすけどねー」


    　騎き士しは抑揚のない声で言いました。


    「とやー」


    　妖精さんが漆しつ黒こくの騎士に投石します。


    　石が当たると、妖精さんは１ＥＸＰを入手するとともに、騎士の鎧よろいが砕け散ってパンツ一丁の男があらわれました。


    [image: ]


    「うおっ、なんだぁこりゃあ！」


    　ガニマタで叫ぶ姿は、完全にギャグ界の住人。


    



    「やっちゃってください」


    「あーい」


    　妖精さんが呪じゆ文もんを唱えます。


    「ちゅうごく、いっちゃいな（核爆）」


    「ぎゃー！」


    　あまりの寒さに核爆発が起こり、白銀の騎士はどこかに飛んでいってしまいました。


    「ごほっ、ごほっ」


    　不条理レベル設定のおかげで、危険な衝しよう撃げき波はもほとんど起こらず、ゴア表現もなく、煙たいのを浴びただけで済みました。


    「そうそう、こういうのでいいんですよ。戦せん闘とうなんてつらいだけですからね」


    　しかも今の騎士、経験値が異様に高かったようです。


    　わたしはまたレベルアップしてしまいました。


    



    　描画レベル：低□□□□□■□高


    



    　さっそくグラフィックレベルを引きあげました。


    　わたしは３０００ポリゴンに達しました。


    「おお……これはジョリーグッドですよ」


    　サブキャラでさえ美形にしてしまう美び麗れいなグラフィックは、わたしを『雰ふん囲い気き絶世の美女』にしてくれました。


    　はっきり言っていけてる。


    　今度、派手な服でも作りましょう。


    　足下で横一列に並んだ妖精さんたちが、不安そうにこちらを見上げています。


    　そのかおを見て、わたしはビクッとしました。


    「眉まゆだけが……太くなってる！」


    　妖精さんたちの眉だけが、不自然にリアルに、ぶっとく、雄お々おしく、毛深く、なっていたのでした。


    「ひー」わたしは両手で頰ほおを支えます。「眉の描画だけが！　美び麗れいに！」


    「にんげんさん……」


    　しかし妖精さんたち自身は別のことが気になるようで、おずおずと口を開きます。


    「なんでしょう」


    「にんげんさんのおかおが、ちょっぴり……」


    「わたしの顔？」


    「……ばたくさい」


    「うっ」


    　ショックを受け、迷宮の壁にもたれかかりました。


    「西洋風の表現における美女は、そうなんです……」


    「きょうふをかんじるです」「ほんわかしたい」「りあるもたいへんだ」


    「……それは、まだポリゴンが足りてないからです」


    　わたしは決めつけます。


    「ポリゴンの多さは表現力の多さ。たとえばわたしがロボットだったら、３０００ポリゴンもあれば素晴らしいメカ表現が可能だったはずですよ。でも人間という曲線で構成されている存在は、より多くのポリゴンを必要とするんです」


    「「「「「おー」」」」」


    「だからレベルアップして、ちからを上げて、描画レベルを最大にまで持っていけば……ほんわか癒いやしの時が訪れるはずですよ」


    「「「「「おおー」」」」」


    　そのためには経験値稼かせぎが必要でした。


    



    「いいわけしても、いいわけ？（核爆）」


    「いたちの、おいたち（核爆）」


    「ばった、がんばった（核爆）」


    



    　殺さつ戮りくの嵐あらしでした。


    「レベルが上がらない……なぜでしょ」


    「けいけんちが、すくないのでは？」


    「地下十階ですよ？　ここ以上に経験値の高い敵なんているんですか？　このフロアでもっとも経験値のもらえる──」


    「てれぽっぽ」


    　わたしたちはまたワープしました。


    



    　地下百階～断層に呑のみこまれた古代超科学文明の遺跡～


    



    　そこは壁も天井も床も、赤黒い肉にく塊かいで隙すき間まなく覆おおわれていました。


    「と……」


    　不気味な光景に、震ふるえ上がります。


    「とんでもないところに連れてこられたー！」


    　天井や壁からはピチャピチャと粘液がしたたり、床をヌラヌラと内臓みたいに濡ぬらしていました。


    　明らかに雰ふん囲い気きが、今までとは異なっています。


    　壁の材質は金属のような有機物のような、赤黒いゲル状の物質。


    　命あるもののように、ゆっくりと蠢うごめいていました。


    「ここは、なかなか」


    　妖精さんは余裕。


    「これ、人間の遺跡……エイリアンとかじゃなくて？」


    「にんげんさんですが」「ちょーむかしの」「ちょーちょーむかしの」「とーいむかしの」


    「信じられないくらい悪あく趣しゆ味み」


    「さいしょから、こういうわけでは」「へんしつしてしもうたです」「きょくげんかんきょうかだから？」


    「極限環境下？」


    「すぐした、まぐま」


    「ごほっ！」


    　命の危機！


    「危なくないですか？」


    「ふつう？」「よゆう？」「ばかんすに、さいてき？」


    「緊きん急きゆう時じ、ちゃんと帰れるのかな……」


    「てれぽっぽすれば」


    　ＯＫ、妖精さんがなんかのはずみでいなくなったら、完全遭そう難なんってことですね。


    「……いなくならないでくださいね」


    「できるだけ」


    　妖精さんは邪気のないぽややんとした顔で言います。


    　わたしは不安になります。


    「分裂してくれます？　ひとりでいいので」


    「え……」「しょうかんじゃ、だめ？」


    「もう魔ま法ほうの回数がないですよわたし」


    「あ、そか」「もうてんだ」「じゃあ、やる？」「やるです？」「やりよる」


    　代表さんが言い放ちます。


    「まんいんでんしゃで、ふえます」


    　妖精さんたちは、どこからともなくティッシュ箱を持ってきて（なぜか）、紙工作で電車に改造しました。


    　三さん文もん芝居のはじまりです。


    　スーツ姿に着替えた妖精さんたちが、その紙電車に次々と飛び込みます。五人も入ると、もう満杯。


    「まんしゃです？」「きつきつ」「おさないでー」「でるー」「つりかわー」


    　妖精さんがぴょんと飛び跳ねます。


    「さっそく、けいけんち、かせがれまするか？」


    「敵はいるんですか？」


    「はいな」


    「この壁、すごく有機的な材質でできてるなあ……」


    　そういう技術があったのは知っていますが。


    　そういえば、照明もついているのです。


    　白い光ではなく、ゲル越しの赤黒い照明ではありますが。


    「エネルギーはどこから得ているんだろう」


    「ちねつ？」「あつりょく？」


    「ああ、そうか……」


    「あ、きたー」


    　妖精さんたちがぱっと散ります。


    　通路の向こうから、赤黒い肉にく塊かいが這はい寄ってきます。


    　壁の材質と似ていました。


    「たいわん、いきたいわん（核爆）」


    　肉塊は怯ひるみましたが、倒れません。強敵です。


    「つよーい」


    「あのきちょいの、いったいなんです？」


    「そうじき？」「やせいかした？」「おかしくなっちゃったです」


    　ああ、そういう……。


    「家具や機材がない理由、わかっちゃった……ふーん」


    「てじな、ききませんぞ」


    　途と端たんに、わたしはわたわたとします。


    「転送！　転送！」


    「てれぽっぽ」


    　転送は起こりません。


    「てんそう、きんしっぽい？」


    「ぎゃー！」


    　妖精さんたちを拾って、猛ダッシュで逃げました。


    　前からもアメーバが出てきました。


    「の─────っ！」


    　あちらこちら逃げて、ひとつだけ扉を発見します。


    　肉壁に埋うもれた扉は、やはり肉肉しいツクりでしたが、かろうじてまだ扉でした。


    　このフロアももとはちゃんと電気制御された建材だったはず。


    　長年のエラーが重なって、こんなになっちゃったようです。


    「電子キー！　妖精さん、これ開けて！　ピキーンって開けて！」


    「ぴっきーん！　……ぐ（核爆）」


    　爆発が起こりました。


    「寒いこと言うと爆発するでしょー！　気をつけて！」


    「すいませー」


    　反省した妖精さんは、電子キーにするっと侵入して、一秒でロックを解除。


    　室内に慎重に飛び込み、扉を閉めます。


    　幸い敵も棲せい息そくしてはおらず、ほっと一息。


    　部屋には機材が残っていました。


    　腐食したり劣化している様子さえありません。


    　使えるアイテムがあるかも……。


    　鑑かん定てい技能の冴さえ。わたしの目は、ひとつの物体にとまります。


    「これは」


    　わたしはその道具を手に取ります。


    　なぜこれが役立つのかはわかりません。


    　ただ、これはモンスターに強い効果を発揮することだけがイメージできました。


    　そのアイテムとは──


    「かいてんするやいば、かっこよしです？」


    「……いやあ、どうでしょ」


    　──フードプロセッサー、です。


    



    



    　フードプロセッサーは超強力な攻こう撃げきアイテムでした。


    　とても武器とは思えない、この道具をどう用いてどう倒したのかは記き憶おくにありません。


    　とにかく倒しました。


    



    　どうぐ → つかう → ふーどぷろせっさー


    



    　で倒しました。


    　出会う深層の敵は皆、一発で倒すことができました。


    　アメーバを倒したあとは、必ず持ち物に『迷宮ジュース』なるアイテムが追加されていましたが、全部捨てました。


    　上への階段を探してうろうろしているうちに、レベルは次々と上昇。


    　能力値が上がったり下がったりとヒヤヒヤする仕様でしたが、レベル25に達する頃ころ、ついにちからは18（たぶん限界値）に達したのです。


    　数階ほど上に移動し、金属や石の迷宮に出ました。


    　ここにもいろいろな深層モンスターが棲息していましたが、


    「ぶどう、ひとつぶどう！（核爆）」


    　それは妖精さんが片づけてくれました。


    「では最後のスライダーを動かしましょう」


    



    　描画レベル：低□□□□□■□高


    　　↓↓↓


    　描画レベル：低□□□□□□■高


    



    「お……！」


    　ついに、わたしは１００００ポリゴンの女でした。


    「やった」


    　鏡に映るわたしの姿は、なんだかキラキラと輝かがやいていました。


    「……ほとんど別人のような気もするなぁ」


    　画像をじかに加工して美人にしたような違和感は拭ぬぐえません。


    「でもめちゃくちゃかっこいいなぁ。もうこれで生きよう」


    　超美び麗れいグラフィックの処理上の負荷は凄すさまじいものらしく、ひんぱんに動作がぎこちなくなりますが、些さ細さいな問題でした。


    「妖精さん、どうもありがと──ぎゃ───っ！」


    　愛らしい妖精さんの姿はありません。


    　かわりに、五匹のモンスターがそこにいました。
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    「げっげっげ、どうしたんだい姐ねえさん……俺おれらのツラになんかついてるかい」


    　子どもほどの背せ丈たけでありながら頑強な肉体を持つ、三角帽のノームがことさら下品な口調で言いました。


    「キシャー！　てめぇのツラがマズくて、吐はきそうなんだよ！　決まってらぁ！」


    　すかさず悪態をついたのは、小さな半魚人のような姿のグレムリンです。


    　嚙かんでいたガムをペッと吐き出すとノームに飛びかかっていきました。


    「ヒャッハー！　コロセ、コロセ！　オレは今日はまだ血を見てねぇんだぁぁ」


    　はやしたてるのは、ひときわ小柄な（それでも元の妖精さんと比べると数倍も大きな）コロポックルです。民族色豊かな着物と鋭いナイフを持ち、癖くせなのか、愛いとおしげに刃物に舌を這はわせています。


    「イッシシシシ！　てめぇらのツラは、どれもこれも吐き気を催もよおすものばかりさ。姐さんが気ィ悪くするのも当然だって話よ。なぁ姐さん？」


    　みすぼらしい衣服を着た、小さくて醜しゆう悪あくなゴブリンが、唇くちびるを裏返し、濁にごった涎よだれを垂らしながら嘲あざけりの言葉を吐きます。


    「へへへっ、悪ぃねぇ、騒さわがしくてよぉ。俺ら、人間さんみてぇにお上品なマナーってもんを知らねぇのさ。だからよぉ、いつもついやらかしちまう。けど俺はこいつらとは違うぜぇ。俺はこいつがありゃ他ほかにはなんもいらねんだ！」


    　小柄な体格で口くち髭ひげを生やした、ずんぐりした体型のレプラコーンが、酒さか瓶びんにじかに口つけてぐいっと呷あおります。


    「……妖精……さん？」


    　描画レベルＭＡＸの弊へい害がいがこれでした。


    　そう、これこそリアル妖精さん。


    　リアルすぎて、もうちーっとも可か愛わいくないのです。


    「……というか、半分モンスターじゃないですか」


    「げっげっげ、しかし俺おれら、何しにここに来たんだ？」


    「キシャー！　そんなことも忘れちまったかよ。姐ねえさんが、財宝を奪った野郎どもをブッ殺しに来たんじゃねぇかぁぁ」


    「ヒャッハー！　コロシだぁぁぁ！　コロシ最高ぉぉぉぉぉぉ！」


    「イシシシ！　そう急くなよ。じきだ……じきに、血の雨が降るんだぜ」


    「へっへへ、酒と血のカクテルってのもオツなもんだ」


    　きついの一言です。


    「さあ、行こうぜクズども！　決戦だ！」


    　妖精たちが五人がかりでわたしを担かつぎ上げます。


    　誰だれかが「転送！」と叫びました。


    　ふわりと体が浮き上がり、一呼吸の後には、はや地下十階でした。


    　大きな木の扉の前でした。


    　付近の壁にはこんな指標があります。


    



    『みんなのアイドルさらわれ姫の事務所』


    『営業時間午前九時～午後三時』


    『魔ま王おう、邪神を営まれている皆様、お姫様をさらいたくはありませんか？』


    『当方そのニーズにお応こたえします。条件応相談、要アポイントメント』


    『現在、さらわれ姫は＊在室中＊』


    



    「間違いなくここが犯人の居城ですね」


    「じゃ襲しゆう撃げきだぁ野郎ども！」


    「その前にグラフィックを少し低画質に……」


    　する間もなく、妖精たちは扉を蹴け破やぶります。


    　この人たち、ただのあらくれ者です。


    　つっかい棒をへし折ってドアが動き、内側の壁を叩たたきました。


    　騒々しい物音に、室内の全員の視線がわたしたちに向きます。


    　鎖くさりに繫つながれた、美男美女の群れでした。


    　外からさらわれた人々は、美び麗れいグラフィック化の恩恵で、全員無意味に美形キャラとなっていたのです！


    「美び貌ぼうがやっすぅい……」


    　とても複雑な心境です。


    「何やつ！」


    　鋭い誰すい何かがわたしを打ちます。


    　そこは巨大なホールのような場所でした。


    　中央に里から奪った財宝が積み上げられ、鎖に繫がれた里の人々が、その仕分けを行おこなっていました。


    　そしてその向こうの段となった場所に王座が据えられ、ひとりの美少女がふんぞりかえるように座っていました。


    「……あなた、あの時の町娘？」


    「あなたは、あの時の！」


    　さらわれ姫の正体はすぐにわかりました。


    　しばらく前に事務所で会った、不審者の少女です。


    　ドットではよくわからなかったのですが、彼女は王侯貴族が仕立てるような立派なドレスを普ふ段だん着ぎのように身につけていました。


    　底なしの欲望をたたえる双そう眸ぼうが、わたしを強く釘くぎ付づけにします。


    「おっと、人間どもがたくさん！　こりゃたまらん！」


    　妖精たちはこんな凶悪な顔をしても性質だけは元のままらしく、全員が一抱えもある肉玉に変形して、その場に転がっていました。それは石のようにガチガチで、転がる時もゴトリゴトリと重い物音を立てていました。


    　どうやら、自力でこのお嬢じようさんを討とう伐ばつしないといけないようです。


    「ちょっとあなた、里から奪っていったものと人を返してください！」


    「いやよ！　あなたがたに任せてなんておけないもの！」


    「鎖で繫いで、こんなの奴ど隷れいじゃないですか！」


    「人間なんてさらってナンボよ！」


    　少女はわたしより何歳も若いのに、ひどくすさんでいました。


    「なんて問題発言。こらしめますよ！」


    　こっちにはフードプロセッサーがあります。


    「ひとりで何ができるというの！」


    　少女は嘲あざけり、指を鳴らします。


    　四方の穴から、甲こう虫ちゆうを巨大化したような怪物たちが、黒光りするキチン質の節足を器用に動かしながらあらわれました。


    　侵略者たちもドット状態ならまだ可か愛わいげがありましたが、リアルになると見る者の背筋を寒からしめるグロテスクな怪物でした。


    「逆らう者は死刑よ！　やって！」


    　怪物たちが襲おそいかかってきます。


    　ものすごい大群でした。


    　わたしはフードプロセッサーで立ち向かいましたが、数が多すぎてあっという間に防戦一方に追い込まれます。


    「なかなかやるじゃない。かなりレベルを上げたようね」


    　そうなのです。


    　恐ろしいモンスターも、一匹だけなら今のわたしの敵ではないのです。


    　だけど一度の攻こう撃げきで倒せるのはせいぜいが一匹。


    　こうも数が多いと……いつかは力尽きてしまいそうです。


    　しかも先ほどから体が重く、手足を動かすのさえつらくなってきているのです。


    　やられるのは時間の問題でした。


    「危ないぞ、孫ちゃん！」


    　囚とらわれの住人が叫びます。


    　後ろにも怪物が回り込んでいました。


    「しまった！」


    　攻撃を受けて、わたしのＨＰは50も減ってしまいます。


    　そのまま転がり、怪物たちに取り囲まれてしまいました。


    「そうか……処理が……！」


    　体調不良の原因に、わたしは思い当たりました。


    　解決するためには……。


    　倒れ伏したまま、最後の力でコンフィグ画面を開きます。


    　震ふるえる指先を、原因となった設定のスライダーに伸ばそうとした時、さらわれ姫が弾はずんだ声で叫びます。


    「それよ！　なあんだ、そこにあったのね！」


    　駆けよってきた姫が、わたしからメニューをむしり取りました。


    　……っていうか取れたんだ。


    「これを探していたのよ、私たちは！」


    　メニューが取られた瞬しゆん間かん、わたしは元の姿に戻ります。


    　妖精さんカプセルも、里の人たちも、みんな。


    「ユーザー変更、と。これでいいわ。これでもう、データの海に消えることもない！」


    「データの海？」


    　怪物が、起きあがりかけたわたしを脚一本で押さえます。


    「よい。その女に、もう戦う力はないはずよ」


    　そう。メニューを奪われた際、付ふ随ずいした能力も失っていたのです。


    「このアイテムを持ってきてくれたお礼に教えてあげるわ。これは妖精の道具のひとつ、万ばん物ぶつゲーム機よ」


    「万物ゲーム機？」


    「人生そのものをゲームにしてしまうという道具ね。こんな回覧板みたいに見えるけど、その実態は地域すべての物質・精神・空間を汚染する超科学ウイルスなのよ。それは起動と同時に拡散して地域一帯をプレイゾーンに変えてしまうの。ありとあらゆる物質を、本質を損ねることなく安全かつ急速に擬ぎ似じデータ化してしまうのよ。万物に感染するウイルスなの」


    　さらわれ姫が設定をいじると、そのたびに世界はドットから超美び麗れいポリゴンまで幅広く変質していきました。目がチカチカします。


    「けどこれには欠点があったのね。描画レベルを最小限にしてしまうと、現実のゲームデータと互換性が発生してしまう。区別がつかなくなって、リンクしてしまうのよ」


    「現実のゲームデータ？　それって古いにしえの、電子ゲームのこと？」


    「そうよ。この部屋に保存されていた原始ゲーム機と、経年変化によってデータを失いつつあったロムカセットの中で、私たちはそのことを知ったの。この、最後の希望をね。カセットテープやディスクＲＯＭなどが次々とデータ死を迎える中、ロムカセットだけが最後まで生き残り続けたのよ」


    「じゃあなたがたは、元はデータだと？」


    　さらわれ姫がきっとわたしを睨にらみました。


    「何が悪いの？　データだって生きてるのよ！」


    「えっ、そうなの？」


    「……そ、そうよ……たぶん」


    「そうなんだ……知らなかった……」


    　まったく前例がなかったとは言いませんがね。


    　というか、何が生きていて、何が生きていないのか、もうわたしにはさっぱりわかりませんよ。この地球界かい隈わいでは。


    「でもね」ふいに姫の表情が曇くもります。「この道具のスイッチが切れたら、私たちは消えてしまうのかもしれない。だからなんとしても、これを見つけ出す必要があったの」


    「なら目的は達成できて満足でしょう。里のみんなを解放して！」


    「いやよ」


    　ふん、と鼻で笑ってさらわれ姫は言いました。


    「だって、せっかく実体化したんだから、面おも白しろおかしく暮らしたいわよ。魔ま王おうや勇者を手玉にとって二ふた股また三股四股かけて、豪華絢けん爛らんにプリンセスライフを堪たん能のうしたいじゃない？」


    「んまっ！　なんて破は廉れん恥ち！」


    「侵略するに決まってるじゃな────い！」


    「そんなこと認められませんっ」


    「別にあなたに認めてもらう必要ないし。あなた気付かなかったみたいだけど、このメニューでは対象ごとに描画レベルを適用するかどうか設定できるのよ。これを使って、あなただけドットになっちゃえ！」


    　わたしは16×16ピクセルの二頭身女になってしまいました。


    「や　やめてください！　ひどい！」


    「そこまで行ったらいっそ極限に挑戦してみる？」


    　わたしは８×８ピクセルのドット人間になってしまいました。


    　８マス×８マス。


    　人間を表現する下限の領域でしょう。


    「ヤ　メ　テ　・　・　・」


    　誰だれが見ても、わたしをわたしと区別することはできないくらいに、単純化されてしまいました。


    「きゃはははは！　おもしろーい！　かろうじて人のアイコンだってわかる程度よ、今のあなたって」


    「ソ　ン　ナ　・　・　・」


    「そして私自身は、最高レベルの超美び麗れいグラフィックになればいいのよ。これで人々の注目は独り占め間違いなしだわ」


    　さらわれ姫は万超えのポリゴンで表現される、神こう々ごうしい美女になります。


    「ここまで来ると、わざわざ侵略などしなくても、男の方から勝手に貢みついでくれるかもしれないわね。そういえばさらってきた中で、ひとり若い男の子がいたはず。あの子を私より一段階低いステージまであげて、ペットにして飼ってあげるわ」


    「ソ　ン　ナ　ノ　ダ　メ！」


    「今の私は、誰にも止められやしないわ！　何でもできる。何にでもなれるのよ！」


    　美び々びしくそそり立つさらわれ姫の美び貌ぼうに、凄せい絶ぜつな喜悦が浮き出ました。


    　ああ、もうどうすることもできないのでしょうか？


    　わたしは一生、64ドット分の情報量で生きていくのでしょうか？


    　すべてを諦あきらめかけたその時、異変は起きました。


    「なに……これ？」


    　さらわれ姫のこめかみから、白い煙が立ちのぼっていました。


    「え、なに？　やだっ……どこから出てるのよ？」


    　煙はいくら払っても、止まることがありません。


    　それに姫の顔も、真っ赤になっていました。


    「コ　レ　ハ！」


    　ピンと来たものです。


    　さっきのわたしも、同じ状態に陥おちいろうとしていたのですから。


    「うそ、どんどん出てくる、こわいっ」


    　姫はじたばた暴れ、周囲の怪物たちもおろおろするばかり。


    　煙はどんどん溢あふれ、姫の顔も際限なく真っ赤になっていきます。


    「やだ……ふらついて……からだが……重いぃぃぃぃ」


    　ばったりと倒れます。


    　わたしはあってなきに等しい足をちょこまかと動かして、姫の枕まくら元もとに立ち、万ばん物ぶつゲーム機とやらのコンフィグメニューを奪い取ります。


    　そしてユーザー変更はせずに、自分を通常モードまで引きあげました。


    「あなたの野望もここまでです！」


    「どういう……こと……なの？」


    「このメニューを見る限り、あなたのかしこさはたったの５。このスペックでは、超美び麗れい３Ｄグラフィックを動かすのにはムリがありましたね」


    「え……？」


    　さっきのわたしがそうでした。


    　超美麗グラフィックの代だい償しようとして、生体ＣＰＵ（脳）は爆速稼か働どうを要求され、結果として本体が爆熱状態となっていたのです。


    　その上、動作はもたつき、フリーズの危機まである。


    「そんな、馬ば鹿かな……」


    　説明を聞いたさらわれ姫が、じわりと涙を浮かべました。


    「……今のあなたなら、額で目玉焼きが焼けますよ」


    「焼きたくな───い！」


    「あなたはね、骨の髄ずいまでドット畑の住人なんですよ」


    「ひどすぎる───！」


    　里の人々が自ら戒いましめを脱し、周囲に集まってきました。


    「この小娘、どうしてくれよう」


    「ひっ」さらわれ姫は震ふるえだします。「ちょっと、殺さないでよ！　私だって殺してないでしょ！」


    「ふほほ、殺しはせんよ」温厚そうなおじさんが微笑ほほえみます。懐ふところからナイフを取り出し、逆手に持ちます。「……ただちょっと残機をラス１まで潰つぶさせておくれよ」


    「一機しかないの！　一機しかないのよ私！」


    「じゃライフゲージを最後の１ドットまで削るってのはどうかね？」


    　おばあさんが大きな包丁を手に姫に近寄ります。


    「１ドットまで削られたら心臓くらいしか残らないわよう！　やめてー！」


    　頃ころ合あいを見て、わたしは詰きつ問もんします。


    「反省してますか？」


    「してる！」


    「言うこと聞きますか？」


    「きく！」


    「みんなに謝る？」


    「謝る！」


    「……ということですが、どうします？」


    　里のみんなに問いかけます。


    「まあ、あんたがそう言うなら」


    「ですって」


    　わたしは姫を元の８ビット……では可か哀わい想そうなので、16ビットのそれなりに細かいドット絵まで戻してあげました。


    「これからも悪さするようなら、いつでもフリーズさせますからね」


    「……くすん。はい」


    「これにて一件落着！」


    　空中に花はな吹雪ふぶきが舞い散るエフェクトがかかり、幕が降りて来たのです。


    



    



    　さて、それからどうなりましたかというと。


    　実はけっこうな数が散り散りになっていたドットの人たちは、地下迷宮に集まり、そこで町を作って暮らし始めました。


    　ドットエサやらパワーエサやらパワーキノコやクリーピングコイン（コインに擬ぎ態たいした甲こう虫ちゆう）といった特産品を、里で必需品と物々交換する光景も、よく見かけるようになりました。


    　他ほかにもＵＦＯ観光やビーム引っ越しセンターといった副業も立ち上げ、なかなかの評判とのこと。


    　地下迷宮は里とも近いことがあり、ヒト・モニュメント計画時にはレジャー施設として採用されることも決まったそうです。


    　やってくる職員さんがたのお子さんには、喜ばれそう。


    　でもひとつだけ、困った後遺症が残ってしまいました。


    　コンフィグメニューにはどうもバグがあるらしく、たまに設定が意図せぬうちに切り替わってしまうのです。


    　歩いている人が突然ピクセル表示になったり、古コインの蒐しゆう集しゆうに取り憑つかれるあまり空中を飛び跳ね土管に潜もぐり込み人の家のタンスをあさるといった奇行に走ったり、突然オプションを引きつれて破は壊かい光線を放ったり、鎧よろいを着て酒場で待機していたり、投げたボールが壁をガンガン削ってしまったり、といったトラブルがしばらく絶えませんでした。


    　そのたびに設定をいじるのも一仕事。


    　結局、コンフィグ管理は助手さんに一任され、彼の担当業務となって定着したようです。


    　彼なら悪用することもないでしょうし、少しずつ仕事を覚えていくのはよいことです。


    　さらわれ姫は、地下王国の王女様として多忙な日々を過ごしています。


    　今では友人。


    　前に酒場で会った時は、よほど忙しいのかやつれた顔で「たまには、さらわれるような熱い恋がしたい」とぼやいていました。


    　わたしは功績を称たたえられて、地下王国にわずかな領土をもらいました。


    　地下王国の名誉騎き士しの位も（お詫わびとして）もらいました。


    　地下まで出向いてすることとてなく、せっかくの領土（地下一七階なのです）を無む駄だに放置していたのですが、ある時思い立って、以前採集したしいたけの栽培をはじめました。


    　しいたけのくせになかなか増えず苦労しましたが、コツを摑つかむと、栽培は安定するようになりました。


    「これはしいたけなのか？　味がずいぶんと違うが……」


    　料理して出すたびに、おじいさんは首をかしげていました。


    「しかしうまいことはうまい。酒、出してくれるか」


    　このしいたけの欠点は食べるたびに『１ＵＰ』という表示がちらつき、少々目め障ざわりなところなのですが、大変な珍味で、今では遠方から求めに来る人もいるくらいです。


    　最近は、そんな具合です。


    　それにしても思うのです。


    　ああ、人はなぜ、超美び麗れいグラフィックを求めるのか……。


    　感覚では理解できることが、言葉で説明しようとすると途と端たんに難しくなります。


    　ただひとつわたしに言えること。


    　それは、過度の美しさは身を滅ぼすということです。


    　高度な３Ｄグラフィックは、人類にはまだ早すぎるのでしょうか？


    　いや、遅すぎたのかもしれません。


    　滅びつつある人々に、古きよき技術が愛されているように。


    　そう、我々旧人類にとって行き過ぎた３Ｄグラフィックは諸もろ刃はの剣つるぎ、禁断の木の実のようなものだったのかもしれませんね。


    　最近は、里も落ち着いています。


    　人々の描画も柔らかくなって、ドットとかポリゴンとか、そういう極きよく端たんな表現は見なくなったようです。


    　いやはや人間たるもの、超美び麗れいを気にしすぎるのも問題ですよ。うん。


    



    



    「おい聞いたか。あの、この間、国連から来たあの若夫婦。別れたそうだぞ？」


    「ええ、本当ですか？」


    　おじいさんが持ってきた里の噂うわさ話ばなしに、わたしはびっくりしてしまいました。


    　仲なか睦むつまじげな若夫婦でした。


    「なんでも、旦だん那なが別の女の好感度を稼かせぎすぎたら、その娘がヤンデレだったらしくて、いろいろ大変だったらしいな」


    「えー。なんですかそれは。不実すぎません？」


    「いや、相手のヤンデレ娘というのが、またえげつない性格らしくてな。若夫婦の奥方に男をけしかけて……」


    「えーえーえー！」


    　最近、クスノキの里は空前の恋愛ブームなのです。


    　恋愛ブームは出産ブームでもあり、離り婚こんラッシュともなり、様々な余波を生んでいました。


    　とにかく、みんながうつつを抜かしているというわけです。


    　誰だれもが「誰それの好感度を上げた」だの「あいつのルートに入った」だの噂しあって、ちょっと引いてしまうくらいです。


    「最近多いですねぇ、そういう話」


    「うむ。うちのふたつ隣となりの、あの奥さんもな……」


    「え、あの奥さん？　町内会長さんのルートに入っちゃったんですか？」


    　姦かしましいことこの上ない話ばかり。


    「おまえは、そういう話はないのか？」


    「……え？　あ、ありませんよ……まだ」


    「言っておくが、私はひ孫は猫ねこ可か愛わいがりするぞ」


    「なんですかそれは。そんなもの、出てきませんよ」


    「孫は距離感が摑つかみにくくて、あまり可愛がってやれんかったからな」


    「……別に今から可愛がってあげてもいいんじゃないですかねぇ。甘やかすとか」


    「それは孫のためにはならんな。どちらかと言えば、うちの孫は褒ほめるとつけあがり、スパルタ式で伸びるタイプでな」


    「いやいや、褒めるのは大切ですよ。褒めましょうよ。スパルタなんてとうに滅びてますよ」


    「……なあ、ちゃんと好感度は稼かせいでいるのか？」


    「知りませーん。倉庫整理に行ってきまーす」


    



    



    「あっ……ごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶ？」


    　事務所ビルの曲がり角で、助手さんとぶつかってしまいました。


    　でも彼には、特に気を悪くした様子もありません。


    　いい子。


    　その助手さんが、わたしに一枚のチケットを差しだしました。


    「え？　コンサートチケット？　一いつ緒しよに行きたい？　ああ、迷宮のイベントなんだ。へえ、今はこんなのやってんですね。しかしジャンル、ヘルメタルって何だろ……地下百階？　あの？　地獄でやるからヘルメタル？　なんたる安易……」


    　助手さんがスケッチブックを掲げました。


    　絵ではなく文字が、こう書かれていました。


    



    　はい？


    　いいえ？


    



    　わたしは少し笑ってペンを取り、答えに○をつけました。


    　ピロリロリン♪


    「……最近、この音ってよく鳴りません？」


    　助手さんは首を振ります。わかりません。


    「また環境設定の依い頼らい？　そう、頑張って。わたしは倉庫整理ですから。え？　手伝ってくれる？　大丈夫ですよ。自分で把は握あくしないといけないので。今度は……シャレ抜きでしっかり管理しろっておじいさんが……お気持ちだけいただいておきます」


    　ピロリロリン♪


    　また鳴った。


    　何なんだろう……？


    　わけがわからないまま、助手さんと別れ──


    「あ、そうそう。ちょっとコンフィグメニューを見せてもらえます？　わたしの25レベルデータを有効にしたいんですよ。かしこさ18でやらないと、あの倉庫は目録化できませんからね……と」


    　わたしがさっとメニューを取ると、助手さんが珍めずらしく慌あわてました。


    「すぐ返しますよ。ちょっといじるだけ。何そんな慌てて。おかしい人。すぐ返しますって。あ、こら、無む茶ちやしない、あははっ、もう！」


    　妨害を受けながらもなんとか設定を変更し、一いつ瞬しゆんだけ目に入れた情報は……。


    



    　　　中立-見習い学者（ＢＩＳ）


    　　レベル：25


    　　ちから：18


    　すばやさ：15


    　かしこさ：18


    　　　ＨＰ：１９５


    　　　ＡＣ：７


    　　　　♀×99（×）


    



    　描画レベル：低□□□□□■□高


    　　　不条理：低□□□□□■□高


    　　物理演算：自動設定


    　　ジャンル：美少女ゲーム

  


  [image: ]


  
    



    「……美少女？」


    　助手さんはムンクの叫びみたいな顔をして、メニューを奪い、走り去っていきました。


    　里でベビーブームが起きている理由が、なんとなく理解できた気がします。


    　いや、よくわかりませんけどね。


    



    　というわけでここ最近、クスノキの里は、皆アニメ絵だったりするのです。

  


  
    



    



    　妖精さんメモ【万物ゲーム機（ばんぶつげーむき）】


    



    　魅み惑わくのコンピューターゲーム。


    　この魅力に抵抗できる子どもは、多くはありません。


    　だけどソフトにはそれぞれ遊ぶためのハードがあります。ゲームハードは高価で、なかなか手が出ません。全部のゲームを遊ぼうと思ったら、お金がいくらあっても足りないのです。


    　そこで登場したのがこちらの商品。今までのゲーム機は高いお金を払ってハードを買っても、対応ソフトしか遊べませんでした。


    　他ほかのハードで発売されたゲームを遊ぶためには、さらに散財するか、あるいは移植されるのを待つしかありません。


    　これでは興きよう醒ざめです！


    　しかしこの商品は違います。なんとこの万物ゲーム機は、世の中のありとあらゆるものをゲーム化してしまうことができるのです。


    　ただし欠点がありまして、プレイヤーの性能に機能が左右される場合がございます。


    　お買い求めの前には一度、体験版で動作確認をお願いします。


    [image: ]

  


  
    『八月期報告』


    



    　１．前半期


    



    　特記事項なし。


    



    



    　２．後半期／クリップボード状妖精遺留物の誤動作についての報告


    



    　本品は一見して、使用者の近辺で自由に出現させることができる情報ボードのようなものと思われていたが、実際は極めて広範に作用する汚お染せん型の遺留物であった。


    　遺留物の作動原因は不明で、恐らくは保管中の誤動作により人知れず動き出してしまったと考えられる。


    　さて、遺留物が支部に持ち込まれた際、事実が判明していなかったことが、今回の事件を未然のものとできなかった原因であろう。


    　本品の誤動作によって発生した出来事の顚てん末まつは、別紙資料の通りである。


    　担当者としての所感としては、やはりこういった緊きん急きゆう事態において残機制という在り方は難易度をいたずらに高めてしまうのではないかということである。


    　枯れた技術の水平思考とはよく言われるが、本当に危機的状況においてものを言うのはＨＰであり、レベルであり、パラメーターであった。


    　またいくら装備が充実していても、クラスによってはそれを用いることができないことも、注意すべき点としてあげられる。


    　今後、童話的災害に携たずさわるスタッフには最低でも13レベル以上を要求したいところである。この点、どうかご検討いただきたい。


    　遺留物の管理にはいろいろと検討すべき点が多く、今後重点的にこの問題に取り組んでいきたい。

  


  
    あとがき


    



    　当初、今回のあとがきはナシの方向だったが、やはり書くことになった（あとがきとは多分にページ調整的なものなのだ）。


    　あとがきといえば作者近況。最近はこんな感じです。


    



    　……薄暗い部屋でモニターに向かい延々と執筆を続けている以外の記憶がない。何かしているはずなのだが、日常のよしなしごとは意識にはのぼらず記憶にも刻印されないのだ。そういう病的な精神状態に長時間置かれた結果、人間性は著いちじるしく後退し、かわりに奇々怪々なるものが深層意識より浮かび上がってくるに違いない。羊たちの沈黙とかミザリーとか多重人格探偵サイコとか藤子不二雄Ⓐとか、そういう属性のものがだ。事実、密閉された部屋を徘はい徊かいする作者の姿は生者への憎悪をくすぶらせた幽鬼そのものであり、渇いた喉のどからもれる呻うめきはとうてい人語とみなせるものではない。つけっぱなしのテレビはとうに受信能力を失っており、途切れることのない砂嵐は無機的な輝きを室内に投げつけている。夜中ともなればそれが唯一の照明となる。まれに砂嵐の中に「たすけて……たすけて……」という女の叫びが混じることもあるが、渇水した心に届くことはない。冷暗の部屋に立ち尽くす作者はライトノベルとは何かジャンルの超ちよう克こくとは何かといったことを、出口のない迷路を彷徨さまようように考え続ける。解のない問いかけを長く続けるうちに己おのれという毒物が醸じよう成せいされ、精神と人格を蝕むしばむ。たまの来客があると、ドアを十センチほど開け「……はい」という陰いん鬱うつな声で対応する。生気の失せた顔にギラつく眼光は異様にアンバランスであり、健全な精神を持つ者ならば誰でも「うっ」と仰のけ反ぞらずにはおれない。電話は頻ひん繁ぱんにかかってくる。相手は知人だったりセールスだったりするが、呼びかけに対してまともな言葉を返すことはない。電話をしているという自覚さえない。呼び出し音が鳴ったから取った、という自動的な運動に過ぎなかった。だが生の人間が語りかけてくる方向に、負の内圧は高まっていく。相手はやがて、作者の沈黙がただ単なる無言ではないことに気付く。受話器に耳を押しつけ、かすれるような作者の囁ささやきを聞き取ろうと意識を鋭くした途端、


    



    　死ね死ね死ね死ね死ね死ね死ね


    



    　呪じゆ詛そが、


    



    　って感じで、毎日明るく楽しくやってまーす。ハッピーです。おう田中、おまえのライフスタイルって鬼イカしてるぜ、ありがとう（一人芝居）。


    



    　ところで最近、また欲望が増大しつつある。


    　満たされぬゆえの反動なのか、今私の欲望容積はだいたい家一軒分くらいある。家一軒分というか、家が欲しい。モノカキには家が必要だと思っている。家には書斎があるべきだ。


    　ああ、書斎。


    　あの、あれ。オヤジたちがよく口にする……この言葉。


    「ショサイガホシイ！」


    　なんか長者番付見ながら無差別電報送りたくなってくるわ。


    「ショサイオクレ、ヘンシンコウ」


    　男もある程度まで来ると、一様にこのようなことを言い出す。


    　書斎という空間に男たちが何を仮託しているかは想像するに容た易やすい。それはもはや「ショサイ」という概念に昇華しているようにも思える。男たちは日々、抑圧されている。心が社会人という枠に押しこめられている。それは精神の拡張をもってしか癒いやすことはできない。それがショサイという空間の広がりなのであり、心理の反発がもたらす魂の切願なのである。


    　無論、私もたいへんに抑圧されている。そしてモノカキである私の場合、純粋に作業空間としてのショサイを求めてもいる。山のような資料は作り付けの本棚に収め、機能的なＬ字型デスクにハーマンミラーの高性能ワークチェアを置きたい。そんな環境であれば、たぶん今の倍のスピードでものが書ける。書ける書ける。よゆう。ぜってー書けるってマジで。


    　ワンルームマンションでも借りてショサイにすればいい？


    　君は何もわかっちゃいないな。


    　ショサイはハウスにあるからこそ輝く。マンションの一室に本棚と机を並べただけでは単なる仕事場でしかない。まあ何だ、わかりにくいだろうから実例を挙げるが、具体的には直木賞作家・石田衣良の仕事場みたいのだ（インターネットで検索するとすぐ出てくるで）。ああ、俺もショサイで自由な発想をゲットしたいね。ついでに外車もゲットしたい。あと時計も欲しいかな。北欧家具にもこだわりたいし、手に馴な染じむ万年筆が一本あるといい。あれも欲しいこれも欲しい。何もかもが欲しい（なんとけがらわしいあとがきだろう）。


    　ご不要の太陽系第三惑星などございましたら、是非ガガガ文庫編集部までお送り下さい。


    



    ・リアル近況報告


    　自分で作ったソーミン・チャンプルーを食してゲロを吐きました。


    



    ・リアル今年の目標


    　キリキリ働きます。よろしくお願いします。


    
      【編集部・注】初出 二〇一〇年一月。一部修正 二〇一二年三月。

    

  


  
    田中ロミオ


    Romeo Tanaka


    



    新しい火災報知器。あいつ……あの野郎！　ちょっと料理しただけで「火事です！　火事です！」うるせー！　お久しぶりです。元気ですよ。今年から頑張る。バリバリ稼いで、超インドアハウスをモノにするのが今の夢です。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    人類は衰退しました　５
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